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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　入学式前夜～キリストとがんもどき～







　それは、いわゆる夕食時。寮りようの食堂で飯をかっこんでいたら、葉は留るが言った。

「──はじめにことばがあった。ことばは神と共にあり、ことばは神であった」

　俺は口につまっていた米こめ粒つぶを噴ふきそうになった。

　本日の夕食は、妖よう怪かい幼女の寮母さんが作った最強おでん（激ウマ）だ。

　ちょうど箸はしでつまもうとしてた大根が皿に落っこちて、びしゃんと汁しるを飛ばしたけどどうでもいい。俺の斜ななめ向かいにいたセーメー先せん輩ぱいが、オットセイの鳴き真ま似ねみたいなうめき声でもだえているけどそれもいい。どうもカラシが鼻まで逆流したみたいだ。

　そんでわが道を行く暴走リア充じゆう・円まど鹿か先輩が、そんなセーメー先輩を「うわだっさー」と好き放題笑いまくっているけどそれもスルーだ。ついでに言うなら俺が敬愛するクールビューティー、恵え庭にわ椿つばき寮長サマが、黙だまって自分のトレイだけ被ひ害がいが及およばないよう椅い子すをずらしたけど、それだって別にどうでもいいだろう。

「……な、なんだおい。葉留、おまえついに日本語教とかそういうのに目覚めたのか。神との交信がはじまっちまったのか……！」

「……いえ、べつにそういうことはないと思うんですが……」

「噓うそだ！　言葉イズ神ゴツドなんて葉留ぐらいしか口にできない電波ゼリフだぞ。いいか正直に白状しろ。さあ親おや御ごさんがいるのはどっちだ。西か？　東か？　南か北か？」

　なにせ問題の発言をかました蒼あお井い葉留ときたら、見た目はちっこく癒いやし系けいおひな様みたいな風ふう体ていなのに、中身は重度の日本語マニアなのだ。

　同じテーブルについている葉留は、上うわ目め遣づかいにこっちを見つめて、『ぷーっ』っていう擬ぎ音おんをそのまま使えそうな様子で頰ほおをふくらませていやがる。

　やわらかそうなラインを描えがく卵型の顔。それを縁ふちどるさらさらの前まえ髪がみをピンで留めて、広いおでこを見せている。ふてくされていても可愛かわいい。全部がぎゅっと小さく作られてて、スミレの花みたいに可か憐れんだ。でもぜっっっったいにだまされるな。

　この女の愛読書は、赤毛のアンならぬ片手で持つのも辛つらい広こう辞じ苑えん。辞書だ辞書。収録語数二十四万語。口を開けばほとばしる二十四万語のウンチク。本当にもう、ここまでヘンなヤツを俺は知らない。

「ひ、ひどいですよ久く坂さか君っ。わたしはただ──」

「ただなんだ？」

「そうだよ久坂君。蒼井さんの言う通りだよ。今のは電波とかじゃなくて、ヨハネの福ふく音いん書だよね。聖書に出てくるやつ」

　セーメー先輩だった。

　寮では希少な男子生徒。本名、住すみ友とも晴はる明あき氏と言う。

　親御さんの微び妙みようなチキン具合が知れる二年の先輩は、鼻からカラシの刑けいから復活したみたいだった。お茶の入った湯飲みをテーブルに置いて、口元をぬぐった。蛍けい光こう灯とうに、昭和ちっくな銀ぎん縁ぶち眼鏡がきらりと光る。

「聖書って……キリスト教ですか？」

「イエス」

「…………」

「い、いや、洒落しやれじゃないからね」

　わかっていますとも。いくらなんでもそこまでアレだとは思いたくない。信じてますからね？

「ええとつまりだね、いわゆるキリストの十二人いる側近を指して、十二使徒って言うんだ。そのうちの一人がヨハネ。で、彼が書いたのが、『ヨハネによる福音書』だよ。さっき蒼井さんが言った『はじめにことば～』うんぬんは、一章の冒ぼう頭とうの文章だね」

「ほー」

「この場合の言葉っていうのは、ヘブライ語でいうロゴス──神様のことば、世界を構成する論理としてのイエス・キリストを意味するらしいよ。ほかにも『黙もく示し録ろく』とか、聞いたことあるでしょ？」

「黙示……あーあー、apocalypseのことですか！　海外あつちでよく聞きました。日本こつちだとゲームやラノベの便利アイテム名ですよね。なんかつけるだけで箔はくがつくっつーか。知ってます知ってます！　タイトルだけ！」

「ありがたみゼロだ……」

「いや、マジで知りませんでした。同じ作者なんですね」

　しかもヒットメーカー。感心して言ったのに、セーメー先輩はさみしそうな顔をしている。なぜだ。

「というか、セーメー君もずいぶん詳くわしいわよね。勉強したの？」

　そう言ったのは、前述の寮長こと椿先輩だった。テーブルの上、どこかけだるげに指を組む様も美しくあらせられる御お方かただ。ああ美人万ばん歳ざい。

　セーメー先輩は、「ふっ、まあ普ふ通つうですよ」と眼鏡のブリッジを押し上げる。

「この程度の教養。海外ミステリ読んでて聖書のネタがわからないと、話のオチすらわからないことがありますから。基本中の基本ですよ」

「ほら御ご覧らんなさい縁ゆかり君。これが正しいマニアの謙けん遜そんってやつなのよ」

「ほー」

　感心すればするほど、セーメー先輩の肩かたが震ふるえはじめた。またまたなぜだ。

「つまり葉留ちゃんは、いきなりキリストの教えに目覚めたってこと──？」

「い、いいえ！　とんでもないです」

　葉留は葉留で、ふるふると首を横に振ふりまくった。

「わたしはただ、きのうホームセンターまで買い出しに行きましたら、駐ちゆう車しや場じよう前の広場で一いつ生しよう懸けん命めいご自作のポエムを披ひ露ろうしてらっしゃるおじさまに会ったんです」

「ポエムの──オジサマ──」

「はい、そうなんです！　本当にもうもう、わたし以外に周りで聞いておられる方がいらっしゃらないのがもったいないぐらい素す敵てきな詩だなあって……わたし、聞いてて涙なみだが出るぐらい感動したんです」

「そ、そうなの……感動……」

「言葉は神であった！　本当にそうだと思います。言葉の響ひびきとか成り立ちとか、神様の采さい配はいとしか思えないものがありますから。あんまり素敵すぎて涙が止まらないわたしを見て、おじさまもすごい感動してくださって……でも、そうですね。本当は住友先輩がおっしゃるように、あれは聖書の一説なのかもしれませんね。おじさまも良かったら教会に来ないかとおっしゃってましたし……」

　いやそれ、むっちゃ入信の勧かん誘ゆうだろう。それ以外なにがあるんだ。

　けっきょく葉留は時間を理由に勧誘を断り、当初の目的通りシャンプーを買って帰ってきたらしい。素敵な感動を胸に秘ひめながら。

　勧誘した神父だか牧師だかのおっちゃんも、まさか葉留が言葉通りに受け取って感激にむせび泣いているとは思わなかっただろうよ。

「辞書にはキリストを意味する語ご釈しやくはなかったです。メモしたいですメモメモ……」

「後にしろよ。後に」

「う、すみません……」

「んでもさー、葉留っちがおっさんに拉ら致ちされなくてよかったじゃーん」

　円鹿先輩が、おでんのちくわ片手にへらへらと笑った。

　基本、光る素材とピンクが好きで、本人自身がお菓か子しのパッケージみたいな人だ。この春休みで俺たち寮生を巻き込み先生方を巻き込み、すったもんだを起こしたくせに、すっかり通常仕様のお気楽ぶりだ。

　凪なぎ崎さき先生とはどうなんだと言いたいところだが、藪やぶ蛇へびになることはしない方がいい。これ以上のろけられるのはごめんだ。

「こやってぶじにおでんも食べられるんだし？　あたしねー、おでんはちくわとはんぺんだけ入ってればいいよ派。うまー」

「それは聞き捨てならないわね、円鹿。そのラインナップには玉子とひりょうずも入れてもらわないと困るわ」

「ひりょーず？　なにそれなにそれ椿さん」

「え、あなたひりょうず知らないの？」

「しらなーい」

「俺も知らないっす」

　便乗で手を上げる。教えてくれ。いったいどんな謎なぞ具材なのか。

「噓……待って、そんなわけないでしょ。だって今日の具にも入ってるじゃない。ほら」

「えー、それってがんもじゃーん」

「がんもどきっすよね」

　俺と円鹿先輩の声が重なる。豆とう腐ふを練って揚あげたソイツは、どう見たっておでんの定番『がんもどき』だ。

「あの、恵庭先輩。ひょっとして関西のご出身ですか？」

　葉留が口を挟はさんだ。

「……なんでわかるの？　実家はあっちなんだけど」

「え、マジですか」

　あまり目立った訛なまりがないんで気づかなかった。西の人だったのか！

　葉留はクイズが当たったとばかりに、うれしそうに顔をほころばせる。

「やっぱりそうですか！　あのあのあのですね、その『ひりょうず』はがんもどきの別名で、他ほかにも『ひりゅうず』『ひろうす』なんて言いますよね。漢字で書くと飛ぶ竜りゆうの頭って書いて『飛竜頭』。主おもに関西方面で使われています！」

　え？

「ふえー、竜。ドラゴンなんだ！　でもソレがんもと離はなれすぎ。形が竜と似てるから？」

「いいえ梶かじ井い先輩、それもありますけど、もともと日本語由来の言葉じゃないんですよ『ひりょうず』は」

「え、んじゃどこなの」

「語源はポルトガル語のヒリョースっていう、卵と小麦粉を使った揚げ菓子がもとになってるというのが有力ですね」
















「おかし……」

「はい、お菓子です。カステラも同じポルトガルですね」

「へえ、なるほどね。時代が変わると豆腐が原材料のおでんの具になるってか……変われば変わるもんだね」

「あたし、がんもより飛竜頭のほーがいいかも。だってほら、『もどき』とか付くよりダンゼンかっこいーし」

「たしかに。確実に中ちゆう二に心ごころが刺し激げきされるね」

　セーメー先輩と円鹿先輩が、感心しながら盛り上がってるけど、残念ながら俺のライフはもうゼロだった。

「……あら、縁君もういいの？」

「ええ、ちょっと食欲ないみたいで……」

　食いかけのトレイを持って、食堂のカウンターへ返へん却きやくしに行く。厨ちゆう房ぼうじゃおでんを作ってくれた寮りよう母ぼさんが、踏ふみ台に登って皿を洗っていた。

　ごめん寮母さん。おでんマジでうまかったです。でも俺はもう無理だ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、久坂くーん！」

　葉留が心配そうに声をかけてくる。大丈夫とかな、そういう問題じゃないんだよ。

　よろけながら食堂を出て、【一○二】号室の俺の部屋へ戻もどる。

　机の上に、閉じたままだったノートパソコンが鎮ちん座ざしている。俺はその蓋ふたを開けた。

　画面には、書きかけの小説が、そのまま残っていた。





　山頂の神しん殿でんにたどりついたルークを待ち受けていたのは、まだあどけない面おも影かげの残る少女だった。

（子供？）

　それでも隠かくしきれぬ神聖なオーラを察したルークは、少女の足元に跪ひざまずいた。

「……紺こん碧ぺきの勇者ルーク・バクスターですね」

「はっ。神竜の導きのもとにやって参りました」

「わたしは飛竜頭教団の巫み女こ、フェリシエラです……あなたに教団の秘宝を授さずけましょう……」

　ルークは神こう々ごうしい思いでフェリシエラの言葉を聞いた。






　なんだか視界がぼやけて前が見づらくなってきた。おかしいな。朝からぶっ通しで書いてたせいかな。

　俺は服の袖そでで涙をふくと、もう一度画面を見直した。

「……わたしはがんもどき教団の巫女、フェリシエラです……あなたに教団の秘宝を授けましょう……」

　なあ。

　どんな秘宝だよ。

「どんな秘宝だよおおおおおお！」

　俺はやけくそになりながら、マウスを動かしてがんもどき、いや飛竜頭の三文字を削さく除じよした。すでに十万字を越こえた直球ファンタジー小説も、この瞬しゆん間かんには直球おでん小説にしか見えなくなっていた。

「がんも！　がんも！　がんも！　がんも！　がんも！　ちくしょうがんもおおおおおおおお！」

　いったい俺が何をした。ただかっこいい俺TUEEE小説が書きたかっただけの俺はそんなに罪なのか？

「蒼井葉留！　やっぱりお前は敵だ！」

　天敵。天然の敵。a natural enemy.

　俺はマジ泣きしながら小説の修正を続ける。




　説明しよう。

　これは、正しい日本語を愛するあいつと、楽しい物語を愛する俺の交わらない日々を綴つづる戦記だ──なんてな。




　──季節は、新年度。

　桜舞まい散る春休みが終わり、俺も葉留もそろって高校一年になるところだった。







　　　第一章　友達百人できるかな







　ぱらぱら、ぱらぱら。あれは、いつの頃ころだったろう。窓の向こうのお庭が、気がついたら雨に濡ぬれていた。

　小さなわたしの目に映っているのは、けむるような薄うす紅べに色の花をつけた、お庭の木。

　季節は、たぶん春。でも桜ではなかった気がする。もっともっと肉感的で、たおやかで、花束のように群れたピンクのはなびらが、とろりと濡れて光って見えた。命芽め吹ぶく若葉の中で、花自体が生命いのちを歌っていた。

　誰だれかが優やさしい声で言う。あれはカイドウだよ。きれいだろう。

「カイドウ……ふうん……ねーねー、みて。りかさん、お花もぬれてる。雨が降ってる」

　りかさんの仕事は、椅い子すに座って本を読むことだ。

　いつもいつも、降っても晴れても、本ほん棚だなに囲まれた部屋の揺ゆり椅子に腰こしかけて、綺き麗れいな色のひざ掛かけをかけて、色あせた古い書物を読み進めていくのだ。

　机の手元には、折りたたんだメモ用紙を置いて。たまに右手が動いて、メモに小さな文字で言葉を抜ぬき出していく。それの繰くり返し。

「……どれぐらい？」

「んー、すっごくいっぱいじゃないけど、でも降ってる。静かに降ってる。すぐにはやまなそう」

「『しとしと』降ってるのね」

「そう『しとしと』なの。『ざーざー』じゃないの。『ぽつぽつ』でもないの」

　りかさんが、眼鏡の奥で目を細める。笑っているみたいだった。

　わたしはうれしくなって、りかさんの近くにいく。

　ぺたんと絨じゆう毯たんの上に座り込んで、わたしはりかさんからもらった本を読む。りかさんはりかさんで、古い和わ綴とじの本を読み進める。

　──『ざーざー』は、いきおいよく降っているさま。

　──『しとしと』は、静かに止まることなく降っているさま。

　──『ぽつぽつ』は、降りはじめを表すさま。

　ねえ、知ってる？　わたしたちの暮らす世界は、いろいろな言葉があふれているの。ただあるんじゃなくて、意味を持ってそこに居るんだってりかさんは言った。

　そして辞書は、言葉の意味を書き留めた、魔ま法ほうの本なんだって。

「あ、か、さ、た、な。は、ま、や、ら、わ。を、ん」

　たとえば辞書の【あ】のページは、『アイアイ』のところがすき。可愛かわいいおさるさんが描かいてあるから。これはほかのひとに真ま似ねができない絵だとおもうの。

【い】のページは、『イクラ』のところがすき。見てるとおなかが減ってくるから。

　それでねそれでね、【う】のページは、『ウナ電』がすき。うな重かと思ったのにぜんぜん違ちがうから。

　ページをめくって【り】のところを見ても、大好きな『りかさん』はのってないけど、わたしのだいじなだいじな──。

「雨、早くあがるといいわね」

「うん。あがるといいと思う！」

　そうして夢中になって辞書とあそんで、ふっと振ふり返れば、椅子の上のりかさんは、こっくりこっくり舟をこいで眠ねむっていた。




「──りかさん？」




　あなたにまつわる記き憶おくは、いつも最後はそこにたどりつく。




　　　　＊＊＊




　こぉの愚ぐ息そくめが！　だからあれほど準備は事前に、些さ細さいなことまですませろと言ったのに。

　恐きよう怖ふの母、夏なつ子この説教が聞こえてきそうな展開だった。

　縁ゆかりが引っ越しの段ボールで持ち込んだ荷物の中に、これから通う斎さい館かん学園の制服があった。この制服、広げてみると微び妙みように皺しわが寄っていた。

　それは遠目に見れば気にするほどではないが、皺は皺だった。やっぱり晴れの日はちゃんとした恰かつ好こうの方がいいよなと、微妙な洒落しやれ心を出したのがまずかったのだ。

　布ふ団とんの下に入れて、『寝ね押おし』戦法を取ったのが昨日の夜。

　そしていざ朝になり──いそいそと仕上がりを確かく認にんすると、伝統的な黒い学ランのズボンには、さらに深刻な皺が刻みこまれていた。

（え、ええええ？）

　思わずわが目を疑った。だが現実は変わらない。なんで折り目が三つもできてるの？

　縁はおろおろしながら、目の前にある瀕ひん死しのズボンと、昨日の夜に検けん索さくしたサイトの文面を見比べる。




　──簡単だけど、畳たたみ方を間違えると悲ひ惨さんなことになるから注意してね！




（悲惨なことになったああああああ！）

　主婦の生活の知ち恵えサイトだったが、ご忠告通りのことになってしまったようだ。

　今はいったい何時だ。縁はベッドサイドの目覚まし時計をひったくる。時計の針は、すでに午前八時を過ぎていた。本日一番のメインイベント、入学式までもう時間がない。

「……おー、まい、がっ」

　縁はすぐさま折れ曲がったズボンを抱かかえて、隣となりの部屋のドアを叩たたく。

「先生、先生、開けてください！　どうかうちのコを助けて！」

　ひたすら叫さけび叩き続けていたら、寝ね癖ぐせだらけの晴はる明あきが出てきた。服も部屋着のままで、思い切り寝ていたようだ。

「学校ないんすか」

「在校生は今日まで春休み」

　ちくしょう。二年生以上は、明日あしたから新学期らしい。どうりで昨日ものんびりしてたわけだ！

「……で、奥さん。子供はどこ？」

「小児科ごっこはそのへんにしておきましょう。アイロン持ってませんか？」

「自分で言ったんじゃないか……」

　部屋着姿の晴明は、レンズの奥の瞳ひとみをしょぼしょぼさせて目をこする。

「アイロンね……僕は持ってないよ。洗せん濯たく室の方に共用のがあるけど」

「ありがとうございます！」

　縁は我が子（？）の制服を抱えて廊ろう下かを走る。

　洗濯室の窓辺には、言われた通りアイロン作業ができる台と、かなり旧式のアイロンが置いてあった。縁はすぐさまコンセントにプラグをつっこんで、アイロンが発熱するのを今か今かと待ちかまえる。

　──まだか。いけるか。早くしろ。熱く、熱くなれよ！

「皺のばしたかったら、霧きり吹ふき使った方がいいよ。あと温度に注意して。ダイヤル通りにやると焦こげるから」

　ようやく台座が温まり、いざズボンの膝ひざにアイロンをつっこませようとしている時に言われたので、泣きたくなった。

「～～～～っ！　～～～～っ！」

「……ああ、わかったわかった。そんな男に上うわ目め遣づかいの涙なみだ目めされてもうれしくないよ。こっちは僕がやっといてあげるから」

「つーかもう時間ないんですけど！　入学式！」

「じゃあ僕の制服使っていいよ。部屋の壁かべにさがってるから」

　もうなんでも良かった。縁はばたばたと駆かけ出し、【一○一】号室──晴明のきっちりと片づいた部屋の中から、制服のズボンを発見する。すぐさま【一○二】号室に取って返して、大おお慌あわてで着き替がえた。

　やや着古したズボンの布地と、一度も袖そでを通したことのない上着やワイシャツ類との落差もあるが、このさい贅ぜい沢たくは言っていられない。長身の晴明との身長差がばっちり出る裾すその余り部分も、ガン無視でスルーだ。

　クローゼットの鏡に映る自分は、上半身だけなら真新しい、ピカピカの新一年生だ。

「──よし」

　最後に制せい帽ぼうをかぶり、荷物のショルダーバッグを肩かたにかついで部屋を出る。

「久く坂さか君！」

　そこに【一○五】号室の住人──蒼あお井い葉は留るの登場だった。彼女も身み支じ度たくが終わったところのようで、スリッパの音をぱたぱた言わせて近寄ってくる。

「ああ、いいですね、久坂君。新しい制服！　とてもよくお似合いですよ」

「うんまあ……な」

　笑う葉留もまた、今までの私服ではなく、斎館学園高等部の制服に身を包んでいる。

　少しレトロな風合いの、チャコールグレイのセーラー服。膝が見えるスカート丈たけが、なんだか新しん鮮せんだ。

「葉留も──」

「わたしもなんでしょう？」

　大きな目と広い額が、キランと期待に輝かがやいた──ような気がした。

「……どこの丈も余ってないぞ。良かったな」

　うん。ぶっちゃけ無理。

　よく似合ってるよハニーとか、可愛いよビューティーとか、たとえ事実であろうとそんなセリフを口にする義理はないのだ。そういうのはギャルゲーの主人公にでも任せておけばいいのだ。

　葉留の頰ほおが、おもしろいぐらいにふくらんだ。

「久坂君のいじわる」

「はいはいさっさと登校しましょうお嬢じようさん。初日に遅ち刻こくしたかないだろ」

　縁は回れ右して玄げん関かんへ向かった。

　玄関の靴くつ箱ばこ前には、寮りよう母ぼさんの愛鳥、オウムの『ベティさん』がいる。見み目め麗うるわしく勤勉で、でも残念ながらオスのペットだ。今日も日本昔話の暗唱に忙いそがしいらしい。

「よ、ベティさん」

『おじーさんが竹を割ってみるとっ、中からまるまる太った男の子がっ』

「ああ混ざってる混ざってる。混ざっちゃってるよベティさ……ん？　葉留、どうした？」

　なぜか葉留が、そのベティさんの前で柏かしわ手でを打って祈いのっている。いやに真しん剣けんな顔つきで、

「……願がん掛かけです。できれば久坂君と同じクラスになれればと」

「はあ!?」

　不意打ちに面めん食くらう。なに、そこまでして俺のことを？　ラブ？　ラブなの？

　どぎまぎと挙動不ふ審しんになる縁の前で、葉留はため息をついた。

「やっぱり不安じゃないですか。新しいクラスでお友達ができるだろうかとか、担任の先生はいい人かしらとか」

「……はあ」

「毎回四月は楽しみですけど、ハラハラもいっぱいです。せめて久坂君が一いつ緒しよなら、お友達は一人確保ですものね」

　顔見知りがいれば、いろいろと安心ということらしい。

「へえ。葉留でも緊きん張ちようとかするんだな」

「失礼ですね、久坂君。わたしでもだなんて。わたしだって今度こそ浮うかずに行きたいとか、変な人扱あつかいから抜ぬけだしたいとか、いろいろ目標があるんですよ」

　ああ……やっぱり浮いてたんだな。想像つくけど。

「よし。なら簡単だ葉留。日本語について語らなきゃいい」

　ヒッと葉留が息をのんだ。

「知らない言葉が出てきても食いつかなきゃいい。誰だれかが間違った言葉遣いをしてても、じっとがまんしてスルー」

「……そ、そんな……なんて……ひどい……」

　顔が楳うめ図ずかずおのホラー漫まん画がに出てきそうな感じになっている。おいおい、そこまで駄だ目めなのか。

　だがこちらとしても、葉留の日本語熱がおさまってくれるのはありがたいかぎりだった。念は押しておくべきだろう。

「いいか葉留。高校と中学は違うんだ。せっかく親おや許もとを出て寮暮らしまではじめたんだろ？　心機一転、新しい環かん境きようで友達を取るか日本語を取るかだ。かしこい葉留なら決断できるはずだ」

「でも、でもでも、うー……」

「がんばれ葉留。ゴーゴー葉留。お前ならできる！」

　無責任に励はげましまくってみたのだが、けっきょく葉留は、「ちょっと考えさせてください」と言葉を濁にごした。ちっ、あと少しだったのに。

　そのまま二人、寮の外へと歩き出す。

「……久坂君。わたし、思うんですよ」

「なんだいきなり」

「学校でお友達をいっぱい作らなきゃっていう風潮は、『友達』っていう日本語にも責任があるんじゃないかって」

「せ、責任？」

「はい。ごめんなさい、今だけちょっと話させてください。責任って言いますか、罪とも言います。だって考えてみてください。『友達』って言い換かえれば『友たち』、『フレンズ』ってことですよ。複数ですよ複数。字じ面づらからしてもう友人一人じゃ許されない感じじゃないですか」
















「百人作ることが前提だと」

「そうですよ。辞書を開けばですね、『単数にも適用される』と書いてはあります。でもでもでも、ずーっとずーっと『友達』っていう単語を見ていると、頭までそんな気持ちになっちゃうんじゃないでしょうか。一人じゃだめだ、もっといっぱい作らなきゃっていうプレッシャーです」

　斬ざん新しんな罪だな、それは。

「……親友はあっても親トモダチがないのはそのせいか」

「かもしれませんね。親友いっぱいとかなんか浮うわついた気がしますし」

「信用できない奴やつだよな。そういうこと言う奴」

　葉留は我が意を得たりとばかりに、真剣にうなずいている。

　ニッポンの四月という時期は、そんなくだらないことを真剣に考えさせる頃ころ合あいなのかもしれない。

　空はぼんやりとあいまいな花はな曇ぐもり。そこに重なる進級、新入学、新しい環境と新しい出会い。

　縁たちの目には、学校の正門をくぐってきたらしい、新一年生の姿が映るのだ。

　彼らはみな真新しい制服に身を包み、初うい々ういしい人の流れは、掲けい示じ板ばんに貼はり出されたクラス分けの表の前でせき止められている。

　さあ、この中に、気の合う『友達』は何人まぎれている？

「教室行ってから、入学式だっけ？」

「はい、確かそうだったと思います。あちらでクラスを確かく認にんすればいいんですね」

　縁たちは新入生の流れに合流して、人ひと垣がきの中にもぐりこむ。かと思えば、葉留はくるりと背中を向けてしまった。

「……久坂君。お願いですから先に見てくださいませんか」

「え、俺？」

「わたしじゃ背が足りませんから」

　噓うそだと思った。単に度胸が足りないだけだろう。

（ついに肝きもっ玉まで縮んだか──）

　縁は苦く笑しようし、掲示板に貼り出された文字の羅ら列れつに向き直る。Ａ組の頭から順に、自分の名前を探していった。

　だが久坂縁の名前は、意外とすぐに見つかった。

（なんだ、Ａ組か……）

　一年Ａ組、出席番号十番。久坂縁。残り五クラスぶん、もはや見る必要がなくなってしまった。

　となると、残りは葉留の名前だ。

　縁はもう一度頭から、貼り出された名めい簿ぼを追っていく。葉留の名前は、Ａ組に──。

「……ど、どうですか久坂君。見つかりましたか」

　縁は振ふり返った。

「俺がＡ組。葉留が──Ｄ組だ」

　できるだけ淡たん々たんと告げたつもりだったが、葉留は露ろ骨こつにしおれてしまった。

「……………………そうですか……」

「……まあ、残念っつーことで。教科書忘れた時は頼たのむな」

「そんなに離はなれてたら、合同授業とかもできないですね……」

　心底残念そうに葉留は言う。縁も少々後味が悪かった。

　くじ引きの神様は、そうそう甘くないらしい。机を並べて一緒に勉強とまではいかなかったようだ。

「文句はベティさんに言え」

「言いませんよ……ええ、わかりました。久坂君。わたし、強く生きていきます！」

　なにやら葉留は、空のお星様に向かって誓ちかいをたてはじめている。今、朝なのに。

「あんま無理すんなよな。辞書と日本語オタのとこだけ隠かくせばいいんだ。ほんとそれだけでいいんだ」

「ここから先は情け無用です。向こうの胸を借りるつもりで一年Ｄ組の門を叩たたいてみようと思います。それでは久坂君もご武運を！」

「いや、だからな」

「寮でまたお会いしましょう！」

　そう言って、小さな背中をしゃきしゃきとのばして歩いていくのだ。

　──なんだろう。いまいち忠告が届いたか微び妙みようである。

（大だい丈じよう夫ぶかね）

　非常に不安ではあるが、もはやできることはないにひとしい。

　ともあれ、縁もまた、うかうかはしていられないのである。新しいクラスで新しい友達を探すという意味では、葉留と一緒だ。

　願わくば、宿題やレポートの助け合いができ、適度にオタトークができるような仲間ができますように──。

（まあ、一クラス四十人ちょいの日本人がいるんだ。一いつ匹ぴきや二匹ぐらいそんなのが混じってたっていいだろ）

　だてに転校回数二けたは経験していない。うち、その半数以上が海外だった。現地にいる日本人が、縁一家だけだった時もあった。あれをベリーハードモードだとすれば、今回はイージーモードもいいところだろう。目指せがんばれオタライフ。

　階段を上って、一年Ａ組の教室までやってくる。

（席は……男女別に番号順か……）

　黒板に書かれた座席表を見ながら、自分の席に鞄かばんを置く。

　いま教室内にいる生徒は、半分程度だろうか。ためしに手近な男子に声をかけてみようか──。

「あの」

「よっ、田た村むら！　また同じクラスだな！」

「一年よろしくな！」

　手を上げかけた縁の目の前で、顔見知りらしい二人が肩かたをたたきはじめた。

　──なんだろう。俺、二年の教室と間ま違ちがえて入ったとか？　みんな同じ中学出身？

（つーより）

　ほとんどが、学園内部からの持ち上がり組なのではと思いいたる。

　そうだった。この斎館学園は、中高一いつ貫かんの私立学校だ。高等部から外部受験で入った人間は、実はそんなにいないのでは？

　これは想定していたよりも、友人作りのレベルを上げないといけないかもしれない──。

　縁はあらためて身を入れて、教室内の人間観察をはじめる。すると、確かに二つの人種が教室内に浮かび上がった。

　まず一つ。気心が知れ、制服の着こなしも妙みようにこなれた進級組。

　もう一つ。初々しいと挙動不ふ審しんが紙一ひと重えな、外部受験組。

　今も席につく縁の横で、微妙な顔つきで立ち尽つくしている男子生徒は、まず間違いなく受験組だろう。どこから溶とけ込んでいいか測りかねている顔だ。

　愛あい嬌きようのあるタレ目顔で、寝ねぐせかパーマか、微妙な感じのクルクル頭。

　また妙な髪かみ型がたしてんなと、穴が開くほど見つめてしまったせいか、もじゃ男君と目が合ってしまった。

「あ、どどどど、どーも。これから、ヨロシク……オネガイシマス……」

「──『ロード・ジェネシス』好きなん？」

　縁に気付いて後ずさろうとしたもじゃ男君に、縁はジャブを放った。

（違うとは言わせねーぞ）

　彼の鞄にさがるキーホルダーは、有名ロボットアニメのグッズだった。

　金属製の認識票ドツグタグで、ぱっと見にはファンアイテムのようには見えないデザイン。けれど、名前と血液型データは、登場する女性パイロット『コーネリア・レイ』のものだ。それを見み逃のがす縁ではなかった。

　もじゃ男君は、縁の一言に固まる。こちらはさらにダメ押しで、机に置いたショルダーバッグの位置を変えてやる。相手と同じ『ロード』のグッズである紋もん章しようのピンバッジが、さりげなくくくり付けてあったりする。

「か」

　少年の背景に、稲いな妻ずまフラッシュが散った気がした。

「神よ──────っ！」

　いきなりの熱い抱ほう擁ようがはじまった。

「ありがとうありがとう。ほんとありがとう」

「うんうん、もう大丈夫だ」

「ありがとう」

「良かったな」

　あらためて顔をつきあわせ、くるくるのもじゃ男君と握あく手しゆをかわす。互たがいにニヤリと笑った。

「コーネリア好きとはやりますな」

「なんのなんの。銀ぎん髪ぱつクラスタでございますから。そちらは？」

「ティア推おしです」

　いかん。また意味もなく笑いそうになるところだった。

「ふあー、ほんと助かったよ。この学校ってさ、持ち上がり組の方が多くて、外部は少ないじゃないか。どうなるかと思ってさ」

「やっぱそうなん？」

「少ない少ない。入試情報チェックしなかった？」

「したようなしないような……」

　とにかく受かることだけが目標で、余計な情報はあるだけ無む駄だだとシャットアウトしたのだ。

　ここを受からなければ夏子と一いつ緒しよにアリゾナ行きで、事前にそこまで倍率が高かったと知れば、どこかでめげて諦あきらめていたかもしれない。自分の選せん択たくに感謝した。

　もじゃ男君はすっかり安心したらしく、空いていた隣となりの机に腰こしを下ろした。ぶらぶらと、学ランと上うわ履ばきの足を揺ゆらす。

「漫まん研けん入ろうにも描かくわけじゃないし。もーね、最悪隠れオタとして市井しせいに紛まぎれて生きるしかないとか思ってさ、この春休みに一念発起して、ねーちゃんの行ってる美容院紹しよう介かいしてもらって、なぜか二万もボラれて……」

「ああ、それでその微妙なもじゃ髪……」

「もじゃ」

　ああ、禁句だったか。心臓を杭くいで打たれたようにもじゃ男君が絶句する。

「まあほら、気にすんなよ。どうせ気にするなら今期のアニメの出来について気にしとこうぜ。ロードの二期もあるだろ」

「……いやー？　ぶっちゃけそっちの方面はあんまり心配してないかも。スタッフは一期と一緒だし、最悪みはるんの声が聴きけるなら無問題ってとこあるし。どっちかっていうとほら、今夜の『アイドリング＋マスター』とかね」

「ああ、気になるよな！」

　さすがもじゃ男君！

　四月上じよう旬じゆん。それは新学期スタートであると同時に、春アニメがいっせいにスタートを切る時期でもある。

　縁が気にしているのは、日ひ頃ごろ信者をしているライトノベルを原作にした新アニメである。あの独特な絵と話を、どうやってアニメで動かしてくれるか心配半分期待半分でいるところなのだ。

「もーね、声優もキャラデザも悪くないし、音楽もアイアイ連れてくるとか話題先行だけど力入れてるみたいだし、ただねー、原作がラノベってのがもう微妙そうで微妙そうで、地じ雷らいの予感しかないっていうか」

「……おいこら。おまえ、原作ファンの俺を敵に回したな」

「あ、ラノベ読むんだ。ごめんごめん。どっちかっていうとボク、キャラが動いてなんぼなとこあるから。活字はどーもだるくて」

　基本はアニメと声優関係が主おもな守しゆ備び範はん囲いだともじゃ男君は言った。

　それからも縁たちは、うだうだとアニメやら漫画やらゲームやらのお気に入りについて語り続けた。それぞれの趣しゆ味み嗜し好こうはだいぶ違うようだが、それを尊重できない相手ではなさそうだ。たぶん、それが一番大事で、他ほかにはなにもいらないかもしれない。

　結論。こいつはイイやつだ。

「つーわけで──あ、そういや名前聞くの忘れてたわ。なんつーの？」

「うわ、そういやそうだった。ボクは根ね津づ森もり政まさ。森政でいいよ」

「わかったもじゃ政な」

　ふぁっきん！　と森政が早口に言った。だがこれはもう決定だろう。

「俺は久坂縁」

「ゆかりい？　へー、女子みたいな名前だね。なんか意味とかあるの──」

「……あの。悪いけどそこ、あたしの席なんだけど」

「うわっ」

　いきなり後ろから話しかけられた森政が、文字通り飛び上がって机から退どいた。

「ご、ごごごご、ごめん！　気付かなかった！」

　声が相当にうわずっているのは、いきなりすぎてびっくりしたせいもあるだろうし──たぶん、話しかけてきたのが、相当の『美少女』というのもあるかもしれない。

　片親か祖父母あたりで西洋の血でも入っていそうな、くっきりとした目鼻立ちの美人さんであった。

　失敗パーマの森政と違って、全体に自然なウェーブがかかった、長いこげ茶色の髪。色の薄うすい瞳ひとみも、通った鼻筋も、きっちりきめ細かく整った外国人モデルのようだ。

　森政が退いた席に腰かけると、身長の割にひどく膝ひざの位置が高かった。やはり脚あしが長いのだ。

「あ、じ、じゃあ縁。また後で」

　森政があわてて自分の番号の席に退散しても、縁はそんな彼女に釘くぎ付づけだった。
















「……なに？」

「いやいや、べつに？」

　自他ともに認める面食いは、見るだけ見てからごまかすことも多い。お隣の美少女さんは、手に持っていたスマホの世界に入っていった。そんなアンニュイな姿勢すらも、映画のフィルム越ごしに見ているようで、非常に絵になる。

（いいねいいねいいね）

　──たぶん自分は、運がいいのだろう。早々にオタ友はできたし、隣にはこんなに鑑かん賞しようしがいのある美人さんもいる。

　担任から簡単な諸注意を聞いた後、縁たちは番号順に並んで、講堂へと移動した。
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　中高合同の入学式は、縁が想像していたものよりずいぶんと華はなやかだった。

　この学校は、運動するための体育館とは別に、座席付きの講堂なるホールが存在する。

　扇おうぎ状じようの客席に、造り付けのステージ。古いが収容人数はじゅうぶんだ。式典の今日はステージ上の演えん壇だんの両りよう脇わきに、巨きよ大だいなアレンジメントの花が飾かざられている。

　まずは中等部の一年と高等部の一年が、前列から並んで着席した。空いた後ろは、スーツ姿の保護者様が、みっちりぎっちりと席を埋うめる。ステージ下の左右を陣じん取どる器楽部が、オーケストラでビバルディの『春』を奏かなでる。

『──進級、そして合格おめでとう。ようこそ斎館学園へ！』

　お偉えらい方々のスピーチは、どれもこれも定番すぎてあまり心動かされるものではなかったが、一いつ瞬しゆんだけ周囲がざわめく時があった。

「うわ、かっこいー」「けっこうイケメンじゃん」──などなど、小声で囁ささやきあうセリフは、主に女子のものだ。新入生代表の男子生徒が、ステージの壇上に現れたところだった。

「だれ？　内部生じゃないよね」

「違うよ。受験で成績トップだった人だよ」

　なるほど言われてみれば、アイドル系のさわやかな顔立ちかもしれない。美は美でも、野や郎ろうの美形アンテナは、とんと疎うといので気づかなかった。

　イケメン君は、今までのお偉いさんと違ちがって、スピーチ原げん稿こうを持っていなかった。まっすぐ学ランの背筋をのばし、縁たちの目を見てしゃべりはじめた。

『──このたびは、伝統ある斎館学園で学ぶ機会をいただき、大変光栄に思っております』

　よどみなく、はきはきとよく通る声で話す。ちょっとした舞ぶ台たいを見ているようで、眠ねむりかけていた来らい賓ひんのばあ様まで目をさましていた。

『今から半年前の自分は、この学園にいる姿を信じて、辛つらい受験勉強に耐たえてきました。僕以外の仲間も、多かれ少なかれこの場所で果たしたい夢を描えがいて門をくぐったと思います。思いきりスポーツに打ち込みたい。友達を作りたい。もちろん、より加速して勉強したい──そう思う人もいるでしょう。思い描いた夢の形は人それぞれですが、夢を夢で終わらせることなく、実現させるべく進んでいきたいと思っています。先生、および先せん輩ぱい方、どうぞご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いします────新入生代表、一年Ａ組瑠る璃り井い祐ゆう吾ご』

　縁も周りに倣ならって手を叩たたいた。

　そのまま粛しゆく々しゆくと式は進行し、ふたたびＡ組の教室に戻もどってきた。







　縁のクラスの担任の先生は、いわゆる還かん暦れきをとうに過ぎたようなおじいちゃん先生だった。

「……あー、ここからは、あらためて自己紹介を。私の名前は、本ほん条じよう景かげ好よしと申しまぶえっふぉんふぉん。ぶえっふぉん！」

　ひどく瘦やせている上に顔色が土つち気け色で、背中を向けて黒板に向かったとたん、チョークを折ってむせはじめる。

「き、教科は、国語、ぶえっふぉん、失礼、国語を、担当しており、えふぉんえふぉん、どうぞよろしく、ぶえっふぉんふぉん」

「──先生、大だい丈じよう夫ぶですか先生！」

「えふぉっ。えふぉっふぉん。すま、すまな」

　教きよう卓たくを前に体をくの字に折り曲げ、あまりに激しくむせまくるので、たまらず前にいた生徒が助け船を出した。例の学年代表、瑠璃井祐吾だった。

「ああ……すまないね……ち、ちょっと春先は体調が……ぶえっふぉん！　あの、男女順に自己紹介をぐえほごほっ」

「みんな！　自己紹介らしいぞ！　一番から順番だ！」

「どうか……たのむ……ごほっ」

　そのまま死ぬんじゃないかと心配になってしまった。

　出席番号一番の男子は、いきなりの出番に困り顔で壇上に進み出る。

「……天あま樹ぎ順じゆん平ぺい、です。よろしくオネガイシマス」

　それだけ言って、一礼。教室端はしのパイプ椅い子すに避ひ難なんした景好先生の方を見やると、先生はハンカチ片手に、ぷるぷると震ふるえだした。

「もっと、具体的に、えおふぉっふぉん！　おねが、えおふぉ、ごほっ」

「すみませんすみませんすみません」

「天樹、もっと具体的にだそうだ！」

　先生のダメ出しを、祐吾が隣となりで必死に通訳する。天樹順平君は、さらに追加で内部進学者であることを明かし、部活は天文部であることも明かし、弱小文化部なのでいつでも入部歓かん迎げい、部室は地学準備室であることも明かした。

　教室からは、自動的に拍はく手しゆが上がった。そうしなければいけない雰ふん囲い気きだった。

　景好先生も、実に満ち足りた顔をしている。

「はい、じゃあ次。女子の二十一番！」

　──これをきっかけに、以降の自己紹介はそれなりに充じゆう実じつしたものになった。

　家が寺の長男。口から金魚を飲める。去年までサンタクロースの存在を信じていた。手しゆ刀とうでバナナを皮ごと切れる。その他諸もろ々もろ。半分暴ばく露ろ大会か隠かくし芸大会になりつつあったが、ただ名前を言うよりは、よっぽど人となりを覚えやすいのは確かだった。

「次は……十番の久坂縁」

　イケメン祐吾君のコール。ついに来たか。

　縁は苦にが虫むしをかみつぶしたような顔で、壇上へ向かう。あらためて教壇からクラス内を見つめると、まだ順番が来てない森政が、ニヤニヤした顔で『ガンバ！』と口パクをした。ますます気持ちが悪い。

「……久坂縁です。東京から外部受験でこっちに来ました。どうぞよろしく」

　ここで終わってしまいたかったが、おそらく景好先生は許してくれまい。自分の番で倒たおれられてもことだ。

「おふぉっ、えふぉえふぉ、おほふぉっ、ふふぉっ」

「久坂、もうちょっとがんばってくれ」

「えーっと、親の転勤であっちこっち引っ越こしてます。一番印象に残ってるのは、中東で食ったラクダの目玉です！」

　教室が、一瞬で静まりかえった気がした。

「……おふぉっ？」

「おいしかったかと聞いてるみたいだ」

「ご想像にお任せします」

　静かに目を伏ふせ、縁は自分の席に戻った。まあ自己紹介のたぐいでこれを語って不足だったためしがない。鉄板の持ちネタだ。

　お隣の席の美人さんも、信じられないようなものでも見るように目を見開いていた。なまじ色素が薄いと、瞳どう孔こうの開き具合までよくわかるものだ。そうそう、信じられないかもしれないけどマジなのです。

「じゃ、じゃあ次だ。次は……出席番号三十番、櫛くし貴き六ろつ花か」

　美人さんは、自分が呼ばれているはずなのになかなか動かなかった。相変わらずこちらばかりを凝ぎよう視ししている。

　どうしますよ六花ちゃん。あんまり熱い視線で見つめられるとドキがムネムネしてしまいますよ。早く行った方がよろしいんじゃなくて？

「櫛貴？　櫛貴さん？　君の番だよ」

「おふぉっ、えふぉっふぉん」

　六花は最後、睨にらむように目を細めると、ようやく立ち上がって壇上へ向かった。

　そうして蚊かの鳴くような小声で、

「……はじめまして……櫛貴六花です」

　それだけを言って、黙だまりこくってしまう。

「それだけ？　他ほかには？」

「…………特にない、です」

「しょうがないな。受験組だよね。出身中学は？」

「……北ほう条じよう女子です」

「えと、それはもしかして県外の私立？　趣しゆ味みは？」

「ありません」

「なにか部活は入る予定？」

「まだわかりません」

　遠目にもわかるほどガチガチにこわばった顔つきで、緊きん張ちようしきっているのだろう。祐吾もこれ以上は可哀かわい想そうとばかりに景好先生を見やった。

「ふぉふぉっ、おほほん、ふぉんふぉん。おほっ」

「……今後の課題だって。話せるように精しよう進じんしなさい、らしい」

「……わかりました」

　神がかった通訳を受け、六花は自分の席へと戻ってきた。

　見た目はモデル級でも、人前が必ず得意というわけではないようだ。これはこれでギャップ萌もえだろう。

　その後も自己紹介は続いた。もじゃ政こと根津森政は、意気込んで力りきみまくったあげく、あらゆるセリフを嚙みに嚙んで自じ爆ばくしていた。そして最後。紹介のトリは、ここまで場を仕切ってきたイケメン、瑠璃井裕吾氏だ。

　みなすでにすっかり気心が知れて、旧知の友人でも見るように教壇に立つ祐吾を受け入れた。

「……えー、あらためて言われると照れますね。会あい田だ沼ぬま中から来た、瑠璃井祐吾です。同中の人、修学旅行の件だけは秘密にしておいてください。聞きたい人は直接俺にどうぞ」

「だってよ、チャンスだぞ女子！」

「野郎もどんと来いです」

　友人らしい男子のつっこみをうまくかわして、笑いに包まれながら自分の席へ戻っていった。

　縁は隣を見た。横にいる六花は、相変わらずむすっと気難しい顔をしている。

　口数の少ない美人と、フレンドリーなイケメン。どっちがいいかと言われれば──そりゃあもう美少女だろう。言うまでもない。

　縁は、そのまま頰ほお杖づえをついて窓の外を眺ながめやった。

　──あのちびっこい日本語マニアは、滑すべらずにうまくやっているだろうか。そんなことを、頭の端はしでぼんやりと考えた。
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　午後のオリエンテーションまで終しゆう了りようすると、ようやく一日が終了だった。

（あー、終わった終わった）

　パンパンに説明事じ項こうを詰つめ込んで、明日あしたからはもう通常授業がはじまるというから世せ知ち辛がらい。

　やたらと増えたプリントやファイル類を、バッグにぎゅうぎゅうと詰め直していたら、森政が寄ってきた。

「なあなあ縁、このあとどうする？」

「いや、ノープランですが。おまえ行くの？　親しん睦ぼく会とか言うの」

　縁は教室の黒板を指さす。そこには『唐とう突とつですが親睦会！　国道沿ぞいのジョバサンでだべろう。三時半にバス停集合』と、カラフルなチョークで大書きしてあった。

　クラスの有志が立ち上げたものらしく、全員でファミレスに押しかけるというなら大変な混雑になるだろう。

「どーだろうと思ってさ……やっぱ行かないとまずいかな」

「さーね。だってあれだろ、女子が中心で瑠璃井とかが入って……そもそも俺たちお呼びなわけ？」

「やっぱそう思う？　空気読んでくれってこと？　ただしイケメンにかぎる？」

「じゃないの？　おとなしく家で『アイドリング＋マスター』の実じつ況きように備えろってことで」

「くそ……やっぱりそうか！　というか縁さ、良かったらうち来ないか？」

「え。マジで？」

　森政は、ここからもっと山側に進んだ、兼けん業ぎよう農家の息子むすこらしい。

「も、なーんにもないとこだよ。アキバ行くのもえらい時間かかるし。でもそうだ、どうせなら泊とまってきなよ縁。うち、部屋と布ふ団とんならアホみたいに余ってるし。『アイドリ』はじまるまでゲームでもやってさ」

「行く行く行く。ぜったい行く──って……あーでもどうだろうな。泊まりってありなんかな……」

「あれ？　家、厳きびしい？」

「いや、一応寮りよう住まいだからさ……」

　門限や外がい泊はくの許可は、どうなっていただろうか。夕食後の出歩きも推すい奨しようされていないのに、一泊が許されるとはあまり思えない。

「ちょっと待っててくれるか？　寮の方に確かく認にん入れてくるから──」

　縁は勢いよく立ち上がる。だがそのとたん、バッグの中身がばさばさとこぼれ落ちた。

「馬ば鹿かだなー」

「反論できない……」

　ファスナーが開きっぱなしだったらしい。縁は床ゆかに散らばったペンケースやプリントなどを拾ひろっていく。

「悪い、ちょっと取らせて──」

　読みかけだった『アイドリング＋マスター』の新刊も、隣となりの机の下に落ちていた。断りを入れて、手を伸のばす。そうしたら、




「──いてええええええええええ！」




　あまりの痛みに絶ぜつ叫きようした。

　まだほとんどの人間が教室に残っていて、何事かとこちらを振ふり返った。縁は呆ぼう然ぜんと踏ふみつけられた手をおさえて立ち上がり、踏みつけてきた人間を見るしかなかった。お隣の、引っ込み思案なモデル系美少女──櫛貴六花を、だ。

　彼女は悲鳴をあげたこちらがおかしいとばかりに、椅い子すに座ったままこちらを見上げる。ひそめた眉まゆは他ひ人と事ごとのよう。

　ちょっと待て。おいまさか、ゴメンナサイもなしなのか。

「……なにか用？」

「よ、用って。あの、これ、手」

「だから？　自じ業ごう自じ得とくでしょ」

「じご」

「だってそうでしょ。いきなりそんな手とかつっこまれたら、びっくりするじゃない。言ってくれたらどかすわよ。ほら」

　なんだかべらべら喋しやべりはじめているし。六花はそうして、自分の足あし下もとに落ちていた『アイドリング＋マスター』の文庫本を、右足で思い切り蹴り飛ばした。

（はあああああ!?）

　もはや何が起きているのかわからなかった。意味不明。理解不能だ。

「あ、あ、あ」

「大だい丈じよう夫ぶか？　なんかあったのか？」

　こちらのただならぬ空気を察したのか、瑠璃井祐吾までやってきた。

　午後の係決めの時間にて、満まん場じよう一いつ致ちのクラス委員を拝命した少年は、さっそく正義感を発揮しているようだ。

「べつに、何もないから。平気」

「ほんとに？」

　いやいや、何もないわけないだろ。信じるなよイケメン君。踏まれたんだぞ。蹴られたんだぞ。俺の手。俺の電脳ファンタジア文庫。

「こっちの彼が大げさなだけ。ほんとに大丈夫だから」

「なら、いいけどさ」

　おいおいイケメーン！

「このあとのジョバサン、あたしも出てもいい？　もう締しめ切っちゃった？」

「ううんまだだよ。櫛貴も参加ね。わかった」

「よろしく」

　しっかりしてくれイケメーン！　立ち去るなイケメーン！

「ほら、そこのあんたも。いつまで突つっ立ってるつもり？　いい加減うざいんだけど」

「ふ、ふざけんなよ。ひとの本、蹴っ飛ばしといて……」

　怒いかりのあまり大声も出せない縁に、六花は冷さめたまなざしで言い放つのだ。




「文句ある？　悪いけどあたし、オタクってこの世で一番嫌きらいなの」




　ででんと。彼女は誰だれに悪びれる様子もなく、堂々とそう宣言した。

　──それから向こうが何を言ったのか、衝しよう撃げき的すぎて縁はよく覚えていない。言っていたのは確かなのだが。

（精神衛生上好ましくないシーンが続いているため）

（一部音声と映像を差し替かえて放送しております）

　たとえば。人は許容範はん囲いを越こえたショックを、忘ぼう却きやくによって軽減することがあるというが、これもそうなのだろうか。彼女は喋るだけ喋った後──そう、本当に考えつくかぎりのオタクへの罵ば詈り雑ぞう言ごんであった──例の日本人離ばなれした茶ちや髪ぱつをかきあげ、すったすったとモデル歩きで教室を出ていった。

「うおっ、うおおおおおおん」

　森政がその場にくずおれる。

　残された縁たちのヒットポイントは、限りなくゼロに近くなっていた。







　──いったいなんだ。あの美少女の皮をかぶった狂きよう犬けんは。

　上うわ履ばきで踏みつけられた手には、しっかりと跡あとがついている。人見知りのお嬢じようさんから一転してのドＳぶりに、思わず可愛かわいい子犬の映像が脳内をよぎってしまったではないか。

　縁は傷心のまま、鳩きゆう居きよ寮に戻もどってきた。

「──あ、ゆっかりん発見！　ご帰き還かんじゃーん！」

　靴くつを脱ぬいで廊ろう下かを進んでいくと、談話室の扉とびらが開いていた。中では梶かじ井い円まど鹿かが、大きく手を振っていた。

　こっちに来いと言うので、顔を出す。

「……どーかしたんですか」

　円鹿はテレビの前を陣じん取どり、椿つばきとセーメーこと住すみ友とも晴明がテーブルを挟はさんで、カードゲームらしいものをしていた。上級生そろいぶみだ。

　テレビの中では、真っ白い翼つばさを背中にはやした少女が、甘ったるいＢＧＭにのせて、チョコレートの宣伝をしている。

『そのなめらかさ、キスの口どけにゃんっ』

　最近よく見る顔のタレントだった。名前の方は、あいにくすぐには出てこない。確か見た目の可愛さと裏腹に、ちょっとサルっぽくて数字に似た名前だった気がする。

　誰だったろうと思う横で、晴明が、テーブルの場にカードを放ほうる。

「さて──椿さん。この時間にできた友人と遊びに行くこともなく、寮に直帰……これは僕の勝ちですね」

「いいえまだ勝負はついてない──と言いたいところだけど。ちょっと逆を張りすぎたかしら」

「ふっふっふ。挑ちよう戦せんと無む謀ぼうは違ちがうということですよ」

「あの、先せん輩ぱい方。なんの話してるんすか」

　話がさっぱり見えないのだが。

「なにって、ここにいる三人で賭かけてたのよ。かわいい新入生二人は、高校デビューに成功するかどうか」

「はあ!?」

「ちなみに葉留ちゃんは、早々に予選敗退」

　椿が指さす先には、なるほど葉留がいた。談話室の隅すみっこに、背中を丸めてうずくまっていた。

（う）

　見るからに淀よどんだ空気がうずまいている。オーラが暗い。暗すぎる。迷めい彩さい色かどどめ色だ。

「……は、葉留」

「…………………………友。それは常に親しく交わるなかま。また、志こころざしを同じくする人。友人。ともだち。広こう辞じ苑えん第六版より」

　彼女は壁かべに向かって膝ひざを抱かかえたまま、留守電の自動音声ガイダンスのようにずらずらとつぶやきはじめた。

「そして『友達』の『達』とは、『僕達』『わたし達』のように、複数を表す接せつ尾び語。そう考えればもともと単数での使用は想定していない言葉のはずなんです、友達というのは」

「あ、ああ。そんなこと朝にも言ってたな……」

「友達という語感自体は、奈な良ら時代の頃ころから同じものを表していたと考えられています。ですが、平安時代の書物──たとえば伊い勢せ物語を例にとりますと、『昔、男あづまへ行きたるに、友だちどもにみちより言ひおこせける』と、さらに複数の接尾語『ども』を重ねる使用が認められています。この時にはもう、『友達』は『達』を使っておきながら、単数の言葉として認識されているんですね。一人だろうと友達。複数いる時は、あえて『友だちども』と書き表さないといけないぐらい。これはどういうことだかわかりますか久坂君」

「い、いや。ぜんぜんわからん……」

　葉留は、猛もう然ぜんと振り返った。

「──平安時代の人ですら、友を複数作るのが難しいってわかってたんですよ。一人でさえこんなに難しいんですから！」

　わっと泣き出す葉留を前にしても、あまり同情する気が湧わいてこなかったのはなぜだろう。

「……だから言ったじゃねーか。日本語のウンチク語るのだけはやめとけって……」

「語ってませんよう。普ふ通つうにやってみましたよう」

　いや噓うそだ。ぜったいどこかで地じ雷らいを踏んだに違いない。

「ちなみにあたしはー、このあとー、せんせーとデートー」

「はうっ」

「高速のって県外までいくんだー」

　さりげない円鹿ののろけが、ぼっち葉留の胸をえぐる。いつもながらなんという無神経。なんという容よう赦しやのなさ。これがリア獣じゆうか！

「おいおい円鹿。ドライブとか大だい丈じよう夫ぶなのかよ。オコリギに見つかったら大変だろ」

　晴明の突っ込みすら、円鹿は意に介かいさない。

「べっつにー。ただ後ろに乗っけてもらうだけだもん。だいたいオコリギさん、今はあたしのことより娘むすめさんと仲良くなるのに必死みたいじゃん？」

「そりゃそうだけどさ……」

「こないだなんかシンケンなかおで『リラックマとカピバラさん、どっちが若い娘に人気あるんだ』とか聞いてくるんだよ。まじうける」

　そうして小お此この木ぎ教頭は、九く鳥どりあてなにプレゼントする気なのか。リラックマとカピバラさんのグッズを。それはそれでシュールで見み物ものかもしれない。きっと猛もう烈れつにうざがられるに違いないが。

　危なっかしいほどのんきな円鹿の相手をするのに疲つかれたのか、晴明が葉留の方を向いた。

「まあでもほら、蒼井さんも。まだ一日目なんだしさ。いくらでも巻き返せる機会はあると思うよ。だからあんまり落ち込まないで。僕が予想した通り、そこの久坂君も同じ穴のムジナなんだから」

「──あ、聞き捨てならないっすね。こいつと一いつ緒しよにしないでくださいよ」

「あれ、違うの」

「違います。ぜんぜん違います。俺は早々に友人一人確保ですから。家に来ないかって誘さそわれましたし」

「え、じゃあなんでここにいるの」

「それは──」

　とても外見の良い狂犬に嚙かみつかれたからです、とはなかなか言えなかった。

　罵ののしられ踏ふみつけられた縁はもちろん、センシティブなモジャ政こと森政も非常に落ち込み、とても馬ば鹿か笑わらいするような気分ではなくなってしまったのだ。

　ひとまず今日は普通に帰ろうと言って別れ、縁は今ここにいる。

「……ちょっと──やんごとない事情ってやつがあったんですよ」

　内心の葛かつ藤とうをおさえてそれだけ言ったら、

「ほら見て、セーメー君。あんまりいじりすぎるのは可哀かわい想そうよ。縁君たら震ふるえてるじゃない」

「すいません。ちょっと痛いところ突きすぎました」

「こういうのは生かさず殺さずよ。力加減が大事なの」

　なんだろう。余計に妙みような誤解をされたような気がする。

　もういいから部屋に戻もどろうと思ったら、隅すみっこの葉留がはなをすすった。

「久坂君の、おたんちーん！」

　なんなのよ、おたんちんって。







　久坂縁が暮らす【一○二】号室は、鳩居寮りようの一階にある小さな個室だ。

　縁はあらためて部屋の戸口を背にして立ち、本ほん棚だなの最上段に並んだ愛蔵版ドラゴンボールを見やった。

（うん）

　さらにはその下に並んだライトノベルの数々を見た。アニメのＢＯＸ購こう入にゆう特典のポスターも見た。床ゆかに積んだ雑誌の山も見た。机の奥に並べたフィギュアだって、一つ一つ見ていった。ノートパソコンの中に詰つまった、数々の動画も透すかし見た。

　どこにもおさまりきらないまま、段ボールに突っ込んだままの荷物もふくめて、どれもこれも──縁の大事なアイデンティティであり宝物だ。

　まったく、櫛貴六花め。いったい俺が何をしただ。どうしてアニメやラノベの話をしただけであそこまで言われないといけない？




　──文句ある？　悪いけどあたし、オタクってこの世で一番嫌いなの。




　ある！　あるに決まってるじゃないかこんちくしょおおおおお。

　いいか。恵めぐまれた奴やつらは知るまい。遠い異国の地で、こいつらを揃そろえるのがど・れ・だ・け・大変だったか。せいぜい電車を乗り継ついだ程度でアニメショップにいける暮らしをしておきながら、血のにじむような努力をして書店特典ペーパーを手に入れてきた俺を笑うっていうのか？　引っ越こしの荷物が増えるのは厳禁だと、隙すきあらば段ボールの中身を捨てようとする家族とバリケードを築いて戦ってきた俺を？　地球の裏側にいた頃、コンビニ限定のボトルキャップがどれだけほしかったと思ってる。次に日本に帰ったら、ぜったいに冷蔵ケースめがけてダイブするのだと思いながら暮らしてきたのだ。

　みな何かしらの夢を持って、この学園の扉をたたいたと、イケメンの瑠璃井祐吾君も言っていた。

　縁の場合はこれだ。ここで好きなようにアニメを見て漫まん画がを読んでゲームをして、ラノベを読んでまた書いて、そんな地味で幸せな学園生活を送って送って送り倒たおすつもりだったのだ。

（そうだよ。オタクがオタクの話して何が悪い！）

　そうして深夜になった頃、森政から短いメッセージが届いた。




『アイドリ、たのしみだね！』




　──おそらくは彼もまた、六花の罵ば詈り雑ぞう言ごんを受け、自分の趣しゆ味み嗜し好こうについて考えていたに違いない。この短いメッセージは、短いなりにも我が道を行く決意表明のようなものと受け取った。その通りだと返事をした。

　肝かん心じんの『アイドリング＋マスター』は、縁の想像以上に出来が良かった。

　縁が脳内で予想していたキャラクターの動きを、ほぼ完全に再現していたと言っていいのではないだろうか。

「こ、これは……！」

　次への期待を高めるオープニング。テンポのいいギャグ。メリハリのきいた脚きやく本ほん。ケレン味たっぷりのアクション。そしてちょっと幸せになれそうなエンディング。次回予告の小ネタにいたるまで、たっぷり詰まって隙がない。

　布ふ団とんにくるまりながら視し聴ちようしていた縁だが、最後はその場に中ちゆう腰ごしになってしまったほどだ。

　さっそく森政に思いのたけを伝えようと思ったが、明日あしたに取っておこうと思ってやめた。

　目をつぶっていても顔がにやける。登場人物たちの声と動きが何度でもリピートしてしまう。

　脳内に響ひびく音と映像の余よ韻いんにひたりながら、布団の中で目をつぶる幸せ。自分が書いたものも、あんな風に動かしてもらえれば最高だろう。

　うん──やっぱり自分の気持ちに、噓をつくことなどできないのだ。




　　　　＊＊＊




　翌朝、縁は寮を出てＡ組の教室に登校した。

　一足先に教室内に入った森政の肩かたを、「よっ」と小走りで近づいて叩たたくと、森政もこちらを振ふり返る。

「──見た？」

「見た見た見た」

　互たがいに笑いをこらえながら、近い縁の席へと移動する。

　やはり森政も、あの出来には文句の付けどころがないだろう。一秒でも早く語り合いたかった。

「まずさ、オープニングの入り方がね、もうね」

「完全に萌もえ殺しにかかってるよねあれは」

　気分よく喋しやべっていた縁たちだが、隣となりの机には、例の『狂きよう犬けん』、櫛貴六花がいるのだ。

　こちらを冷たい顔つきで一いち瞥べつしてくる、絶対零れい度どの仏ぶつ頂ちよう面づら。オタクなんて世界で一番嫌きらいだとのたまった相手。

　森政が、わかりやすいほど動どう揺ようした。

「ゆ、縁。どうせならほら、ボクの席でさ──」

「ほんと、すげーおもしろかったよな！　昨日のアイドリング＋マスター！」

　縁はあえて、声を大にしてやった。

「どのキャラも動きまくりで神！　って感じだったわマジで。ヒロイン可愛かわいいし最高」

　どっかりと椅い子すに腰をおろし、喋るだけ喋ってから、忘れてたとばかりに六花を見返した。あ、いたの？　ぐらいの勢いである。

　六花は、色素の薄うすい瞳ひとみを真ん丸にしていた。

「……あれ、なんか文句あります？」

「し、信じらんない。あんたたちオタクのくせに」

「えーえーそうですよ。あいむオタクさんですよ」

　だからこそだ。

「あんたにはこれぐらいでびびられても困りますよ。さらに加えて隣で小説とか書き出す予定ですからね俺は。ああ痛いぞー。うざいぞー。たいへんだぞー。でもあんたが泣こうがわめこうが、絶対にやめない。残念でしたご愁しゆう傷しよう様さま」

　やりすぎか？　確かにそうなのかもしれない。今こうして周りにいる人間が、何事かとばかりにこちらを見ているのもわかっている。だが、誰だれにでも譲ゆずれぬ一線というものはあり、先に喧けん嘩かを売ってきたのは彼女なのだ。後こう悔かいはなかった。

「……小説も？」

「うぃ」

　大げさな仕草で肯こう定ていを表す。六花は顔色をなくし、わななく唇くちびるで何かを呟つぶやいた。

「……るい」

「あ、なんだって？」

「──ばっかじゃないのって言ったの！」

「かもしれませんねー」

　授業がはじまってからも、六花は終始苛いら立だちを隠かくさずそっぽを向いて、一度もこちらと目を合わせなかった。ああ上等だ、望むところだった。







　一方で、いたいけな女子と誰かがケンカをしたらしいという噂うわさは、じわじわと伝言ゲームのように伝でん播ぱするものらしい。

　瑠璃井祐吾に話しかけられたのは、はじめての体育でグラウンドを走っている時だった。

「久坂、ちょっといいか？」

「……なんですかね」

「そんなに構えるなよ。大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんか朝はもめてたみたいだけどさ」

　今度はこの人かという気分だった。本当に、気配りの人すぎてびっくりだ。

　反論したい気持ちもあったが、まず普ふ通つうにランニング中は息が苦しい。馬ば鹿かでかいグラウンドを何周も走っている時に聞かれても困る。

　息があがりそうな状じよう況きようで、縁はため息をつきたくなった。

「懇こん親しん会も、久坂と根津は来なかったじゃないか。やっぱり心配するだろ」

「……大丈夫もなにも。向こうが俺らのこと嫌ってるってだけだから」

「嫌ってるって──」

「理由はとっても簡単。キモオタはシネ、ですよ」

　縁は走りながら、なんとか親指で首をかく真ま似ねをして、そのまま下に向けてやった。祐吾が噴ふいた。

「……きっついなそれは」

「もーね、美人なら何言ってもいいとか大おお間ま違ちがいでしょ。センシティブなオタの気持ちなんて考えてもないんでしょうね。ああ悲しい」

「言うよな久坂も」

「どういたしまして。つーわけで、俺の方に他意はないから。そこんとこよろしく」

「わかったよ。櫛貴もちょっと神経質になってるだけだろ。話せばけっこう普通だったぞ」

「そりゃあね」

　あなたならね。イケメーンだからね。

「なんか面おも白しろい漫画あったら貸してくれな」

「ええそっちも、修学旅行で何があったか教えてくれよ」

「了りよう解かい。また今度な」

　祐吾はさわやかに手を振り、あっというまに集団の先頭へ走っていった。こちらはけっこうバテバテなのに嫌いやになる。

　──半分以上は社交辞令なのだろうが、面めん倒どう見みのいい委員長タイプというのは本当にいるようだ。

（……イケメンで？　勉強できて？　運動もできるってなんや。チート超ちよう人じんか）

　そのまま慣れない授業を三つばかりこなすと、ようやく昼休みだった。

　授業がはじまると、寮りようで昼食をとることはできなくなる。基本は学食か売店で食事をすませることとなっていた。

　森政と飯をどこで食べるか相談していると、森政が急に口を閉とざした。

「もじゃ政？」

「……見て縁。奇き跡せき。すんごい可愛い子がいる」

「なにどこどこ？」

「あそこ。後ろの戸口んとこ」

　言われた通りに戸口をガン見すると、知っている顔だった。

「なんだ葉留じゃん」

「へええ？」

　縁が名前を呼んだせいか、森政がすっとんきょうな声をあげた。

　だが葉留は葉留だろう。こちらから会いに近づくと、葉留はあからさまにほっとしたような顔をした。

「久坂君。おひさしぶりです」

「朝会ったばっかじゃねーか……つか、どうかしたのか？」

「どうしたと言いますか……その……」

　珍めずらしくうつむいてもじもじしている。ただでさえ小さな体がますます小さくなる。

「…………あの、よろしければ、わたしと一いつ緒しよにお昼食べにいきませんか？」

「え、葉留とか？」

「できればでいいんですけど。お昼の時ぐらいは、ほっとしたいと言いますか……」

　──なんとなく、言わんとしていることはわかった。

　この日本語マニアにして天然の敵は、友達百人作戦に敗北し続け、ぼっち飯を避さける手段は縁しかいない、という状況にいるようだ。

「……戦況、厳きびしいか」

「非常に……まだあきらめてはいませんが……」

　ああ、なんたる悲劇。末期の日本軍のようだ。

「……いいけどさ、俺はべつに」

「ほんとですかっ」

「一緒に学食行こうって言ってるやつがいるから、そいつにも聞いてみるな」

「はい！　お願いします！」

　いそいそついてくる葉留を引き連れ、縁は教室の中に戻もどった。

　迎むかえる根津森政は、なぜか蒼そう白はくになっていた。

「……え、え、なに？　ど、どちらのお嬢じよう様さまで？　ま、まさかとは思うけど、その歩く清せい楚そ系ヒロインみたいな子は、き、ききききキミのかのじょとか」

「違うから」

　速そつ攻こうで否定した。それだけは勘かん違ちがいされたくなかった。

「こいつは、蒼井葉留。俺と同じ鳩居寮に入ってる寮生」

「どうもこんにちは！　蒼井葉留と申します。言葉を留めると書いて葉留です」

「あ、ど、どうも。ボクは根津と言います。根津森政」

　深々と頭を下げる葉留に、森政がへどもどと対応する。

「なんかさ、一緒に飯食うやつがいないみたいなんだよ。もじゃ政がいいなら三人でいいか？」

「……一緒？　この子と？　もっ、もも、もちろんもちろん！　ＯＫであります！」

「いいってさ葉留」

「ありがとうございます、もじゃ政さん！」

　手を握にぎらんばかりの勢いで葉留が礼を言うと、森政はおもしろいぐらい真っ赤になった。ああ──なんだかはじめの頃ころの自分を見ている気分。

　そのまま三人でやってきた食堂は、大勢の生徒でごった返していた。まずは食券を買い、好きなものの列に並んでから、空いていた席に合流する。

「葉留、おまえ何買ったの？」

「サンドイッチセットです。ツナとたまごがおいしそうだったので。久坂君はおそばですか？」

「そう。コロッケそば」

「コロッケにおそばなんですか？」

「──で！　ボクはからあげ定食ね」

　最後に森政がトレイを持って、同じテーブルについた。見る限り、どれもなかなか美お味いしそうだ。さっそく箸はしをつけはじめる。

「やー、でも蒼井さんみたいな子が一人って、ちょっと信じられないけどなー。あ、もちろんボクは一緒できて大だい歓かん迎げいだけど！　なんて！」

　緊きん張ちようのせいか、いつになく森政が饒じよう舌ぜつになっている。目の前に三次元美少女がいるせいで、椅子に座っているのにケツが浮ういているような感じだ。

「つか葉留、おまえいったい何やったんだ？　自己紹しよう介かいで辞書ネタ百連発とかかましたんじゃないんだよな？」

「違いますよう。できるだけ控ひかえめに、おとなしく無難にまとめたと思います……」

　なのにぼっちなのか。正直、それ以外で地じ雷らいを踏ふむ理由が見つからないのだが。

　葉留は両手でサンドイッチを持ちながら、遠い目をしている。

「……わたしも十五年生きてきまして、こんな目にあうのは生まれてはじめてのような気がします。お教室にいるのがたいへん居い心ごこ地ち悪いといいますか……駄だ目めだとわかっていても出てきてしまいました……」

「葉留……」

「すみません、久坂君。できるだけなんとかしようと思いますので、久坂君たちにご迷めい惑わくはそうかけないようにします」

「いやいやいや、いーよいーよ蒼井さん！　迷惑なんていくらでもかけちゃって！　ボクはマジでうれしいから！」

　森政が、定食のご飯はん粒つぶを飛ばす勢いで言い放つ。葉留が、まぶしいものでも見るように目を細める。なんだこの空間は。

　昼休み終しゆう了りようの予よ鈴れいが鳴って、それぞれの教室に戻っても、まだ根津森政は夢心地の顔をしていた。

「…………かっわいいよなあ……蒼井葉留たん……」

「ぶぼ」

　縁はむせた。

　なにか今、お耳が腐くさりそうなセリフを聞いたような。

「今時いない大和やまと撫子なでしこってやつ？　おしとやかで可か憐れんでさ……こう、大事に守ってやりたくなる感じだよなあ……」

「……そ、そうか。よかったな」

「ぼっちなんてかわいそうだよ。見る目がなさすぎるぞＤ組のやつら──というかさ、なんなんだよ縁。君ってばあんな子と一つ屋根の下なの？　なんのギャルゲよ。日常系のラブコメよ。不公平だ。お風ふ呂ろでどっきりばったりとかあるんでしょ？　かーっ、うらやましすぎ。妬ねたましすぎ。ボクも入る。鳩居寮に入る」

「意味わかんねーよ。家が近いやつは寮なんて入れないぞ」

「取り替かえて！　うちのとーちゃんとかーちゃんとジジとババと犬のポチ丸と！」

「だから無理だ！」

「ぶっちゃけよう。やっぱりもう攻こう略りやく済みだったりする？」

「ありえねえ」

　手を出したら、上か下をもれなくちょんぎられると言われているのだ。それ以前に出す気も起きないが。

「え、なに、本気で興味ないの……ま、まさかホモ──ごめん、ボクそういう趣しゆ味みはないんだ……ＢＬは未み開かい拓たくで……」

「アホじゃねーの……？」

　頰ほおを染めて目をそらす森政に、縁は半眼でつっこむことしかできなかった。

「おまえもそのうちわかると思うぞ。あいつの変人ぶり」

「まっさかあ。縁もさ、牽けん制せいするならもっといいこと言ってよ」

「はいはいはい」

　上じよう機き嫌げんの森政に、これ以上言葉を費ついやすのも面めん倒どうだった。真実はいつか辞書が教えてくれるに違いない。

（……どーせばったりするなら、もっと美び脚きやくで美び尻しりのナイスバディさんの方がいいもんな。椿先せん輩ぱいみたいなの）

　そう思う縁の視界に、まさしく白くて長いおみ足が入ってきた。そうそう、こんな感じこんな感じ。

　クラスの女子に交じって立ち話をしているうちの一人で、思わず目で顔を追っていけば、相手はなんと櫛貴六花だった。

（あ）

　やばい。慌あわてて目をそらすものの、遅おそかった。

「うざ。オタク野や郎ろうが戻ってきた」

　口を開けばコレなのだ。本気で眉まゆをひそめて吐はき捨てるなよ。

　まったくもって可愛かわいくない──ひそかにむかっ腹をたてていると、担任の本条景好先生が、教室内に入ってきた。

　氏がよぼよぼと教きよう壇だんに向かっている間に、縁たちは席につく。瑠璃井祐吾が号令をかける。

「起立。礼。着席──」

　秘技、椅い子すずらし。

　六花が座る椅子を、床ゆかタイル一ますぶん高速移動してやる。

「うきゃあああああ！」

　櫛貴六花は、おもしろいぐらい悲鳴をあげて転がった。ギャグかと思う勢いで後ろにひっくり返った。

「ぶえっふぉんふぉん、ぶえっ？」

「ちょっ、大だい丈じよう夫ぶ？　六花ちゃんどうしたの？　転んじゃったの？」

　周りの人間が、心配そうに六花に声をかける。当事者の縁は、やりすぎたかと軽く血の気が引く思いだった。

（俺、ピンチ？）

　まさかここまで見事にひっかかるとは。

　派手に尻もちをつき、見えたスカートの奥が水色だったことは、縁の胸に秘ひめておくべきだろう。縁は冷ひや汗あせをかきながら、六花に手をさしのべた。

「……あんた」

「いや、悪い櫛貴さん。ここまでこけてくれると思わなくて」

　六花嬢は床の上、フッと口の端はしを引き上げた。

「……ありがとう、久坂君っ」

「い！」

　そのまま立ち上がり際ぎわ、全力でこちらの手を握ってきた。女子の磨みがいた爪つめは、固くコーティングされた凶きよう器きそのものだった。見事にこちらの表皮へと食い込む。

「おう、あう、おう」

「しね」

　あまりの痛みに言葉にならないまま、自分の席に座りなおした。そして目だけでこっそりガンをつけあう。

（この）

（腐れ外げ道どう！）

　オタク男子とオタク嫌きらい女子──全面戦争開始のようだった。




　　　　＊＊＊




　おまえはもういらない奴やつだと言われた時のことを、六花は昨日のことのように思い出せる。

　それは一見、優やさしい言葉のように響ひびいた。




　──六花。もういいよ。無理すんな。

　──そうよ。これからは愛あいを支えてあげて。二人で愛を輝かがやかせましょう。




　わかっているよ、二人とも。あの時自分がそう言われた理由も、そうせねばならない状じよう況きようにあったことも。

　あまりにストレスがたまりすぎると、爪を嚙かむ癖くせが復活してしまう。

　せっかくの爪は変形するし、みっともないからやめろと、マネージャーや愛にさんざん言われてきたが、今も追いつめられるとやってしまう。ほら、こんな風に。

「……あーもう」

　六花は頭を振ふり、ひとりごちた。

　ここは柿かき立だて市内にある、六花の自宅である。母おも屋やに増築する形で建てられた、平屋の勉強部屋だ。六花は勉強机の回転椅子に座ったまま、こわばった背筋をのばす。

　道路に面した窓のカーテンは、明るいピンクに黄色い水玉模様。カーテンレールや二段ベッドの柵さくにも、集めたぬいぐるみや人形が所せましと並んでいる。

　ここが二人の勉強部屋だった頃ころは、ここまで好きなものを置かせてはもらえなかった。きっと愛にこの部屋を見られれば、「ふざけてんのかてめえ！　乙女おとめ趣味もいい加減にしろ」と雷かみなりを落とされるに違ちがいない。でも今は、ちょっとでも環かん境きようを良くしたい。そうでもしないと修しゆ羅ら場ばを乗り切れそうにない。

　可愛いらしいものにあふれた部屋の中で、六花はもう何時間も机にかじりついていた。

（十二時過ぎてる。たぶん）

　体感でしか時間がわからないのは、部屋の時計という時計をすべて裏返してしまっているからだ。せめて昼の間も作業ができればと思うが、そんな危険な真ま似ねはできそうにない。堂々と創作ノートを広げてのける、隣となりのアホ男子・久坂縁の方がおかしいのだ。

　──ぶうん、と机の上で、スマホのバイブが震ふるえ、六花もびくりと震えた。

　もういやだ。話したくない。そう思っても、小さな機体の震えは止まらない。何度留守電に切り替わっても、またかかってくる。

　とうとう六花は、観念して電話に出た。

「……はい。あたしです」

　のどが渇かわく。風呂に入ってあたたまったはずの手足も、とっくに冷えきってしまった。

「……はい。そうです。できてません。すいません。理由はわかりません。すいません。はい。はい──」

　喋しやべるだけ喋ってから、親指だけで通話を切る。

　ため息がこぼれ出た。

「……早くしろったって、できないんだから──仕方ないでしょ──」

　何がファンが待ってるだ。みんなこちらから奪うばうだけ奪って、何一つ返してはくれないじゃない──。

　ああ、こんな黒い気持ちを持っている自分は嫌いだ。ちゃんとやると決めたのに。みんなで約束したのに──。

（……なに、いまの）

　六花は、うなだれかかった顔を上げた。

　窓の向こうが、強く光った気がした。たぶん、カメラか何かのフラッシュだ。

　水玉のカーテンが、十センチほど開いたままだった。立ち上がって窓を開けて、顔を出す。夜風が頰をなでる。

「誰だれ!?」

　畑と山林に囲まれた家の周りは、東京と違って街灯もほとんどない。遠くに市立病院の明かりだけが、星のように光っている。

　いくら目をこらしても、人の気配は感じられなかった。

「──六花ー？　何かあったのか？」

　母屋の和室から、父親のねぼけた声が聞こえてくる。六花はあわてて窓とカーテンを閉めた。

「ううん、なんでもない！」

「早く寝ねろよ。寝ね坊ぼうするぞ──」

　声だけはしても、顔を出すことはない。今日だけは、その無関心ぶりに感謝した。

　六花は机の前に戻もどる。今度はスマホのホーム画面に、新着メール三通の通知が来ていた。

　なにか嫌いやな予感がしたが、とりあえず受信トレイを開く。




『件名　だめだめ』

『件名　そんなに』

『件名　怒おこっちゃ』




　──ぞっとした。開けたとたんに、ずらりと並んだ新着の件名。

　こちらが速そつ攻こうで削さく除じよするのを見み越こして、メッセージを件名に書き込む周しゆう到とうさがいやらしい。中身は当然のように空だった。アドレスは──フリーメール。ひさしぶりに来たやり口に吐き気がこみ上げてくる。

「メアド変えて……変えないと……」

　途と中ちゆうまで操作をして、状況に耐たえきれないようにスマホをベッドに放ほうり投げる。

　かわりに机へ戻って、ヘッドホンをかぶった。周囲の雑音をすべて遮しや断だんして、綺き麗れいなことだけを考えて、新しいルーズリーフを取り出すのだ。今の櫛貴六花は、最優先でそれをしなければならないと決められているから。

　昔暮らした部屋にこもっていると、何もかも昔のままのような気がするけれど、そうじゃない。

　神社で遊んだ『ルミちゃん』は……今のあたしを認めてくれるだろうか──。







　　　第二章　実は彼女は







「──いやー、でもさあ、半分は縁ゆかりも意地になってるよね」

　四月も半ばを過ぎると、学食のメニューもそれなりに一いち巡じゆんし、食の興味は売店のラインナップに移っていた。

　縁たちは中庭に面した体育館の階段に腰こしかけ、売店で買ったサンドイッチやおにぎりをぱくついている。背後の体育館では、バスケ部が昼練をしているらしく、ボールをドリブルする音や、複数の掛かけ声が響ひびいてくる。

「意地、ですか？」

　葉は留るがおにぎりを片手に、小首をかしげた。

　彼女も相変わらず作戦失敗中らしく、縁たちとの昼食が続いていた。森もり政まさがうなずく。

「そうそう。縁のやつさ、いまクラスの女の子と戦争中なんだよ。オタ嫌ぎらいの彼女の前で、わざわざ雑誌広げたり小説書き始めたり。あれ、櫛くし貴きさんがいなかったらそこまでしないよな。なあ縁？」

「馬ば鹿か言うなよ。こっちは向こうのやり口がえげつないから対たい抗こうしてるだけだっつの」

　縁は不本意なので反論した。

「いいか、あの暴力ヒドインときたら喋しやべる言葉の頭と尻しりに『サー』を付けなきゃいけない新兵みたいに『ウザイ』『キモイ』『アリエナイ』を連発するんだぞ。ほんと息をするようにだぞ？」

「またまたあ。そう言うけどさー、お互たがいムキになりすぎてる感じもあるんだよね。客観的に見ると」

　誰だれが客観だ。君の目は基本的に曇くもりまくりだ。

　葉留も表情を曇らせる。

「久く坂さか君、そんなこと一言も……」

「心配するなって葉留。俺はね、俺の好きなもんのために戦ってるだけだから」

「もじゃ政さん、その方、どんな方なんですか？」

　葉留の質問に、森政はますます相そう好ごうを崩くずした。

「うんうん、なんていうかねー、外国のモデルみたいな子だよ。ハッキリ派手めな顔立ちで、やったら手足が長くて。ボクはまあ、ちょっとおっかないから趣しゆ味みじゃないかなあ。どっちかって言うと蒼あお井いさんみたいな可愛かわいい感じの──」

「はあ……どうせそんなことだろうと思いました」

　葉留は盛せい大だいにため息をついた。

「久坂君の面食いさんときたらもう。今にはじまったことじゃありませんから。もう驚おどろきませんよ」

「おいこら葉留。なんだその言いぐさは」

「ふんですよ。たいへん充じゆう実じつした学校生活を送ってらっしゃるようでなによりですよ。久坂君の薄はく情じようもの。おたんちん！」

「だからなんなの、おたんちんって」

「知らないんですか？　もともとは江え戸ど時代の廓くるわの遊女が、『いやな客』を指して使っていたところから転じて、一いつ般ぱんでも使用するようになった言葉です。意味合いとしてはグズの間ま抜ぬけ」

「ぐ、ま」

　うらめしげな顔で解説されると、より胸をえぐってくれるというか。

「おたんこなすでもこんこんちきでも結構ですが。わたしが一人で困ってるのに、久坂君ばっかりずるいですよ」

「なにがずるいだよ。こっちは必死なんだぞ──」

　さらに言いつのってやろうとした瞬しゆん間かん、ワッと体育館の中がわきあがった。

　あまりの大だい歓かん声せいに、縁たちは顔を見合わせる。半分開いた鉄てつ扉ぴから、中の様子をのぞくことができた。

　中はバスケ部員が試合の真っ最中のようだ。男女の部員が、ギャラリーに鈴すずなりになっている。ゲームに参加している選手は、ところ狭せましとコート内を駆かけ回り、ちょうど一人がロングシュートを決めたところだった。

「お、すげえ。スリーポイント入った」

「瑠る璃り井いじゃないのあれ」

　あらためて森政に指し摘てきされて気がついた。確かにＡ組の委員長だった。

「ルビー？」

「る、り、い、だよ蒼井さん。石の瑠璃に蒼井さんの井で瑠璃井」

「わあ……面おも白しろいお名前ですね。瑠璃といえばもじゃ政さんがおっしゃるようにラピスラズリのことですけど、別名は鳥と……っと、いけないいけないです」

　ウンチクに脱だつ線せんしそうになって、あわてて口をつぐんだ。

「久坂君、瑠璃井君はバスケットがお上手な方なんですね」

「まあ上手っつーか……もはや参考にもならんチート委員長だよな。新入生総代でスーパーイケメンで運動神経抜ばつ群ぐんなんだぞ。信じられるか」

　その瑠璃井裕ゆう吾ごは、明るく笑ってチームメイトとハイタッチをしている。この調子なら、早々にレギュラーも取ってしまうのではないだろうか。

　見れば見るほど、うらやましいを通り過ぎて途と方ほうもない気持ちになってくるスペックだ。

「……ボクさあ……瑠璃井と中学一いつ緒しよなんだよね」

「え、マジで？」

　突とつ然ぜんの森政の告白に、縁はおどろいた。

「うんそうなのよ。ただ不思議なのがさ、家もけっこう近所のはずなのに、小学校の頃ころの記き憶おくがぜんぜんないんだよね。中学になったらなったで、当たり前みたいにみんなの中心に居るから、変に思ってるのはボクだけなのかもしれないけど」

「途中で転校してきたとかじゃねーの？」

「なのかなあ。そんな記憶もないんだけどなあ」

　森政がしきりに首をひねっている間も、試合は続いている。祐吾はさらに一点ゴールを決めた。場内がわきあがる。

「じゃああれか。修学旅行の秘密はわかるのか」

「いっ、いやいや。あれはボクの口からはとてもとても」

　どんだけ大層な秘密なんだよ。

「でも、すごいですねえ、瑠璃井君。さっきから大だい活かつ躍やくですよ」

「そうだな……つーか葉留。おまえ部活はどうなんだ。教室がダメならどっか部活入って、友達作ればいいだろ。どっかないのかよ」

「ぶかつ！」

　葉留が恐おそろしい言葉を聞いたように両頰ほおをおさえた。

「葉留？」

「……そ、そうです。わたしはいったい、どうすれば──」

　ガタガタと震ふるえはじめた、その時だった。




「──ああっ、蒼井さん見つけたあ！」




　振ふり返れば、中庭の向こうから、何やら女子の集団がわらわらと駆けてくるのだ。

「やーもー、探したんだよー蒼井さん」

「そんなとこにいたんだね！」

　こちらが構える暇ひまもなく、あっと言う間に女子たちは階段をふさいでしまう。さらには葉留の周りを取り囲む。

「あのねあのねあのね、あたしお弁当作ってきたんだよ。一緒に食べよ」「ちょっと抜け駆けしないでよドブス、あたしだって作ってきたんだから」「ね、ね、あっちで食べるのはどう？」「学食の方がいいよ！」「今度の土曜日、いっしょに原宿まで行かない？　服をいっぱい着せてみたい……！」「ゴスとか？」「えー、ぜったい姫ひめロリの方がいいよー」「美術部に入る件、考えてみてくれた？」「体操部入ろうよ！　小さい方が有利だよ！」──その他もろもろ。

　四方八方、とめどなく撃うち放たれる女子トークの中心に置かれ、身長百四十センチ台前半の葉留は目を白黒させるしかない。

「……あ、あの、ゴスとは、姫ロリとは、いったい……」

「「「ね、どうする蒼井さん!?」」」

　ついに葉留は──。




「ごめんなさいっ」




　白旗を上げて逃とう走そうした。階段の手すりをうんしょと乗り越こえ、脱だつ兎とのごとくとんずらをこいた。

「えーっ、待ってよ蒼井さあん！」「怖こわくないよー」「やだもーかわいー」──襲しゆう撃げき者たちは口々に喋りながら、波が引くように階段から去っていく。

　残されたのは、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんとする縁と森政である。

「……な、なにあれ」

「さあ……」

　蒼井葉留いわく。Ｄ組の教室で浮ういていて、ぼっちになって困っていたのではないか。だがどう見てもあの反応は──。

（アイドル……つか、ペット？）

　辞書と日本語にまつわるヘンタイ性を、きれいさっぱり抜き去ると、ああなってしまうのか。一方的に猫ねこかわいがりされる人気っぷり──。

「……はっ、ばかばかし。心配して損したじゃねーの……」

「なんで怒おこってんの、縁」

「べつに怒ってないですよ」

　ただちょっと、みんなちょろすぎないだろうかと思うだけだ。

　べつに正体がばれて、辛つらい目にあえというわけではないが。そういうわけではないが──。

「ちょっと。そこの久坂うざい縁」

　──かっちーんときた。

　縁は、油の切れたブリキのロボットのように振り返る。

「……俺にミドルネームなんて高こう尚しようなものはございませんよ、櫛貴六ろつ花かサン」

「どうでもいいしうざいから黙だまって。キモオタカリ君」

　六花はにこりともせず、のしのしと階段を上がって来る。安定の仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「なにしてんのこんなとこで……ああなに？　バスケ部？　瑠璃井君のシュート見て感動してたの？　うわ、すっごいアワレだね」

「本気でおまえ何しに来たんだよ」

「そう。だからオタク二人でこそこそ隠かくれないでよ。あたしが探すのに苦労するなんてありえないし」

「べつに頼たのんでないし隠れてもないっつの」

「へえ、そういうこと言うんだ。あんたのきもいノート返しに来てあげたのに」

　六花はそう言って、一冊のノートを突つき出した。

　ちなみに彼女が言う『きもいノート』というのは、なんのへんてつもないノートの表紙に、ＳＤ化したキャラもののステッカーが貼はってあるしろものである。ただそれだけのはずなのに、六花はセーラー服の袖そでを無理にのばして、布越ごしにノートをつまんでぶらさげている。汚お物ぶつか。

「さっきも授業中に内職してたでしょ。ほんと先生ににらまれるからいい加減にしてほしいんだけど」

「……なんで櫛貴が俺のノート？」

「だからありえないのよ。よりにもよって、あたしのノートに挟はさまって返へん却きやくされてきたのよソレ。戻もどそうにもあんたいないし、机の上にいつまでもきもいノートがさらされてるのも目め障ざわりだし、きもいけどがんばって来たんだから。お礼言ってほしいぐらいよ」

「ああ、ソレハワザワザアリガトウ」

　よくもまあそこまで人を連続で罵ののしれるというか。きもいきもいと連呼するな。

「ていうかなんなの？　そのシールの女、なんでセーラー服の上しか着てないの？　ウサギの耳ついてるけどバニーガール？」

「上着だけじゃなくて、下にスク水着てるの。名前は『嫦じよう娥がカグヤ』って言って、バニーガールじゃなくて月から来た兎うさぎ人びとって設定で」

「あああああああああ、いややめてきもい！　そういうオタくさいこと聞かせないでうざい！」

「聞いてきたのはそっちだろーが！」

「鞄かばんの中にまで入れちゃったのよありえない」

「アンパンマンもトトロもディズニープリンセスのグッズも使うなよ！　ぜんぶアニメだぞ！」

「それとこれの区別がつかないなんてマジでキモオタの言うことだし！」

　きーん、こーん、かーん、こーん。言い合う舌ぜつ戦せんの合間に、昼休み終しゆう了りようの予よ鈴れいが鳴り響ひびく。

「「──はっ！」」

　縁と六花は鼻息荒あらく方向転てん換かんし、昇しよう降こう口に向かって階段を降りていく。

「ついて来るなよオタクが感う染つるぞ」

「あんたこそキモオタの分際で遠えん慮りよしなさいよありえない」

　なぜか後ろで、森政のため息が響いた。

　そのまま抜ぬきつ抜かれつしながらＡ組の教室に戻った。







（ったく、何がきもいですよ、ただのちびキャラじゃねーですか……）

　縁は自分の席につくと、六花から回収したノートをあらためて開いた。

　ぱらぱらとページをめくっていくと、最後の最後で、思わぬものを見つけてしまった。

「おい櫛──」

　縁はすぐさま六花の方を向くが、話しかける前に担任教師の景かげ好よし先生が入ってきてしまった。けっきょくそのまま話す機会もなく、放課後になってしまったのである──。
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「あれ──椿つばき先せん輩ぱい、一人ですか」

　寮りようの夕飯が終わると、寮生たちは順番に風ふ呂ろに入ることになっている。

　一年の縁は男の上に一番下したっ端ぱなので、どちらにしろ一番最後だ。なにげなく談話室の方をのぞくと、テレビの前に椿一人が陣じん取どっていた。

　風呂上がりの濡ぬれ髪がみのまま、画面に見入っている。

　この椿さんという方。ふだんから非常に麗うるわしい人なのだが、ショートカットの細いうなじのあたりがほんのり赤くなって、風呂上がりは三割増しに色っぽいと思う。実にすばらしい。

「あ……縁君。そうなのよ。電話待ちで暇だったんだけど、見始めると意外におもしろくて」

「料理番組ですか？　いいですねー家庭的で！　俺にもなんか作ってくださいよ」

「今ね、ダイエット中なのよ。おなかすきまくりの時にこういうもの見ると、憎にくしみで脂し肪ぼうが燃焼できそうな気がするのよね……」

　淡たん々たんと語る一方、テレビ画面の中では、ちょうどオーブンから出てきたばかりのケーキが大写しになっている。

『わーっ、いい色に焼きあがりましたねえ！』

『香かおりをお届けできないのが残念です』

　料理研究家の先生と、アシスタントのお姉さんの明るい声が、談話室に響ひびき渡わたる。椿は真しん剣けんに見入っているようだ。

『はい！　こちらが粗あら熱ねつを取って型から出した完成品。リンゴとクルミのブラウニー！』

『お好みで生クリームを添そえてお召めし上がりくださいね』

　──がりり、と何か奥歯を食いしばるような音が混じった。

「久坂君」

「は、はい」

「悪いけど、今から給きゆう湯とう室行って冷蔵庫に入ってる生チョコと丸ごとバナナ持ってきてくれる。私の名前が書いてあるから」

「い、いや先輩、ダイエット中なんじゃ」

「早く！　こんなふざけたもの見せられて正気でなんかいられないわ！」

「わかりましたお待ちください！」

　見始めたのは自分ではないのだろうか。先輩の狂きよう気きが怖かったので、縁は大急ぎで冷蔵庫へ走って、チョコと丸ごとバナナを回収して進しん呈ていした。

　試食シーンを観みながら、黙もく々もくと生チョコを食べはじめている椿を置いて、縁は談話室を出た。

（……どーも椿先輩って、こらえ性しようがないような気がするんだけど、俺の気のせいだよな）

　うん、きっとそうだ。気のせいだ。そういうことにしておこう。

　それにしても、あの椿先輩を待たせてよしとする電話の主ぬしとは、どこのどいつやら。命が惜おしくないのだろうか。

　何か末すえ恐おそろしいものを感じつつも、縁は自分の部屋に戻って、机の前に腰こしかけた。

　小説の入ったノートパソコンは開いたままだったが、実のところほとんど手をつけていなかった。こちらはこちらで、それどころではなかったのだ。

　目下縁が気になっているのは、学校から持ち帰ってきた例のノートである。

　後ろの方のページを開くと、そこにルーズリーフが数枚挟まっている。

「……どーするかね、おい」

　はっきり言って、このルーズリーフは縁のものではない。こんなメーカーのものは使ったことがない。おそらくは六花のものが、間ま違ちがって紛まぎれ込んだのだろう。間違えて鞄に入れてしまったとも言っていたし。

　気づいた時点で、六花を問いただせば良かったのだと思う。だが──そこに書かれていたものを見て、縁は別の意味で言葉を失ってしまったのだ。





　　　KIRA☆KIRA




まいにちKIRA　KIRA　あたし　PIKA PIKA

きょうも通学路に　キミ色の風が吹ふく

声をかけようか　迷っちゃう　ミニハート

追い抜いてから　笑顔で振ふり返る　OH YHE！




放課後　つまんない補習　抜け出して

本当の夢　見つけにいったね

ポロシャツの背中に　好きって書いた

あなた　ちっとも気づかないの

くすぐったいって　笑って　子供みたいにじゃれあった




鈍どん感かんでもいいよ

まいにちKIRA　KIRA　あたし　PIKA PIKA

あなたのハートに花丸つける　そんなSWEETなメロディー　かなでるよ

シャラララ　シャラララ　OH YHE！






　──喉のどの奥に、煮に詰つめた練乳とハチミツとイチゴジャムを突っ込まれたような。あるいは、ホイップクリームとカスタードクリームとチョコシロップとメイプルシロップを全部乗せみたいな。どうしようもなく甘い甘い甘い──詩のようなもの。そんなものが、これ以外にもルーズリーフの裏にも表にも、いくつも書きつづられているのだ。消したり書いたり、激しい推すい敲こうの跡あともうかがえる。

（……この、ち、超ちよう絶ぜつ乙女おとめポエムを、櫛貴が？　あの手で書いたのか？　噓うそだろ）

　顔はいいけどオタク嫌ぎらいのドＳ女──それが櫛貴六花のはずだ。見れば見るほど信じられなくて、中身を理解しようと思うと頭がCHIKA CHIKAしてくるのだ。

「……キミ色の風、とはいったいどういう意味でしょうか」

「ひいっ」

　耳元で呟つぶやかれ、縁は死ぬほどおどろいた。

　気づけば葉留が、縁の肩かた越ごしにルーズリーフをのぞき込んでいるのだ。

「……ふ、ふつーにあなた色ってことじゃねーの？」

「えっ、普ふ通つうなんですか？　あなた色ってどういう色ですか？」

「いや、どういう色とか言われても」

「具体的な例が出てこないのなら、むしろここは卵の黄身の卵色と考えるべきじゃないでしょうか」

「……卵」

「はい、そうです！　卵黄の明るい黄色のようなイエローを指して、卵色と表現するのは、江え戸ど時代に誕生したそうです。たとえば『好こう色しよく一いち代だい男おとこ』には、『人の見知る程ほどの大臣は肌はだ着ぎに隠かくし緋ひ無む垢く、上には卵色の縮ちり緬めんに思おもひ入いれの数かず紋もん、薄うす鼠ねずの紛まがい織おり』なんて、おしゃれの装よそおいについて書いてありますね。同じ卵に由来した言葉では、もっと古い『鳥の子色』なんていう言葉もあります。こちらはなんと鎌かま倉くら時代の言葉です。でもおもしろいんですけど、卵は卵でも、黄身じゃなくて卵の殻からの色なんです。だからとっても薄い黄色。キミ色というにはふさわしくないと思うんですよ」

　ふさわしいとかそういう話なんだろうか。

「……ああ、じゃあ、キミ色は明るい黄色ってことでファイナルアンサー」

「ちょっと待ってください！」

「なんなんだよいったい！」

「そこで止まるのはよくないと思うんです。踏ふみ込みが浅いと言いますか」

「どこに踏み込む場所があるってんだよ。つるっつるじゃないか」

「いいですか久坂君。ようく見てください。『きょうも通学路に、キミ色の風が吹く』とあります。思い浮うかびませんか。このキミが卵であると仮定してですね、それが風に乗って漂ただよってくるんです。この場合の匂においとは……いったいどんな匂いだと思いますか」

　そんなことを言われても。縁は仕方なく想像してみる。卵。EGG。玉子だから──。

「換かん気き扇せんから漂う、目玉焼きの匂い──」

「ああっ、惜しいですね。その場合『きょうも』と強調する意味はないと思うんです。この詩の舞ぶ台たいでは毎日同じ風が吹いているんです。いいですか、毎日、毎日、通学路を通るたびに卵の匂いを感じているヒロインなんですよ」

「あるのか、そんなけったいな通学路」

「あります」

「あるのか」

「答えとしては──」

　ごくりとつばをのみこむ。

「温泉です」

　縁は、目の前が真っ白になった。

　いまこいつなんて言った？　温泉？

「温泉にもいろいろありますが、主おもに硫い黄おうを主成分とした硫黄泉ですね。リウマチや神経痛などによく効くそうです。硫黄は本来無む臭しゆうなのですが、水素と結びついて硫りゆう化か水素になると強い匂いを発生させます。この匂いがまたゆで卵の匂いそっくりなんですね」

「……硫黄温泉が、近くにあると……」

「そうです！　那な須すや日につ光こう、万まん座ざ温泉あたりが候補じゃないかと思うんです」

　葉留は真剣な顔で両手を広げる。

「想像してください。『きょうも通学路に、キミ色の風が吹く』──」

　縁の脳のう裏りに、もわもわと湯ゆ煙けむり漂う、ひなびた温泉街が浮かび上がった。

　鼻をつく硫黄の温泉臭。土産みやげ物屋の売り子の呼び声。せいろの中で蒸むしあがった温泉まんじゅう。真っ黒くろの温泉卵。ヒロインは浴衣ゆかたに下げ駄た姿で、しっとり夕ゆう闇やみの街をそぞろ歩く──。

「声をかけようか迷っちゃうミニハート」

「いやいやいやいや、あるわけねーだろ！　ぜったい違ちがう！」

「あっ、隠さないでくださいよ久坂君。まだまだ続きがっ」

　あわててルーズリーフを裏にして伏ふせると、葉留が抗こう議ぎの声をあげた。おあずけをくらった子犬のようだった。

　いやあ危ない危ない。危あやうく世界が湯煙トラベルになるところだった。

「……おまえな、勝手に部屋の中入ってくるなって言っただろ」

「う、すみません。お風ふ呂ろをいただいて帰ろうと思ったら……久坂君のパソコンが開いているのが見えて……つい……」

　ばつが悪そうに首をすくめる葉留は、たしかに風呂上がりのようで、服装はパジャマ姿だ。申し訳ないという表情とは裏腹に、頰ほおは赤ん坊ぼうのようにつやつや桃もも色になっている。

「新作が拝めると思ったのか？」

「はい！　今回もとってもとっても素す敵てきだと思います！　面おも白しろい用例がいっぱいで！」

「これ、俺のじゃないから」

「えっ、じゃあどなたが？」

　目を丸くされたが、縁はなかなか答えが言えなかった。

　そう──順当に考えれば六花なのだが、感情がそれを拒きよ否ひするのだ。いくらなんでもこれを、あの六花が書くというのはありえないだろうと。

　未練がましくルーズリーフをめくりなおしていた縁だが、そのうちの一枚で手が止まる。

（これ──）

　なんだろう。どこかでこの件くだりと、似たような言い回しを見たような気がする。どこでだった──？

「久坂君？　どうかされたんですか？」

「本じゃなくて……むしろ活字じゃない方向で……」

　こめかみに強く親指をおしつけ、考えに考えて、やがてカッと開眼する。

「そうだ『アイドリング＋マスター』！」

　たしかあれだ。縁は壁かべ際ぎわにあるテレビとレコーダーに取りついて電源を入れる。そして先週録画した『アイドリング＋マスター』を再生した。

「オープニングじゃないぞ。エンディングだエンディング！」

　焦じれながら早送りを続けて、一番最後のエンディングテーマ曲までたどりつく。

　小さくなったヒロインが、色とりどりの果くだ物ものの上で歌い踊おどる映像に合わせて（これはこれで神の作画だと思う）、甘い歌声が流れだす。

『恋こいはフルーツキス　君の唇くちびるに　甘いイチゴをのせたいの♪』

　縁はすばやく、ルーズリーフの二枚目を確かく認にんする。





恋はフルーツキス

君の　唇に

甘いイチゴを　のせたいの






「これだ──っ！」

　叫さけんでしまった。そのまんまだった。

　はじめから終わりまで、完全に『アイドリング＋マスター』のエンディングテーマ、『フルーツバスキッス』の歌詞が引き写してある状態だった。

「はは。なんだよそういうことかよ」

「久坂君？　このアニメがどうかしたんですか？」

　縁は笑いたかった。まだＣＤの発売もされていない歌の歌詞を、手書きで書き写すという熱心さ。縁へのきつい態度も、情熱が裏返っての同族嫌けん悪おだとしたら説明がつく。むしろ憐あわれみの気持ちさえわいている。

「読めた。読めたぞ櫛貴六花。おまえの正体は──重度のアニオタだ！」

　ふははははははははは！

　宿敵の秘密を看破し、快かい哉さいを叫ぶ。そんな縁の高笑いが、部屋の外にまで響ひびき渡わたったのだった。
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　鳩きゆう居きよ寮りようの朝は、意外と遅おそい。

　なまじ校舎が近いのがいけないのかもしれない。一番あわただしくなるのは、朝食を食べて午前八時を回ってからだ。この辺りになってようやく、みなそれぞれ身み支じ度たくをすませ、敷しき地ち内にある学校へ登校をはじめる。

　現在玄げん関かんの下げ駄た箱ばこ前にいるのは、全身どこかレトロな風合いの住すみ友とも晴はる明あき。じりじりと足あし踏ぶみしながら、洗面所にたてこもっているはずの梶かじ井い円まど鹿かに声をはりあげる。

「──おい円鹿！　いいかげんあきらめろ！　時間だぞ！」

「言っても無む駄だよ、セーメー君。自分が納なつ得とくしないと動かないもの」

「どこをいじくってんだか。また遅ち刻こくするぞ……」

　戸口に立つ恵え庭にわ椿の言葉に、晴明は苦虫をかみつぶしたような顔になる。

「そういう私たちだって、あんまり褒ほめられた時間帯じゃないんだけどね」

「まあそうなんですけどね」

　いわゆる朝の連続テレビ小説を、ぎりぎりまで見てから寮を出る、チキンレースのような習慣さえなくなればいいのだが、これがなかなか難しい。

「みなさーん！　二十分を過ぎましたー！」

　先に靴くつを履はきかえた蒼井葉留が、表でカウントダウンをはじめる。晴明と椿は、ついに円鹿の説得をあきらめ、そろって玄関を出る。と──ようやく円鹿が飛び出してきた。

　髪かみのシュシュを頭のてっぺんで結びながら、二人の隣となりに並ぶ。

「円鹿！」

「セーメーったらまーじむかつくんだけど。あきらめろとかひどくない？」

「違いがさっぱりわからないからだよ。さっきと今と何が違うんだ」

「ちがうじゃんちがうじゃん、ぜんぜんちがうじゃーん。もー、これだからモテないオタクさんはもう」

「ああはいはい良かったね、さっさと進め。遅刻したら凪なぎ崎さきせんせーと卒業ラブラブが遠ざかるぞ」

「うんそれはもちろんがんばるってゆーかね、当然なんだけどちょい待って。まだゆっかりんが中にいんのよ」

「えー、久坂君が？　なにやってんだいったい」

　晴明が、円鹿の頭越ごしに建物の中をのぞきこんだ──その時だった。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの奥から、「はははははは！」と謎なぞの笑い声がこだました。

　何事だと全員が固まる。

「──やあやあやあ、おはようございます寮母さん！　本日もまた大変に愛くるしいですね！　これはこれはベティさんも！　光り輝かがやく羽毛で目が開けられないぐらいですよ！　それでは不ふ肖しよう久坂縁、これより勉学の学び舎やに行って参ります！　──あっ、おはようございます先せん輩ぱい方に蒼井さん！　本日はお日ひ柄がらも良く晴天なり！　今日もがんばって修練に励はげみましょう！　いざさらば、お先に失礼いたします！　GOOD BYE！」

　それはたぶん、久坂縁なのだろう。

　髪を三割増しサラサラとなびかせながら、寮生たちの目の前を通り過ぎていく。

　足取りはひどく軽く、途と中ちゆうで宙へ飛び跳はねたかと思うと、右足と左足を空中で打ち合わせるという、バレエ的に高度な技わざも見せていた。

「……あれ、なに、久坂君？」

「そのようね」

「なんか……いいことでもあったの？」

　晴明は葉留の方を振ふり返るが、葉留も申し訳なさそうに首をかしげるのだった。

　遠くで縁が、白鳥の王子のように舞まい踊っている。







　と──かくも一部の人間に不ふ審しんがられている縁だが、『いいことがあった』というのは本当だった。

　教室で授業を受けていても、縁はつい顔がにやけてしまう。

　隣の席にいる櫛貴六花──この黙だまっていれば外人モデル、口を開けば罵ば詈り雑ぞう言ごん製造機の正体がようやくつかめたのだ。

　まさかの同類。アニメオタクだったとは知らなかった。

（いやー、意外っつーか語るに落ちるっつーか……）

　こみあげてくるものを抑おさえきれず、くつくつほくそ笑えみながら六花を見ていたら、彼女もこちらに気づいたようだった。顔だけこちらを向いて、猛もう然ぜんと睨にらみつけてくる。

　──う・ざ・い。み・る・な。オ・タ・ク！

　口パクでむかつくセリフを紡つむいできたが、今日の縁はひと味違った。

（……はっはっは。なーにがオタクだ。自分だって同類のくせして）

　多少こめかみをひきつらせつつ、手元のノートにシャープペンシルを走らせる。そしてページの一部を破りとると、小さく丸めて六花の机へ投げ込んでやった。

「ちょっ、なにすんの」

「──そこ。櫛貴うるさい」

　数学教師の冷れい徹てつな声が響く。六花は、何も言えずに縮こまるしかない。ざまーみろ。

　六花は羞しゆう恥ちと怒いかりに顔を赤くしながら、縁が投げ込んだメモを開く。そして、書かれている文句を見て目を見開いた。

　さあさあ驚おどろけ。

　なにせこちらは、

『おまえの秘密を知っているぞ』

　と書いてやったのである。

　彼女はじっと縁の書いたメモを見つめている。そしてふと我に返ったようにこちらを見返すが、授業中ではそれ以上の身動きが取れない。もどかしさにじりじりしているのが手に取るようにわかって、縁は非常に満足だった。

　五十分の授業が終わると、六花は速そつ攻こうでこちらに近づいてきた。

「ん？　なんですか櫛貴さん」

　彼女は立ち止まらずに、縁の耳元へとささやいた。

「──放課後、つきあって。四時に柿かき立だて公園。池の前」

　息がかかるほどの近きん距きよ離りに、縁は一いつ瞬しゆん固まった。六花は硬かたい表情で離はなれていった。

（池の前……？）

　教室の喧けん噪そうが、遅おくれて縁の耳に届いた。







　柿立公園の場所は、一応知っている。春休みに寮のみんなでさくら祭りを見に行ったところだろう。かなり大きな公園だった。

　だがいきなり呼び出しとは、どういうつもりだ？

「──なーなー縁ー。縁ー。今日は蒼井さん来ないの？　葉留たんはー」

　昼休み。縁はいつものように売店で買ったおにぎりをかじりながら、しきりに対策を考え込んでいた。

「なあ縁ー。きいてるー？　あばばばばばば」

「あーもー、うるさいなもじゃ政。葉留はクラスの女子にとっつかまってるってよ。こっちには来ないって」

「ええー、なんだよそれー」

　森政が、飲むヨーグルト片手にブーイングをあげる。

「もともと友達できるまでの期間限定だったじゃないのよ。必要なくなったから来なくなった。そんだけ」

「そーだけどさ。そーなんだけどさ。はあ……いなくなってはじめて気づくこの喪そう失しつ感かん……君のいないランチタイムは砂の味さ……」

「ざんねんだったなー、棒読み」

「じゃあさじゃあさ、放課後に文ぶん峰ぽう堂どうとか行かない？　国道の途中にあってさ、このあたりじゃ一番でかい本屋なんだ。蒼井さん、本好きなんだろ？　縁が誘さそってくれよ」

「いや、それはちょっと……」

　縁は言葉をにごした。

　葉留の場合、本好きは本好きでも、中に詰つまっている『言葉』が大好物なのだ。森政は、まだその深くて暗い川の存在に気付いていない。

「あ、もしかしてラブっ？　ラブい話？　敵に塩を送る真ま似ねはできないぜ的な」

「悪いけど、俺の方がダメなんだわ。ちょっと用事があるんだ」

　縁は、本気で申し訳ない顔で言った。

「用事？」

「そう。柿立公園まで行かないといけなくてさ」

「なんでそんなとこまで」

「えーっと……寮関係でちょっとさ」

　適当に理由をでっちあげるしかない。つかんだ秘密に森政を巻き込むべきかは、まだ迷っていた。

「俺なんて気にしないで誘えばいんじゃね？」

「いやいやいやいや。そこはそれよ。わかった、また今度にするよ」

　あっさり引き下がってしまう。そこがリア充じゆうと非リアの分かれ道なんだなとぼんやり思う。

　残念そうな森政には悪いが、ひとまず一人で確かめに行くことにした。

　そうして放課後になると、縁は他の生徒に混じって駅行きのバスに乗り、柿立公園へ向かった。

（たしか……駅の反対側に出て、そっからしばらく歩くんだよな）

　自転車通学の生徒が、のんびり車道を走るバスを次々に追いぬいていく。記き憶おくの中の景色は、一面の桜並木と祭りの提灯ちようちんで止まっている。いざ記憶を頼たよりに公園までやってくると、ひっそりと静かなたたずまいに驚くほどだった。

　ほとんど人とすれ違ちがわないまま、例の日本庭園までやってきてしまう。

　薄うす紅べにの花が咲さき誇ほこっていた桜は、すでに新緑の若葉が生おい茂しげり、綺き麗れいに刈かり込んだツツジが池の周りを彩いろどっている。腕うでの時計を見れば、四時五分前。庭にいるのは、あくまで縁一人だけだ。

　六花はなかなか現れなかった。

　いくら待っても現れなかった。

（なんだよおい）

　いらいらとあたりを見回す。

　これは新あら手ての嫌いやがらせだろうか。ストレスを募つのらせ腕うで組ぐみしていると、余計に時間の進行が遅おそく感じる。

　なんとはなしに池の水面を見やると、奥から何かが浮うかび上がってきた。カメだった。二十センチほどのイシガメで、甲こう羅らの半ばからコケまで生やし、いかにも池の主ぬしのような顔つきだ。

「おまえ、ここに住んでるのか？」

　もはやすることもなくしゃがみこむと、水面に縁の顔と、見慣れぬ影かげが映りこんだ。

　あれは──斎さい館かん学園の、女子の制服──。

（というか）

　ハッと振り返った。そこで縁が見たのは、ゴルフのクラブを、スイカ割りの棒のように振り上げる、女子高生櫛貴六花の姿だった。

「死にさらせええええええええええ！」

「ぎゃあああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようが交こう錯さくする。縁は横っ跳とびに左へダイブし、七番アイアンは池のほとりの玉砂じや利りを激しくえぐった。大事な脳のう味み噌そははみ出ずにすんだ。

「櫛貴っ！　おま、おま、おまえ！」

「あたしが何よ！」

　六花は憎にくしみに満ちた目で、こちらのことを睨みつける。いかにも高そうな金属製のクラブを握にぎりしめ、いつでも二打目に移ってやるとばかりに振ふりかぶる。

「お、落ち着け！　どっから持ってきたその凶きよう器き！」

「父の書しよ斎さいよ！　接待ゴルフで必要だから！」

　お父さんの出世道具をそんな風に使っちゃいけません！

「さあそこになおりなさいよ。上からたたくのと下から打ち上げるのとならどっちがいい!?」

「どっちも冗じよう談だんじゃねーよ！　警察！　警察呼ぶぞ！」

「呼びたきゃ呼べば!?　到とう着ちやくする前に一発でも当ててやる！　あんたのことだけはぜったい許さない！」

「なんでだよ！」

　二打目が襲おそいかかる。

「待ちなさいよ卑ひ怯きようもの！」

「ちょっ」

　完全に話がかみ合わず、縁はたまらず逃にげに走った。たまに振り返って見る六花の目つきは──本気そのものだった。怒いかりに燃える目には、涙なみださえ光っていた。
















　身の危険に震ふるえつつ──なにか変だと思う自分がいる。

「おい、櫛貴」

「ひどいじゃない。か、陰かげでこそこそ、卑怯すぎる。あんまりよ」

「卑怯？　おまえ、なんか勘かん違ちがいしてないか？」

「いいからあたしのことはほっておいて！　普ふ通つうに暮らしたいの。もうアイドルになる気なんてないんだから！」

　六花がめちゃくちゃに叫さけんでクラブを振り回す。そうして何度目かの空から振ぶりをした瞬しゆん間かん、怒おこる六花の泣き顔にパッと光が当たった。

（カメラ？）

　真横から、何かのフラッシュがたかれたのだ。光った方角を見ると、庭園の植え込みの向こうへ、誰だれかが走っていくのが見えた。

「おい！」

「も、もうやだ！　やだよもう……っ」

　縁は追いかけようと思ったが、背後で六花が泣き崩くずれた。

　砂利の地面に座り込み、クラブも放ほうり出して泣きじゃくっている。

　迷ったものの、こんな状態の彼女を、一人で放っていくわけにもいかなかった。

　縁は、おそるおそる声をかけた。

「……今のカメラ、櫛貴のこと撮とったのか？」

　六花は、泣きながらもうなずいた。

「前にもあったのか？」

　これにも、うなずいた。そうするのも精せい一いつ杯ぱいのようだった。

「……う、家うちの窓から、撮られたこともあって……」

「なんだよそれ。やばいだろ」

　完全に盗とう撮さつではないか。

「誰かに言ったのか？　警察とか」

　今度は、黙だまって首を横に振った。誰にも言っていないのか。

　そのまま六花は、しばらくしゃくりあげていたが、最後は涙をぬぐって立ち上がった。落ちていたクラブを拾ひろい上げ、歩き出す。

「おい、どこ行く気だよ」

「さあ。わかんない」

「わかんないって」

「……今日は家に誰もいないから……」

「誰も？　母親もか？」

「うち、オヤ離り婚こんしてるの」

「──わ、悪い」

「で、父は出張だから……一人でいるとこに押しかけられたら、ぜったい嫌だし。適当に過ごすわよ。カラオケとかネットカフェとか」

「制服着て？　せいぜい九時か十時までだろ」

　正直につっこんだ。六花は大人びた顔だちとはいえ、高校の制服にゴルフクラブ付きで日付変へん更こう線が越こせるとは思えなかった。特にこの手の街では、深夜営業をしている店の数自体も少ないだろう。

　図星だったらしく、六花はぐっとつまって黙り込んだ。

「……なら、どうすればいいのよ……父さん、帰ってくるの明日あしたの夜なのよ」

「俺んとこの部屋、泊とまるか？」

　そう言うと、六花は目を丸くし、ついで真っ赤になって胸むな元もとをかきあわせた。

「あっ、ああああ。あの、そそそそ、それはちょっと」

　何をそんなに挙動不ふ審しんになっているのか、一瞬意味がわからなかった。しかし次の瞬間、縁は雷かみなりに打たれたように合が点てんした。

「いやっ、違うぞ櫛貴！　誤解すんな！　部屋っつーか、寮りようだ寮！　空あき部屋あるからそっちに泊めてもらえって意味だ！」

　決して同じ部屋にお泊とまりという意味ではなく。

「……寮？」

「そうそう！　うちの校内にあるだろ、鳩居寮。俺、そこの寮生だから」

　我ながら情けないぐらいの言い訳ぶりだ。だが頭に血を昇のぼらせてがんばった甲か斐いもあり、六花は赤い顔なりにうなずいた。

「……そういえば、あったわね。レトロな洋館みたいなの」

「だろ？　男だけじゃなくて、女子もいるから心配するな。な？」

　彼女はしばらく考えこんだ後、蚊かの鳴くような小さな声で「わかった」と言った。縁は心底ほっとした。

　──詳くわしいことは、寮に戻もどってから聞くつもりだった。

　こちらにカメラを向けた人間の気配は、もうどこにもなく、夕焼けに染まる庭園内は、相変わらず静かだった。




　　　　＊＊＊




　六花を連れて鳩居寮に戻ってきたら、円鹿と鉢はち合あわせした。

　彼女は洗せん濯たく物ものが満まん載さいのランドリーバスケットを抱かかえ、廊ろう下かの真ん中できょとんと目を見開く。縁は手をあげた。

「あ、ども。円鹿先せん輩ぱい。椿先輩どこにいますか？」

　円鹿は大きく大きく息を吸い込み、

「すくらんぶ──────────────────っ！」

「ちょ、円鹿せんぱ」

　彼女は脇わき目めもふらず、スリッパの底をきゅきゅっと鳴らして後ろ向け後ろ。洗濯物が勢いよく廊下に散らばり、端はしの方に落ちたあれはたぶん、レモンイエローのブラジャー的なもの。

「来たよ来たよー、みんな来たよー、どんぶらこ！　ゆっかりんが女子つれてかえって来たよー！」

　騒さわぎすぎだろう！

　オウムのベティさんまでパニックになったようで、『おすむびころりん、すっとんとん！』と飛び回る。おすむびじゃないおむすびだ。

「来たか！」

　一階【一○一】号室と【一○五】号室のドアが、勢いよく開け放たれた。中から住友晴明が、昭和眼鏡のブリッジをおさえながら飛び出してくる。さらには私服のスカートにカーディガン姿の葉留も。

「ほほう……これはなかなかなかなかなかなか」

「はじめまして！　わたし蒼井葉留です。言葉を留めると書いて葉留です」

「君は櫛貴六花さんだね。新聞部調べ新入生期待値ランキングベスト５に入ってる」

「わあっ、すごいですね」

「ちなみに蒼井さんも入ってるよ」

「えっ、ほんとですか！」

　葉留が赤くなって照れはじめる。お前らそんなことをしている場合か。

「ほーらほーら、椿さん！　こっちこっち！　はやくはやく！」

　円鹿にせかされるまま、椿がけだるげに玄げん関かんまでやって来た。

「おかえりなさい、縁君」

「……あの。さっき俺、メール送ったと思うんですけど……」

「ええそうね。ゆゆしき事態だから拡散してみたわ」

　両手でスマホの画面を見せてくれる。そしてこの騒ぎか！

「──あたし、帰る！」

　耐たえきれぬとばかりに、六花がゴルフクラブと一いつ緒しよに回れ右して逃げようとした。

「ちょい待て櫛貴！」

「もう無理！　無理だから！」

　だが、そうして帰ろうとした寮の戸口には、箒ほうきを持った寮母さんが立っているのだ。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　すさまじいプレッシャーだった。

　見た目は児童にしか見えない寮母さんは、眉まゆひとつ動かさず、さっさかさと箒を動かす。六花は、いともたやすく押し戻される。手に持つ七番アイアンは、謎なぞの眼がん力りきの前に無力だった。

「あ、あたしは」

「ねえ、櫛貴さん。なにか困ってるなら、相談に乗るわよ。これも何かの縁えんだし、寮生のお友達は大事にしないと」

　椿が呼びかけた。強こわ張ばった顔で振り返る六花に、優やさしく微笑ほほえむ。たぶん──これが一番効果的だったのだと思う。

「あの、わたし、お茶いれてきますね！」

「あたしもてつだうー」

　葉留と円鹿が、給きゆう湯とう室へきびすを返した。縁たちは、顔をくしゃくしゃにして泣き出す六花を連れて、談話室へと移動したのだった。







　廊下の奥で、ベティさんが鳴く声がする。

　ソファに座ってひとしきり泣いていた六花だったが、時間とともに落ち着いてきたようだった。ハンカチを手に握にぎったまま、きょろきょろと部屋の内装を眺ながめている。

「珍めずらしい？」

　晴明の言葉に、六花ははにかんで答えた。

「……すっごいレトロ、ですね。昭和？　もっと前？」

「築百年はたってるらしいから」

「うそ、マジ、古すぎ」

　目を丸くして言って、「ごめんなさい」とうつむいた。晴明は「気にしなくていいよ」と笑った。

「ともかく──話を整理しましょうか。はじめから説明してもらっていい？　さっきのメールだけじゃ何がなんだか」

　椿の言い分は、もっともだった。縁は手をあげた。

「はい、俺が説明します。つまり、俺と櫛貴六花は、オタクとオタ嫌ぎらいで戦争してる途と中ちゆうでした」

「戦争……」

「なんてまた不毛な争いを……」

「悲しいけどこれ戦争なのよねという格言があります。悲しくない戦争なんてありません」

「スレッガー中ちゆう尉いに殴なぐられてくるといいと思うよ」

「で、ある時俺は、こいつの秘密を知ったんですよ」

　秘密、という言葉に、六花の眉が、ぴくりと震ふるえた。

「俺がそのことをほのめかしてやったら、櫛貴が俺を柿立公園まで呼び出しました。俺としては、これを機会に説得するつもりでした。櫛貴、おまえが愛の裏返った重度のアニオタなことはわかってる。ひねくれるのはやめて素す直なおになれと」

「ふざけんじゃないわよなに寝ねぼけたこと言ってんのばっかじゃないの!?」

　六花が絶ぜつ叫きようした。

　ちょうど談話室のドアが開いた時だったので、盆ぼんに湯のみを載のせて中に入ろうとしていた葉留たちが、あやうくこぼしそうになっていた。

　いや、それよりも六花だ。ノーブレスで叫さけんだあげくに仁に王おう立だちしている。

「あ、あ、あたしがアニオタ？　よりによって？　馬ば鹿かじゃないのアホじゃないのダンゴムシじゃないの？　何がどうなるとそうなるの？」

「は、なんだよ。証しよう拠こはあがってるんだぞ。これ、見ろ。これ」

　縁も立ち上がり、制服の尻しりポケットから、例のたたんだルーズリーフを取りだした。

　開いてテーブルの上に広げると、みなわらわらと集まってきた。

「……これは……なに。詩？　歌の歌詞？」

「その通りです椿先輩。一番上の『スイートバスキッス』は、今期からはじまったアニメ『アイドリング＋マスター』のエンディングテーマ曲です。まだＣＤの発売もされてないアニメの新曲を書き写すなんていうのは、アニオタ以外なにもんでもないでしょう！」

「──いや、そうでもないよ久坂君」

　え？

　晴明だった。こちらの前言を否定しつつ、証拠品のルーズリーフをめくっている。

「確かに一枚目は、アニメのタイアップがついてるけどさ、それ以前にこれ全部、百ひやく式しき亜あ衣いの曲の歌詞だよね」

　ひゃくしき、あい？

「『夢ドキ学園』もそうだし『破は天てん荒こう人魚』もそう。この『KIRA☆KIRA』っていうのは知らないけど……歌詞だけ見たらすごいそれっぽいし。デビュー前のやつかな？」

「……誰だれっすかそれ」

「知らないときた！」

　なんで怒おこられないといけないのだろう。

「いいかい、久坂君。これはヨハネの黙もく示し録ろくに並ぶ常識だよ。百式亜衣は愛あい称しよう『アイアイ』と言って、去年の春にデビューしてから人気急きゆう上じよう昇しよう中のアイドルなんだ」

「はあ」

「アイドルって言っても、十じつ把ぱひとからげの大量グループでデビューしてないだけあって、個性は他に比べても際きわ立だってるね。じっさい歌はうまいし、ダンスも独自性があって目をひくよ。作詞をやらせても、かなり独特の世界観の持ち主だ。へたにアイドルって言うよりは、一アーティストタイプと呼びたいタイプだね。個人的には」

　いきなり語りだしてるよこの人。

「よくわからんですけど、人気があるアイドル歌手ってことですか」

「えー、ただの不思議ちゃんじゃん。あたしちょっと苦手かも」

「はっ、円鹿に不思議ちゃんよばわりされる筋合いはまっっったくないね！」

　思い入れたっぷりにウンチクを語られてもピンと来ない。生の芸能関係は、とんと疎うといのであった。

「百式亜衣でしょ？　今ならどっかに出てきてるんじゃないの？　バラエティーとか歌番組とか」

「そうですね椿さん。この時間帯ならポジテレビのレギュラーですね」

　すげえ。何も確かく認にんしないで言ってのけたよ。

　言われた通りにテレビをつけると、あいにくとＣＭの時間だった。

　時間潰つぶしに他局へ移動しようとしたら、「待って！」と晴明が言った。

「ほらこれ、百式亜衣！」

　どうやらＣＭに亜衣が登場したらしい。




『このまろやかさ、キスの口どけにゃん！』




　画面の中では、白い天使の翼つばさを背負った少女が、チョコレートを抱かかえてくるくると踊おどっている。

「これ？　これが百式亜衣なんですか」

「そう。歌も出演も両方アイアイ」

「へー。確かによく見るっすね」

　以前にも見たことがある顔だ。ようやく顔と名前が一いつ致ちした。百式亜衣、百式亜衣。よし覚えた。

　葉留が和風のお雛ひな様さまなら、こちらのお嬢じようさんは生クリームとフルーツが似合うフランス人形だろうか。綺き麗れいにカールしたツインテールに、フリルたっぷりのエプロンドレス。瞳ひとみの青さが、あどけないルックスに不思議な雰ふん囲い気きをプラスしている。

　一緒に流れる歌声も甘く可愛かわいらしく、糖分高めな曲や詞に負けていない。

「なんだかね、聴きいてると癖くせになるんだよね。彼女自身が歌の世界からそのまま抜ぬけ出してきたみたいでさ。やっぱり作詞も自分でしてるせいだろうね」

「なるほど。つまり櫛貴はアニオタじゃなくて、アイドルオタクだったってことか」

「違ちがうわよバカ！」

「そうだアイアイをそのへんのアイドルと一緒にするな！」

「そっちもぜんぜん違う！」

　速そつ攻こうで否定されて、晴明がショックを受けていた。

「んじゃ、ほんとのとこはなんなんだよ櫛貴」

　教えてくれ。こんなに手書きで何枚も、畑違いのアイドルの歌詞を書き連ねる意味はどこにある。

　六花は気まずげに口ごもり、目をそらした。

「……だってこれ……だもん」

「え、なに？」

「だってこれ、あたしが作った詞だもん！」

　縁はぽかんとしてしまった。

　アイドルの詞を作ってる？　彼女が？

「……えーえー、わかってるから何も言わないで。あたしのこと電波って呼ぶ前に、検けん索さくでもなんでもして。今日渋しぶ谷やでやってるミニライブのセットリストは、『スイートバスキッス』と『破天荒人魚』と『ガラス色のラブソング』の三曲で、最後に新曲の初披ひ露ろう。ほら、早くして久坂」

「あ、ああ……」

　一方的に急せかされて、自分の部屋からスマホを持ってきて検索をかける。

　ツイッターのリアルタイム検索をすると、ちょうどそのミニライブが終しゆう了りようした直後だったらしく、会場を出たファンのツイートが大量にヒットした。




『終了なう』

『セトリなんだった？』

『スイバに破天荒人魚とガラス色。あと新曲キタ』

『マジで？　うらやま』




　初披露となった曲のタイトルは──。

「これじゃない？　新曲の名前」

　六花はルーズリーフを持ち上げる。それはファンの晴明も知らないと言った、謎なぞの詞のタイトルだった。その名も『KIRA☆KIRA』──。

「当たってる……セットリストも、新曲のタイトルもまんまだ」

　円鹿が「ひゃー」とすっとんきょうな声をあげた。

　縁もまた、認めるしかなかった。

　会場に行ったファンしか知らない曲の歌詞を、何日も前に六花が書き留めるのは不可能だ。できるとしたら、百式亜衣の関係者ぐらいだろう──。

「いや。ちょっ、ちょっと待ってよ。信じられないよ。だってアイアイは──いや、百式亜衣は自分で作詞してるはずなんだよ。だから歌も踊りもぴったりで」

「そんなのぜんぶ噓うそっぱちだから」

　六花は冷ややかに言い放った。

　駅のコインロッカーに入れてあったスクールバッグのファスナーを開け、中から定期入れを取り出した。内側に、写真が一枚入っていた。

　写真には、ややあどけない年とし頃ごろの六花が写っている。今と同じようにむすっとした顔つきだ。隣となりには、同じくややあどけない顔の百式亜衣が、満面の笑えみで立ってピースサインを繰くり出している。

　神社のお祭りらしく、赤い提灯ちようちんと鳥居が、半分だけ写っていた。

「え、え、アイアイ──百式亜衣？　櫛貴さん？　知り合いなの？」

「知り合いっていうか、姉なの。双ふた子ごの姉。本名は櫛貴愛あい」

　今度こそ縁たちは、度ど肝ぎもを抜かれて叫びそうになった。

「あねえ!?」

「二卵性だから、似てないっていう突つっ込こみはなしね。そんなのあたしが一番よくわかってるから」

　六花いわく、小五の頃に姉と二人で東京の親しん戚せきのところへ遊びに行き、繁はん華か街がいを歩いていたところをスカウトされたそうだ。双子のユニットで、デビュー寸前まで行ったという。

「東京の事務所に入って、毎週上京してレッスンして……中学からは、愛姉──櫛貴愛と一いつ緒しよに向こうの私立に通かよったの。住む場所は、事務所で用意したマンションで。あたしが書き溜ためてた詞も、もちろんそのユニットで使ってもらう予定だったの。愛姉と二人で一緒に歌うつもりだった。でも、直前であたしだけクビになっちゃった。かわいすぎる歌のイメージとあたしが合ってないって」

「ひ、ひでえな……」

「仕方ないし。あたしほら、笑うのとかヘタすぎだから」

　複雑そうに唇くちびるをゆがめる。もしかしたら、それで笑っているつもりなのかもしれなかった。

　確かに六花は、大人びて表情も硬かたく、愛想がいいとはお世辞にも言い難がたい。顔立ちは整っているが、人を寄せ付けない、クールな美び貌ぼうの持ち主だ。愛想と愛あい嬌きようが売りの百式亜衣とは、方向性からして違いすぎる。

　こんなにも似ていない双子もいるのか。そういう意味でも衝しよう撃げきだった。

「そういうわけで、あたしは今でも『百式亜衣』っていうプロジェクトに、サポートメンバーとして参加してる状態なの。歌うのは姉の櫛貴愛で、あたしは作詞担当。これ、極ごく秘ひ事じ項こうだからぜったいに口外禁止よ」

　念を押されるが、とても話して信じてもらえる自信がなかった。

「じゃあ、さっきの盗とう撮さつ野や郎ろうは……」

「──あいつは……あたしが東京にいた頃から、あたしターゲットにつきまとってきてる奴やつなの。ほんと気味悪いの。勝手に写真撮とったり、フリーのメアドで気持ち悪いメール送ってきたり。見る？」

　六花はそう言って、スマホの中に残してあるというメールを、縁たちに見せてくれた。




『件名　かわいそうな六花ちゃん』

『件名　みんなに利用されてるんだね』

『件名　君のほうがデビューするべきだったんだ』

『件名　君を救ってあげたい』

『件名　新曲　きいたよ　すごいよかった』

『件名　あれは　ぼくの歌　だね』




　まともにのぞき込んで後こう悔かいした。件名として羅ら列れつされる言葉を視界に入れたとたん、ぞわりと肌はだがあわ立った。

「きっ、きしょい──！　きもいきもいきもいきもいマジきもーい！」

　円鹿が二の腕うでをさすって悲鳴をあげた。

「なにこれ。ぼくの歌とか電波さん？」

「それは、『ガラス色のラブソング』が発表された頃のやつ……中身は、ないの。いつも件名にだけ言いたい事書くの」

「メアド変えないの？　そしたらメールだけでもシャットアウトできるよねこれ」

　晴明の質問に、六花は首を横に振ふる。

「勝手に変えたら、杉すぎ田たさん……マネージャーにまず感づかれる。あの人のことだから、柿立市になんかいないで、目の届く東京にいろって言うに決まってるもの」

「嫌いやなんだ」

　六花は、はっきりとうなずいた。

「あたしは、向こうでがんじがらめに色々言われるのがうんざりだったの。だから、一いつ生しよう懸けん命めい説得して、高校からこっちに戻もどってきたのに……」

　だが、現実は違った。実際に故郷へ帰ってからも、ストーカー被ひ害がいは終わらなかったのだ。六花は深く息を吐はき出した。

「──っていうか……あたし、犯人は久坂だと思ってた」

「はっ!?」

　いったい何を根こん拠きよに!?

　六花は「これ」と、続きのメールを見せた。




『件名　斎館学園に入るんだね』

『件名　ぼくも　入るよ』

『件名　四月から　よろしく』




「これ……」

「見た時はもう入学手続きも終わってて、辞退もできなかったの。高等部から入る受験組の男子ってだけでも、わりと限られるでしょ。で、東京からこっちに来たって自己紹しよう介かいで言ってたし、案の定オタクだったから、もうぜったい久坂だって──先手必勝で嫌きらわれるぐらい叩たたきまくれば、向こうから諦あきらめてくれるかもーって思ったんだけど……」

「なんだよちげーよ！　むっちゃ偏へん見けんじゃねえですかそれ！」

「うん。まあそうだったみたいね……」

　気まずげに目をそらす六花だった。

　縁を犯人だと思ったからこその、自己防衛をかねた罵ば詈り雑ぞう言ごんだったとわかったが、誤解で趣しゆ味みを非難されまくったこちらの身にもなってほしい。

「俺じゃないから。別人だ」

「わかったから──ごめんなさい」

　赤い顔のまま謝られ、縁は言葉につまってしまった。

「ほんともう、ひどいこといっぱい言った。許してください。お願いします」

「い、いやまあ、わかればいいんだけどさ」

「ほっ、ほら！　謝ったし！　あとどうしろっていうの？　どうすればいいの？　ねえっ」

「落ち着けよ……」

　どうしていいかわからず慌あわてはじめる六花に、縁はそう言うことしかできなかったのだ。

　考えてみればこちらも、対たい抗こうするためにけっこうな目にあわせてきた気もするし（パンツも見てしまったし）。あまり騒さわぎ続けるのも違ちがうかもしれない。

「ということは──よ。問題は、今日の六花ちゃんの身の置き所ね」

　椿の言葉に、現実へ引き戻される。

「親おや御ごさんが家にいないっていうなら、たしかに別のところに泊とまった方が安全かもしれないわ」

「そうなんですよ。だからうちの寮りように泊まればいいと思って、連れてきたんですけど」

「許可が取れれば大だい丈じよう夫ぶよ。どうですか？　寮母さん」

　椿が、談話室の壁かべに向かって呼びかけた。すると三秒後、壁の向こうからカーン！　と寸ずん胴どう鍋なべを叩く音が響ひびいた。

　部屋の隣は、確か厨ちゆう房ぼうだ。椿が笑う。

「良かったわね六花ちゃん。今日はオムライスらしいから楽しみにしてて」

「やたー、お泊まりけってい。女子かい女子かい」

　円鹿が飛び上がって喜んだ。

　晴明も一見冷静だが、眼鏡のブリッジをおさえて「アイアイの妹さんと一緒に……」と呟つぶやいているあたり、それなりに喜んでいるようだ。そして葉留は──。

（葉留？）

　お茶の盆ぼんを抱かかえたまま、彼女だけが妙みように静かだった。




　　　　＊＊＊




　いつもより一人多い夕食が終わった後、六花が談話室で上級生に囲まれていた。

　表向きは彼女をさびしがらせないためという大義名分があったが、実際は六花の方が質しつ問もん攻ぜめにあっている状態だった。気になる歌手や俳優の内情にみんな興きよう味み津しん々しんらしい。

「へー、三み野の輪わカノンと同期だったんだ！」

「……はい。まあ、同期というか同じ時期にレッスン受けてたというか」

「じゅうぶんすごいよ」

「ねーねー六花ちーん。噂うわさであるじゃん。じつはあんま仲良くないっていうＡ○Ｂの──（ピー）と──（ピー）ってほんとー」

「それは……あたし的にノーコメントで」

　六花はぎこちないなりに、質問攻めに耐たえているようだ。

　正直、縁の出番はない感じだった。前にも言った通り、生の芸能界の方はとんとうといのだ。これは先せん輩ぱい方に任せた方がいいかもしれない。

（……まあいいよな。櫛貴も気がまぎれるだろうし）

　買い置きのカップ麵めんでもすすりながら、小説の続きでも書こうかと思いたち、給湯室へ向かった。すると、なぜか天てん井じようの電気が消えているのに、ガスがついている。さらには誰だれかがヤカンで湯を沸わかしている。

「葉留？」

「……くーさーかー、くーん」

　ぐるりと首がこちらを向く。青い炎ほのおに白い顔が浮うかび上がって、なんだか怖こわい。問答無用で壁のスイッチを押して電気をつけた。すると、いつものちびっこい蒼井葉留が現れた。ガス台の前でこちらを見ている。ほっと息が出た。

「なにしてんだおまえ。んな暗いとこで」

「唐とう突とつですがクイズの時間です。『薬や缶かん頭あたま』という日本語に対して適切な語ご釈しやくはどれでしょう。一、短気で怒おこりっぽい。二、とても硬くて頑がん固こ。三、丸顔」

「え、なに、三さん択たく？　ヤカン？　ヤカンの頭だろ？」

「そうです」

「湯を沸かす道具だから……沸ふつ騰とうしやすくて短気。一番！」

「残念。はずれです。正解は四番のツルツルのはげ頭です」

「三択違うじゃねーかよ！」

「広こう辞じ苑えんにも日本国語大辞典にも岩波国語辞典にも新明解国語辞典にも載のってるきわめて基本的な日本語です」

「もっとほかに載せるもんあんじゃねーの……」

　いや、それ以前に葉留の様子が変だ。どう考えてもおかしいだろう。

「うふふふ、ご心配は無用です。読書のお供でココアが飲みたくなったんです。火って見てると落ち着きますよね……」

「あ、ああ。もちろん辞書なんだよな」

「ええ、もちろんですよ……今日はちょっとしっとり岩波古語辞典って気分なんです。元始に返れといいますか」

　古語の辞書がどうしっとりするのかさっぱりわからないが、そういうことらしい。

「慣れるとあの字の小ささも、解説の長々しさも癖くせになりますよね……動詞が終止形ではなく連用形で載ってるところもわが道を行く感じで素す敵てきです」

「いや、骨太読書タイムも結構だけどさ、葉留は談話室、いかなくていいのか？　なんかけっこう盛り上がってるみたいだぞ。芸能界の裏話とか聞けるらしいし」

「……わたしはですねえ、久坂君。今日はクラスのみなさんと一いつ緒しよにお買い物に行ってきたんですよ」

　また関係ないところへ話がとんだ。

　彼女は妙に遠い目をしている。

「国道沿いのショッピングセンターです。大きなスーパーもお洋服屋さんもいっぱいありました。みなさんお洋服が見たいらしくて、わたしもみなさんの後をついていきました。でも気がついたら、みなさん自分ではなくわたしにどんな服を着せるか相談してるんです。ちょっとした恐きよう怖ふですよ。わたしは試着室に連れていかれ、次から次へと脱ぬがされて着せられ脱がされて着せられ脱がされて着せられ脱がされて着せられ脱がされて着せられ脱がされて着せられ」

「た、たいへんだな」

「ええ。さらには携けい帯たいのカメラにおさめられ」

　ぱしゃぱしゃと鳴り響くスマホのシャッター音。

　ひとりショーモデル、等身大リカちゃん人形をこなしてきたらしい。

「あげくにみなさんがおっしゃってることがもう、もう、もう……！　ねえ久坂君、『甘めワンピ』の『甘め』ってなんだと思いますか。服に味がついているってことですか？　『きれいめシャツ』って用法としてあってるんですか？　『きれいなシャツ』とどう違うんですか？　『もてカワコーデ』って、いつから『コーディネート』の略語が『コーデ』になったんですか！　いつからですか！　ねえいつから！」

「き、聞いたのかそれ全部」

　葉留はぎゅっと目をつぶり、ぎゅっと小さな両手もにぎり、喉のどの奥から声をしぼりだした。

「……………………………………聞きませんでした」

「おお、すごいぞ葉留！」

「久坂君の教えを守り…………断腸の思いで……」

　すごいじゃないか。やるじゃないか。やればできる。もはやそう言うしかなかった。

「おなかにもやもやがいっぱいたまったまま、寮に帰ってきました。そしたら久坂君ときたら、わたしがこんなに大変な目にあってる時に、女の子と仲良しになってるじゃないですか」

「いやそれは！」

「ひどいですって言おうとしたんですけど……だめですね。理由を聞いたら怒れなくなってしまいました」

　葉留は眉まゆを下げたまま苦く笑しようした。

　縁もまた、怒り返せなくなってしまった。

　葉留は、談話室の方角を向いた。その目は、本気で心配をする目だった。壁の向こうにいる六花のことを、だ。

「櫛貴さん、大変ですよね……何か力になれるといいんですが」

「ああ……そうだな……」

「ヒントはあるんですよね。今年入った一年の男子生徒……」

「メールの内容がその通りなら、だけどな。高校からはそんなに採とらないって言ってたから、しらみつぶしに当たってきゃ見つかるかもしれねえけど……」

「簡単に見つかる人数でもないですよね。単純計算で……五十人ぐらいでしょうか」

　あまり気持ちのいい作業ではなさそうだ。

「他ほかにヒントになるとするなら……『ぼくの歌』というのも気になりました」

「なんだ、あれは僕の歌だうんぬんってとこか？」

「そうです。調べてみる必要があるかもしれません──」

　情けない顔から一転して、思案にふけっている。

　しかしあらためて思う。この蒼井葉留という人間は、基本的に情に厚くてのめりこみやすいやつなのだ。こうやってすぐに感情移入して、応おう援えんをはじめてしまうのだから。

「──なあ、葉留。おまえもさ、そんなしんどくなるまでがまんする必要ないんだぞ」

　縁は、ついついお人よしの葉留に向かって言っていた。

　なりは小さいが、感情は人一倍豊富で、なにより感じやすいのだろう。それを閉じ込めて抑おさえろと言っても無理があるのだ。

「俺はラノベ書きたくてこっちの学校来て、櫛貴に叩たたかれたらやっぱむかついた。やりたいことやれないのはごめんだって思ったわ。おまえだってそうだよな」

「わたしは……」

「そりゃ、辞書が好きとか日本語が好きとか、俺以上にあんまりいない趣しゆ味みではあるけどさ。でもわかってくれるやつだって、どっかにいるだろ」

　こんなにたくさんの人間がいるのだから。いないと断言するのは寂さびしすぎる。

「大丈夫だ。いまおまえの周りにいる連中だって、ちょくちょく小出しにすれば、完かん璧ぺきは無理でもドン引かれることもないだろ。自分のキャラ全部捨ててまで合わせるって変だ──」

　ピー！　っとヤカンの笛が鳴りだした。だから縁はその時、葉留がどんな顔をしていたのか、きちんと注意していたわけではない。

　ただあらためて見た葉留は、目を細めてうれしそうな顔をしていたのだ。本当に、心臓をトンと叩かれた気がしたほど。

　葉留はヤカンの火を止めると、棒立ちだった縁の両手をぎゅっと握にぎった。小ぶりだがやわらかく、あたたかい手だった。

「……そうですね、久坂君。ありがとうございます。そう言ってもらえると心強いです」

「あ、ああ……」

「やりたいこと、ありますよ。わたしにも。できるかどうかわからないけど、ずっとずっと、夢みてたこと。凜り花かさんとの約束──」

「りかさん？」

「内ない緒しよです」

　吐と息いき交じりに囁ささやいてから、葉留はあらためて目を合わせた。

　──こういう時の、それ以上の追つい及きゆうを受け付けない、やわらかくも透とう明めいなまなざしは、一気に葉留の年ねん齢れいを不ふ詳しようにする気がする。縁などは到とう底てい立てない場所から言葉が紡つむがれているような気がしてしまう。

「ふふっ。もうもう、わたしったら本当におばかさんですよね。そうです、がまんのしすぎはよくないですものね。久坂君が言う通りです。そうです！　せっかくですから、今から行って櫛貴さんとお話ししてきます。あの素敵な詞の秘密をうかがいたいですし！」

「おい葉留！」

　葉留はいそいそとココアの入ったカップにお湯をそそぎ、今度は満面の笑えみで言った。

「楽しみです。じっくりたっぷりおうかがいしてみます！」

　そのまま、スキップしそうな勢いで給湯室を出ていった。

　残された縁は、時間差で思う。もしかして自分は、野や獣じゆうを野に放ってしまったのではないだろうか。

（い、いや、ちょくちょく小出しにって言ったのを、ちゃんと聞いてれば──）

　だが実際に談話室から響ひびいたのは、櫛貴六花の阿あ鼻び叫きよう喚かんめいた悲鳴だった。

　──ああ、遅おそかった──。

「いやっ、やめてええ！」「お願い勘かん弁べんして」「あっ、ああ」「もう嫌いや」「それだけは」「いやあっ！」──音だけ拾えば、いっそエロティックですらあった。縁にとっては、拷ごう問もん現場を盗ぬすみ聞きしている状態だった。

　創作をしている人間にとって、蒼井葉留の好こう奇き心しんは劇物だ。あらゆるものをなぎ払はらうビームサーベルだ。

「わかりました櫛貴さん！　この『KISSしてTEACHER　あなたがいないと☆も見えないマーメイド』の意味とは」

「耳元で読み上げないでええええ！」

「だって読まないとわからないじゃないですか。マーメイドって人魚のことですよね。上半身が人間で下半身は魚の形をした想像上の動物。食べると若返るっていう俗ぞく信しんもある。一説にはジュゴンやマナティみたいな海かい獣じゆうがモデルだそうですが、ジュゴンもマナティも明るい南の海に棲せい息そくしてますよねえ……。星も見えないほど暗い場所にいるとは思えないんですが」

「だからそれは」

「でもわたし思い出したんです！　人魚は『サンショウウオ』の異い名みようでもあるって！」

「さっ」

「中国の古典の『山せん海がい経きよう』ですね。こちらには人魚はナマズに似て四足で、サンショウウオに似ているとあります。西洋の人魚とはちょっと雰ふん囲い気きが違ちがいますね」

　ちょっとというかもうそれは半魚人だ。

「本物のサンショウウオは、各地の湿しつ地ちに棲すんで、産卵期には水に入ります。星も見えない暗い場所という意味では、こちらの人魚像に近いと思うんです。つまりつまり、『接せつ吻ぷんしてください先生、私はあなたがいないと湿地に暮らすサンショウウオなのです』という意味になるんですね！　オオサンショウウオなんて体長一メートルとかになるんですよすごいですね！」

「両生類は、やめて、お願いいいいい！」

「えっ、ではどういう意味なんですか？　教えてください櫛貴さん」

「もういや……もういや……」

「櫛貴さん、起きてください櫛貴さーん！」

　──俺はミミズで、お前はサンショウウオか。

　強く生きろ、櫛貴六花。縁は壁かべ越ごしに十字を切って祈いのるしかなかった。




　　　　＊＊＊




　そして、草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき──縁は布ふ団とんの中で目をさました。
















　なにか天てん井じようで、聞きなれない物音がした気がした。

（……なんだ？　猫ねこ？　ネズミ？）

　ふだんは、ほぼ無音のはずだった。それ以前に、ここは一階だ。天井裏で何が駆かけ回ろうがわからない──とまで思って、今日は二階の空き部屋に、六花が泊とまっていることを思い出した。真上の部屋を使っているのだろう。

　縁はついでに起き上がって、トイレへ用をたしに行くことにした。

　ぺたぺたと裸足はだしで、腹をかきつつ消灯済みの廊ろう下かを歩いていく。

（ほんとに哀あわれだったな、あの断だん末まつ魔まの悲鳴……）

　談話室の惨さん劇げきを思い出しながら、角を曲がる。

「いでっ」

「きゃあ！」

　いきなり目の前に、星が散った気がした。大きくよろめき、壁にぶつかると電気のスイッチが入った。天井の明かりがつく。

　板張りの廊下の真ん中に、当の櫛貴六花が頰ほおをおさえて座り込んでいた。

「ったい……え、久坂？」

　誰だれかの借り物──おそらくは円鹿のものに違いない、ウサギの着ぐるみ風の、フード付きパジャマを着ている。

　デザイン自体は、非常に可愛かわいらしい。子供っぽいとも言う。

「……ほんとおまえって、そういうカワイイ系、似合わないのな」

「はあっ？」

　心底そう思って、実際に口にも出てしまったらしい。六花が真っ赤になってこちらを睨にらみつけるので、縁はあわてた。

「いや、カワイイ系っつーか、イロモノ系っつーか……」

「どーせ可愛くない女だし。あんたに言われたくない！」

　殴なぐられる、と身構えたものの、彼女の平手や蹴けりは飛んでこなかった。かわりに彼女は、床ゆかの上で勢いが削そがれたように苦く笑しようしていた。

「……やめた方がいいわよね。もうあんたにきつくする意味、ないんだから」

「櫛貴……」

「わかってんのよ。ほんとのこと言われてむかついてたら世話ないし。あっちのマネージャーやプロデューサーに、同じことはさんざん言われてるの。櫛貴愛に比べて可愛くない、似合わない、アイドルにはむいてない。もう耳にタコができるくらい」

「それはおまえ」

　なまじ端たん整せいすぎる顔立ちなだけに、服の方の安っぽさや子供っぽさが完全に浮ういてしまっているのだ。姉の愛のようなふわふわ甘ったるいアイドル路線は、彼女の良さを殺してしまう。それ以上でも以下の意味でもない。

　六花自身は、別の意味で受け取ってしまっているかもしれないが──。

「……よくわからんけど、べつにアイドルするだけが、歌手になる道じゃないんじゃねーの？　ロックだってクラシックだっていっぱいあるだろ」

　床の上の六花は、「ううん」と力なく首を横に振ふる。

「べつにそれはいいの。今さらステージに立ちたいとか、そういうのに未練はもうないから。今はあたし、別のことやりたいし」

「別のこと？」

「その……ぜったい笑わないでよ。小説書きたいのよ。オリジナルの」

　六花は、ちらりとこちらを見上げた。縁は、思わず大口を開けてしまった。

「……おま、おま、人のことさんざんキモイキモイ連呼しといて！　自分も書くのか！」

「だから悪かったって言ってるじゃない！　嫌きらわれるために言ってたんだから！」

　言うにことかいて小説。なんてこった。本格的にご同類だったなんて。

「……なんか……なんて説明したらいいのかな。仕事抜ぬきで書けるものが欲ほしかったのよ。歌の詞を作るのは、あたしじゃなくて百式亜衣のものになっちゃったから、それ以外であたしだけのもの。そういうのがないと息が詰つまりそうだったの。もっと誰にも見られないで好きに書きたくて、周りにムリ言って実家に戻もどって来て……そしたら目の前に、なんにも気にしないでマンガやアニメの話して、ノート広げて小説書きまくってるオタクがいたじゃない。なんか別の意味でもむらむらむかむか来たっていうか」

「櫛貴。おまえってやつは……」

　本当に八つ当たりではないか。

「ほんとごめんなさい。当たっちゃいました」

　ちゃいましたじゃないだろう、このこけおどし女。正座してウサギの着ぐるみパジャマ着て頭をさげるな。化けの皮がはがれるにもほどがあるぞ。

　だが縁としても、六花がどうして親にも事務所の人間にも、ストーカーのことを報告したがらないのか、理由がわかった気がした。

　彼女は『百式亜衣』名義になってしまう作詞ではなく、自分だけのオリジナル──小説が書きたいのだろう。そのために手に入れた自由な執しつ筆ぴつ環かん境きようを、何があっても手放したくないというわがまま。いや、わがままと言うのは可哀かわい想そうかもしれない。

　たった一つの寄る辺べが欲しい。ただそれだけの気持ち。

（わかるけどさ）

　当の縁自身、今の暮らしを守りたくて、親とけんかしてまで寮りよう暮らしを選せん択たくしたのだ。一方的に責められるものではない。

「だから久坂。今日は……いろいろありがと。おかげで一人で家に帰らないですんだし、余計なことも考えなくて気もまぎれたかも。みんないい人よね、この寮の人」

「葉留のやつに『処しよ刑けい』もくらったしな」

「う」

　六花が言葉につまって固まった。

「…………あの、久坂？　彼女っていったい……」

「べつになんの意味も悪気もないぞあれは。ただ単純に日本語が大好きなだけだ」

　そしてそれが何より恐おそろしいだけだ。

　六花はあごに手をあてて考えこんでいる。

「日本語が大好き」

「そう」

「…………怖こわいわね」

「ああ。俺の天敵だ」

　すると彼女は、少しだけ皮肉げに笑った。

「ふうん。天敵ねー」

「櫛貴？」

「べつに。ていうかここ、無む駄だに寒くない？　家じゃこんなに底冷えしないわよ」

　ぶるぶる寒いとばかりに両りよう腕うでをさすり、床から立ち上がった。それはまあ寒いだろう。古い寮で隙すき間ま風だらけなのだ。

　そのまま彼女は、縁に背を向ける。一歩進んだところで、あらためてこちらへ振り返った。

　自分が着ているウサギパジャマのフードを、軽く両手で持ち上げ、

「こういうかっこ、蒼井さんならすごく似合いそうね」

　言うだけ言って、こちらの返しを待つことなく、歩いて階段を上がっていってしまった。きしんだ音が、二階へと続いていく。

「……なんじゃらほい」

　縁もまた、当初の目的をすませて自分の部屋へ戻った。

　そしてためしに布団の中で、言われた通りにウサギのフードを脳内の葉留にかぶせてみた。

（ぶっ）

　それはもう、恐ろしいぐらいに似合いまくっていた。服じゃない。皮だ。完全に人体の一部の皮ひ膚ふだ。噴ふき出すのを必死にこらえ、冷静になるまでずいぶんかかった。

　そうしてふと思い出すのは、給湯室で語った葉留の姿なのだ。

　友人関係につまずけば落ち込み、励はげませば笑え顔がおになり、そして困った人間を見過ごせない、蒼井葉留。




　──他ほかにヒントになるとするなら……『ぼくの歌』というのも気になりました。




　あいつ──調べてみるとか言っていたが、いったい何が引っかかると言うのだろうか。

　一度気になりだすと、もう他に何もできなくなった。縁は布団から起き上がって、置いていたスマホをひったくる。

（たしか『ガラス色のラブソング』が出た時って言ってたよな）

　試ためしに飛んだ動画サイトに、プロモーション用の映像があったので、そのまま視し聴ちようしてみた。

　一分ほど経過して、縁は息をついた。

「──だめだ、わからん」

　ふりふりのお姫ひめ様の衣い装しようを着た百式亜衣が、ぬいぐるみを小こ脇わきに抱かかえて歌い踊おどっている。歌声は甘く、笑顔は可か憐れんで振り付けは特とく徴ちよう的なダンスナンバー。

　お金のかかったおしゃれ可愛いムービーだが、今までの歌と特には変わらない──ような気がする。

「……信者じゃねーとわからんのかねこれは」

　縁は妙みような敗北感を覚えながら、襲おそいかかる睡すい魔まに耐たえ切れず布ふ団とんに突つっ伏ぷした。そのまま朝まで、ノンストップで眠り続けたのだった。







　　　第三章　百ひやく式しき亜あ衣いの光と影







　翌朝──。

「おはよう」

「ぐっもーにんっ」

「おはようございます！」

　窓から日光が差し込む食堂に、ぞくぞくと寮生たちが集まってくる。

　いつもよりカウンター上のトレイが一人ぶん多いのは、昨日から泊とまり込んでいる六ろつ花かがいるからだ。

　湯気のあがる味み噌そ汁しるに、魚と温泉卵。縁ゆかりがアジの干物を箸はしでほじっていると、斜ななめ向かいにその六花がトレイを置いた。

　パジャマから着き替がえて、チャコールグレイのセーラー服を着ている。

「……なにか用？」

「いえいえ、べつに。ふーん」

「むかつくやつ……」

　昨夜のウサギパジャマがどれだけ浮ういていたか、自分でもわかっているらしい。勝手に真っ赤になって席についているが、こちらはあくまでノーコメントだ。

（べつに、似合っている方が普ふ段だん着ぎなんだからいいじゃねえの）

　触さわらぬ神にたたりなしを貫つらぬいていると、円まど鹿かが六花の隣となりに座った。

「ねーねー六花ちん。きのーの夜はー、まーじ楽しかったねー」

「あ、はい。ありがとうございます」

　笑う円鹿に、六花はぎこちなく笑い返した。いったいどんなサバト──いや、女子会を繰くり広げたのやら。

　反対側には、椿つばきが腰こしかける。

「で、今日はどうするつもり？　学校行ってそのまま帰るの？」

「それは……一応、そのつもりです。夜には父も帰ってくると思いますし……」

「えー、だめだよー。一人で帰るなんてあぶなくない？　誰だれかいたほーがいいよ」

「じゃあ縁君、良かったらお家うちの方まで送ってあげられない？」

「……べつにいいですよ。俺でよけりゃ」

　他ならぬ椿の頼たのみだった。縁はうなずいて箸を置いた。

「ではでは、わたしも一いつ緒しよにいきます！」

　葉は留るも勢いこんで手をあげた。目は使命感で燃えているように見えた。あるいは対たい抗こう意識か？

　お客様がいる手前、いつもの『連続テレビ小説チキンレース』も開かい催さいできなかった。そうするだけで、余よ裕ゆうたっぷりの登校時間になるのだと思い知る。

　校舎の前で晴はる明あきが、「……いやあ、すがすがしいね。いつもこれぐらいだといいんだろうけど」としみじみ言っていた。他の寮生たちも、各クラスの陣じん地ちへと散っていく。

　縁と六花は同じクラスゆえ、最後まで一緒にいる形になった。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はきかえる間も、おそらく昨夜はあまり眠ねむれなかったのだろう──六花はかなり大きなあくびをしていた。

「……喉のどの奥まで見えましてよ」

　縁が呟つぶやくと、ギッと赤い目でにらまれた。

「……キモイ言い方しないでよ」

「まーね、寝ねつけないのもわかりますわ。俺も昨日は寝そびれて今日は寝落ちしそう」

「なに、なんか書いてたの？」

「いいや。動画あさってたんだよ。『ガラス色のラブソング』のＰＶとか」

　六花が、意外そうに目を見開いた。縁はあくびをかみ殺す。

「今後の手がかりになりそうなもんでもないか、目で見たらなんかわかると思ったんだけどな」

「あれは……とにかくいろいろと評判悪かったから……」

「え、なんで。犯人とは関係なしに？」

「内容が暗いでしょ。あたしも背せ伸のびして、いつもと違ちがうの書こうと思ったのがいけないんだけど。アイアイらしくないって、もうフルボッコ」

　言いながら外靴を自分の下駄箱に入れ、肩かたをすくめた。

「暗いって風には見えなかったけどな」

「曲とＰＶだけはプロデューサー判断で明るくしたのよ」

「しらんかった……」

「そういうこともあるの」

「──ごめん、ちょっといいか？」

　ふいに横から手がのび、一番上の下駄箱から上うわ履ばきを取り出したのは──瑠る璃り井い祐ゆう吾ごだった。「悪い」と謝る縁に、祐吾が小さく笑った。

「……へえ。いつの間に一緒に登校するようになったわけ？」

「え、いやそれは」

「一応心配したんだけどな。ケンカするほど仲がいいだったってこと？」

　後ろにいる六花と、セットで見ながら言うのである。脳のう味み噌そに血が上りそうになった。

「ちっ、違う違う違うぞ瑠璃井！　俺たちべつに」

「いいよいいよ秘密にしといてやるから。また後でな」

　祐吾は有う無むを言わさぬ爽さわやかスマイルで手を振ふり、階段へと走っていった。待ったをかけるいとまもなかった。

　またえらい人に誤解されてしまったものである。縁は、おそるおそる六花を見た。

「……マジアリエナイ、六花ちゃん泣いちゃう、みたいな？」

「なにそれ」

　よりいっそうアリエナイ顔つきで聞き返された。

「だってほら、天下のイケメン様だろ？　カレに誤解されるなんて生きていけなーい、みたいな」

「……意味わかんないし。だいたい顔が良ければなんでもいいなんて思われる方が心外なんだけど」

「あ、そうなの？」

　基本的なところで食い違いがあったようだ。

「わかった実はデブ専！」

「どうしてそう極きよく端たんなのよ。瑠璃井のスペックが高いのは確かで間違いないことだけど、それとこれとは別ってこと！」

「へーえ」

「ええ確かに誤解されることは良くないことだから、これから先は別行動を徹てつ底ていしていくわよ。あたしが先に教室に行って、あんたは後から来て。ちゃんと十秒以上空あけてね」

　六花は早口で念押しして、ぷりぷり怒おこりながら階段へ向かっていった。なぜそこまで怒り出すのかよくわからなかった。

　綺き麗れいな長い脚あしが消えてきっかり十秒たって、縁は歩き出した。せめてそれぐらいの言うことは聞こうかと思ったのだ。

（にしても──）







「……えー、おほん。ここの『なり』の用法についてですが、ぶえっふぉんふぉん、おほ、教科書の四十五ページを見てくだふぉんふぉんふぉん」

　本ほん条じよう景かげ好よし先生、あだ名が『ふぉんふぉん』に定着しつつあるご老人の授業をＢＧＭに、縁は物思いにふけっていた。

　六花が下駄箱で言っていた、『歌の内容が暗い』とはどういうことだろう。

　ちょっとだけヨと思いつつ、教科書の陰かげに隠かくれ、ちょこちょことスマホを動かす。そして『ガラス色のラブソング』の歌詞を検けん索さくしてみる。

（お、あったあった）

　全文が載のっているサイトを見つけた。ざっと上から目を通す。





　　ガラス色のラブソング　作詞　AI HYAKUSHIKI




キミの仕事は 床ゆか磨みがき

くたくたにつかれて 埃ほこりだらけの部屋に　帰ってくる　キミ

いつも泣いていた




ねえ笑って　ボクの望みは いつもそれだけ

小さすぎるボクに キミは精せい一いつ杯ぱいのから笑いをくれる




そんなんじゃなくてさ

そんなんじゃなくてさ




ただ 力が欲ほしかった




お城で噂うわさされる舞ぶ踏とう会

一番ふさわしいのはキミなのに

どうして今日も 床磨き




魔ま法ほう使つかい キミの杖つえの一振りで

彼女を変えて

ボクも変わろう チョッキを着て 馬車の上

さあ




舞踏会がはじまるよ

幸せになっておいで




ねえ笑って　ボクの望みは いつもそれだけ

大きくなったボクに キミは最高の笑え顔がおをくれる




ガラス色に光るキミの足あし下もとを見送って 御ぎよ者しや台だいのボクは

ほんの少しだけ 鳴いた






　──それは、おそらく童話──シンデレラに出てくるネズミをモチーフにした、少々風変わりな失しつ恋れんソングだった。

（へえ……こういうのも書くのか）

　女の子らしい、甘く明るい恋こい心ごころを歌った作品が多い中で、これは確かに異色だろう。視点は『ボク』で、しかも人間ではなくネズミが主役なのだ。

　いつもそばで励はげましていたシンデレラが、魔法使いの魔法で美しく変身してしまう。舞踏会へ向かう彼女を、かぼちゃの馬車を操あやつる御者の視点で見送るネズミ。切ない失恋の歌だ。

（プロデューサーがぶりぶりに明るくＰＶ作った理由がわかるぞ……）

　なんとかお姫ひめ様風の衣い装しようを着せて、ぬいぐるみにしたネズミと踊おどらせて。そうやって明るく取り繕つくろっていたが、そうでもしないと百式亜衣の雰ふん囲い気きから外れてしまうと思ったに違いない。

　個人的にはとても面おも白しろいとは思うが、毛色が違いすぎると言われればその通りだ。ファンに叩たたかれたと六花は言うが、無理もなかった。

（で、ストーカーのやつはこれが気に入ってて、『ぼくの歌』とか言ったんだよな）

　いったい何が琴きん線せんに触ふれたのやら。ネズミ、敗北するネズミの歌──。




「根ね津づ。次から読んで訳しなさっふぉんふぉん」




　どきりとした。

　ふと気がつけば、後ろの席の森もり政まさが、指名されて立ち上がるところだった。

「……えー、また、北野の、神にならせたまいて、いとおそろしく、かみ、かみ、雷かみなり、鳴りひらめき……？」

　たどたどしく、『大おお鏡かがみ』の一文を読み進めている。

　そういえば、奴やつの苗みよう字じは根津だ。

（……根津で、森政。ネズミの……いや、まさかな）

　いくらなんでも。

　確かに彼も外部受験者だが、それだけで疑うのはあんまりだ。しっかりしろ、久く坂さか縁。

　しかし一度跳はね上がった脈みやく拍はくは、なかなか平常値には戻もどらなかった。

　古典の授業が終わると、縁は森政の席へ行った。

「あっ、縁！　もう駄だ目めだボクは。なんで予習してないとこにかぎって当たるかな」

　彼はろくに訳せなかったことを、神も仏もないとばかりに嘆なげいている。

　そうなのだ──こんなにごく普ふ通つうのやつが、犯人であってたまるか。第一森政は、葉留に熱をあげているところではないか。

「どんまい。気にすんなよ」

「まーねー……」

「で、もじゃ政。けっきょく昨日はどうしたんだ？　何もしないで家に帰ったのか？」

「いやー？　それはむなしかったからパスしたよ。一人で文ぶん峰ぽう堂どうまで行ってきたんだ。見てくれ縁、戦利品」

　探さぐりを入れられたとも知らず、森政が、いそいそと本屋のビニール袋ぶくろを見せてくれた。縁は嬉うれしくなった。ほら見ろ大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと森政にはアリバイがあるではないか。本屋に行っていたのだ。

「へええ、すごいなもじゃ政！　よくやった！　最高だ！」

「……ただの声優雑誌なんだけど……？」

　そのまま中休みが終わり、次の授業がはじまる。縁は引き続き、彼が昨日行ったという文峰堂の場所も調べてみた。

　森政の話では、国道沿いの店だと言っていた。

（はっはっは。見ろ、完全に反対方向で……って、ええええ？）

　縁は思わず、地図アプリの画面を凝ぎよう視ししてしまう。たしかに国道は国道だが、よくよく見れば建物のすぐ後ろにバイパスの道が通っていて、線路を越こえればすぐに柿かき立だて公園に行けるようだった。

「こおら久坂！　おまえいい加減にしろ！」

「は、はい！」

　授業の最中でなかったら、頭ぐらいは抱かかえていたかもしれない。世界史の教師が、怒いかり心しん頭とうで教科書を黒板に叩きつけたので、縁はあわててスマホを机の中に放ほうり込んだ。

　これは──どう考えるべきだろう──どうするべきか──。







　考えに考えた末、縁は葉留にも意見を求めることにした。

　葉留は苗字が『アオイ』と言うだけあり、Ｄ組の教室の、一番手前の席にいた。中に入る手間がはぶけ、非常にラッキーだった。

「あ、久坂君！」

「葉留、あのさ──」

　縁が戸口で声をかけようとしたら、みなまで言う前に葉留がすっ飛んできた。

「ようこそいらっしゃいました久坂君。なにか忘れ物ですか。教科書ですか辞書ですか。辞書でしたらこちらに各種取り揃そろえていますよ」

　彼女は廊ろう下かにある自分のロッカーを、縁の前で開けてみせた。なんとなく予想はしていたが、中にはみっちりと分厚い本が──定番の英和辞典や和英辞典に加え、国語辞典から古語や漢和辞典、ことわざ辞典や日本史辞典、世界史辞典や筆順辞典まで詰つまりまくっていた。

「そうですね、英語でしたら『ジーニアス』が鉄板でしょうか。国語でしたら『三さん省せい堂どう』か『岩いわ波なみ』あたりが手ごろなサイズ感でしょうか。でもでも、ちょっぴり眠ねむたい授業にはこれ！　『新しん明めい解かい国語辞典』がおすすめです。とにかく語ご釈しやくのとんがり具合は群を抜ぬいています。『恋れん愛あい』についての説明なんてすでに哲てつ学がくの域で──いえいえ、これは実際に読んでいただければわかると思います。とにかくめくっているだけで暇ひまつぶしになり、しかも先生の目には勉強熱心に見えます。なんてお買い得！」

「……いや、辞書が借りたいわけじゃないんだわ」

　にこにこと『新明解国語辞典』のセールストークをはじめている葉留に、そう言うのが精一杯だった。

「こんな辞書ばっか詰め込んだら、他のもん入れる場所ないだろ。教科書とかどうするんだ」

「そうですか？　教科書は予習復習で持ち帰る必要がありますし、こちらの辞書でしたら寮りように同じものがありますから問題ないと思ってるんですが」

　真ま面じ目めなのかいかれてるのかわからなくなってきた。

「ではなんの御ご用ようでしょうか」

　率そつ直ちよくに問われ、縁は言葉につまった。

「……なんつーか、その」

「その？」

「おまえに、相談なんだ。ストーカーを特定する手がかりに、『ぼくの歌』があるって言ってただろ」

　葉留の顔色が、その瞬しゆん間かん、目に見えて変わった気がした。

「……『ガラス色のラブソング』の件ですか」

「ってことはやっぱり……」

「久坂君も気づかれたんですか」

　縁は舌打ちした。

「ちくしょう。葉留もか……むしろおまえに否定されたくて来たんだけど」

「単純な言葉遊びですけど、どうしても思い浮うかんでしまいますよね」

　現実は否定どころではなかったようだ。

「なんでだよ。あいつそんなことするように見えないのに」

「ここは冷静になりましょう、久坂君」

　葉留が、まっすぐこちらを見上げた。

「こういう時こそ、より慎しん重ちようにです。今はまだ、憶おく測そくの域を出ていません。思い込みで先走ったら大変なことになります」

「じゃあどうするんだよ」

「わたしが探りを入れてみます」

　縁はおどろいた。

「おまえが？」

「はい。毎日顔をあわせる久坂君より、わたしの方が質問役としては適任だと思うんです。警けい戒かいされないように、それとなく話をふって反応を見ます」

「できるのかよ……」

「自じ慢まんじゃありませんけど、害がない顔に関しては自信があるんですよ」

　葉留は、お雛ひな様さまのような顔だちで、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　確かに、目の前にいる彼女に話をふられて、裏があるように取る人間は少ないだろう。特に森政は──。

「……そう、だな。それがいいのかもな」

　今の自分では、顔をあわせたとたんに問い詰めてしまいそうだ。

「さっそく放課後に話してみます。櫛くし貴きさんのお供はできなくなってしまいますが」

「いや、いい。それは俺の方でちゃんとするから」

「わかりました。それではまた後で」

　お互たがい、うなずく。同時に、中休み終しゆう了りようの鐘かねが鳴った。「それじゃ」と別れようとしたら、

「あ、まってください久坂君。せっかくですからこれを」

　呼び止めて渡わたされたのは、『新明解国語辞典』だった。

「………………ああ」

「お元気で」

　二の句が継つげない縁を、ＯＫの印だと思ったらしい。彼女はいそいそと自分の教室内へ戻っていった。

　縁は、その辞書を抱えてＡ組の教室に戻った。

「なに久坂。どこ行ってたの」

「辞書借りてきた」

　隣となりの六花の質問に、縁は投げやりに答える。後ろの席の森政にも、同じように見えているだろう。

「え、うそ。この授業、辞書の指定ってあった？」

「さあな」

「さあなって……」

　とりあえず席につき、葉留おすすめだという『恋愛』の項こう目もくを引いてみることにした。




　れんあい【恋愛】──する（自サ）特定の異性に対して他の全すべてを犠ぎ牲せいにしても悔くい無いと思いこむような愛情をいだき、常に相手のことを思っては、二人だけでいたい、二人だけの世界を分かち合いたいと願い、それがかなえられたと言っては喜び、ちょっとでも疑念が生じれば不安になるといった状態に身を置くこと。




「…………」

　これが、恋愛。

　うん──ヒジョーに深いネ。




　　　　＊＊＊




　放課後、縁は埃ほこりくさい印刷室の中にいた。

　二時間目のスマホいじりが教師の逆げき鱗りんに触ふれたせいで、世界史の課題プリント作りを手伝わされたのだ。

　いったいいつの時代のものだという旧式のコピー機と格かく闘とうし、段ボールからコピー用紙の束を探し出して補ほ充じゆうし、最後に教師の説教を聞きながら肩かたをもみ、ようやく没ぼつ収しゆうされていたスマホを返してもらった。

「──次からは自じ重ちようしろよ。もうじきテストだからな」

「はい。気を付けます。ほんとにすみません」

「ただでさえ春休みの件で目立ってるんだからな、寮りよう生せいの面々は。担任の先生にもあまり心配をかけないように。ねえ、本条先生」

「……まあいいではないですうえっふぉんふぉん」

「先生、先生、しっかりしてください！」

　職員室内で隣の島の机を使う本条景好先生は、世界史教師に話をふられて、お茶をこぼしそうになっていた。相変わらず心臓に悪いふぉんふぉんだ。

（なーにが寮生の面々はだ）

　──まあでもいい。とにかく終わったのだ。

　いささかげっそりしながら職員室を出て、昇しよう降こう口へ向かう。すると、下げ駄た箱ばこの前に六花がいた。

　家まで付き添そうと言いながら、居残りをくらっていたのは縁である。六花は鳩きゆう居きよ寮から取ってきたらしい七番アイアンを握にぎりしめ、空いた手を偉えらそうに腰こしへあてたまま、「お、そ、い」と一文字一文字区切って言った。

「モウシワケアリマセン」

「ありえないありえないありえない。よっぽど一人で帰ってやろうかと思ったわよ。こんな時に居残りってなに？」

　君のストーカーのことを考えてたんですよ、とは言えなかった。

　今いま頃ごろは葉留も、森政に会って探さぐりを入れているに違ちがいない。

「で、蒼あお井いさんは？　どこにいるの？　寮の方にもいなかったんだけど」

「あ、葉留は用事ができたからパスだってさ」

「パス？」

「約束守れなくてごめんって伝言。言うの忘れてた」

　頭をかいてみせると、六花は天てん井じようを仰あおいだ。

「そういうのは早く言ってよ」

「まあまあ。とにかく帰ろうぜ」

「……久坂と二人って……」

　複雑そうにぶつぶつぼやいている。

　まずは六花を無事に家まで送り届けるという、椿に頼たのまれたミッションをこなさなければならない。

「言っとくけど久坂、うちって結構田舎いなかよ。がっかりしないでよ」

「ジャングルの秘境に比べれば、どこも大都会ですよ。べつになんとも思わんから。さっさと行きましょうや」

　六花の家は、ここから市街地へ向かうのではなく、さらに山側へ向かうバスに乗るらしい。けっこうな数の学生が、柿立駅行きのバスを待つ中、あえて反対車線から来る『柿立湯～とぴあ』行きのバスに乗り込んだ。

　しかし参った。ますます雲行きが怪あやしい気分になってきた。

　確か森政の家もこっち方面ではなかったか？

「どうかしたの？　車酔よいでもしたの？」

「……いや。そういやもじゃ政……じゃない、根津森政のやつもさ、こっちの地区から通ってるらしいぞ。実はご近所さんだったりする？」

「根津？　そうなの？　知らなかった」

　意外そうな六花の顔。少なくとも、彼女の日常の視界に入ったことはなかったらしい。これをどう解かい釈しやくするべきか、縁にはまだわからなかった。

　しばらくバスに揺ゆられ続け、最後は『鷺さぎ山やま八はち幡まん宮ぐう前』というバス停で降りた。

　あたりは背の低い山林と畑が広がり、あとは民家がまばらに建つばかり。遠くに学校か病院を思わせる、大きな白い建物が一つだけ見える。

　市の中心部に比べれば、確かにのどかな地域だろう。

「……神社ってどこにあんの？」

　降りた先から、縁は六花にたずねる。

「あんたの背中。そこに石段があるでしょ。そこを登ると八幡様があるの」

「へー」

　うっそうと木々が茂しげる、山林の入り口を眺ながめやる。確かに石段はあるが、長すぎて鳥居も本ほん殿でんも見えない。

「初はつ詣もうでとお祭りの時ぐらいしか人は来ないわよ。ふだんは誰だれもいなくて、あたしと愛あい姉で本殿とかステージにして歌って遊んでた」

　懐なつかしむように目を細めている。

「仲いいのか？　ねーちゃんと」

「良かった。良かったと思う。今は──どうかな。もう仕事仲間っていうか、裏で後押しする相手になっちゃったから」

「複雑だな」

「うん。フクザツ」

　たぶんそんな遊びをしていた子供の頃ころは、自分一人だけが夢から脱だつ落らくしてしまうことも、まったく考えなかったに違いない。ストーカーの影かげにおびえ、しがらみを抱かかえたまま実家に戻もどってくることもだ。

「家はどっちだ？」

「家は、あそこ。青い屋根があるとこ」

　意外に近かった。ここから目と鼻の先だ。

「いいよな、すぐバス乗れて」

「暗くならないかぎり、変な奴やつがいればすぐわかるのよ。送ってもらうのも大げさすぎるぐらい」

「いーや、そういう油断が事故のもとでしてよ櫛貴さん」

「まあ、とにかく上がってよ。次のバスの時間まで、けっこうあるから」

　そう言う六花の後について、畑の間の道を歩き出す。

　櫛貴家は、昔ながらの木造二階建ての母おも屋やに、平屋のプレハブ小屋が増築されていた。それでも敷しき地ちには、じゅうぶん余よ裕ゆうがあるようだ。

　六花はウサギのマスコットがついた鍵かぎを取り出し、引き戸の鍵穴にさしこむ。

「これまた無む駄だにファンシーなキーホルダー……」

「う、うるさいわね。いいでしょ好きなんだから」

　たしかに『アイアイ』のあの詞は、彼女の脳内からひねり出されているようだ。つくづく外見と中身が一いつ致ちしない人間だった。

　縁は嘆たん息そく交じりに顔を上げ、一つ気付いたことがあった。

「……なあ。もう誰か帰ってるのか？」

「え、まさか。父が帰るにしたって、もっともっと遅おそいわよ。車も車庫にないでしょ」

「でもほら、電気がついてるぞ」

　縁はそう言って、プレハブ小屋の小窓を指差した。そこだけ蛍けい光こう灯とうの明かりがついているのだ。

　だが、指し摘てきされた六花の顔から、血の気が引いていった。

「うそ……」

　完全に予想外。つまりこれは、

（泥どろ棒ぼうか）

（さもなきゃ──）

　──例のストーカー。

　口に出すまでもなく、六花が頭の中で何を考えているのか、手に取るようにわかった。

「……く、久坂」

「中入ってもいいか」

「やっ、やめて。あぶないわよ」

「ゴルフクラブ持ってった威い勢せいはどうしたよ。じゃあここで警察呼ぶか」

「それもやめて！」

「どうしろってんだよ！」

「だってだってだって」

　もめにもめている時だった。

　目の前の引き戸が、まるで自動ドアのように開いていった。

（────）

　実際には、家の内側から開けた人間がいたのだ。

　接待用七番アイアンを、振ふり上げる暇ひまもなかった。

　年の頃は、二十代後半の女性である。思い切りのいいベリーショートに、細身のパンツスーツ。高そうな靴くつやアクセサリーも主張が強いデザインで、ほっこりほのぼのした日本家か屋おくの玄げん関かん先で浮うきまくっている。

　これが──ストーカーなのか？

「……杉すぎ田たさん……」

「え、櫛貴の知り合いなのか？」

　六花は、はっとしたようにこちらを向いた。

「う、うん、そうなの。雲雀ひばりプロの、杉田陽はる香かさん。愛姉の、マネージャーをしてるの……」

　百式亜衣の──歌う方のマネージャーということか。

　六花はあらためて、陽香に言った。

「どうしたの、杉田さん。愛姉はいま収録中でしょ……」

「どうしたもこうしたも──ないわよ！　いったいどこをほっつき歩いてたの！」

　鋭するどい剣けん幕まくが頰ほおを打つようだった。

「電話もメールも反応しない。家まで来たらもぬけの殻から。いったいどういうことなの!?」

「あ、ご、ごめんなさい。昨日からばたばたしてて、返事とかしそびれて──」

「そこまでして連れん絡らく取りたくないってことね。言い訳なんて聞きたくないわ！」

　六花の精せい一いつ杯ぱいの説明を、一刀のもとに切り捨てた。玄関のたたきから砂じや利りの庭まで降りてきて、立ち尽つくす六花の肩かたに手を置く。

「六花。あなた自分で言ったわよね。柿立の実家に戻っても作詞の仕事はおろそかにしない。全力で愛のサポートをする。東京にいる時と変わらないようにするから帰らせてくれって。あれは噓うそだったの？」

「……噓じゃ、ないです……」

「あまりこちらを失望させないで。あなたが遊んでいる間も、愛は必死に戦ってるのよ。恥はずかしくないの？」

「あの、それは！」

　縁は横で叫さけんだ。それは本当にストーカーのせいでやむにやまれずなのだと、説明しようと思った。

　だが六花は、必死の形ぎよう相そうで首を横に振った。お願いだから言わないでとばかりに。

（言わないのかよ！）

　縁は、口を閉とざすしかなかった。

「百式亜衣をトップアイドルにしようって、みんなで約束したでしょう。こういう悲しいことをするなら、柿立には置いておけない。私と東京に戻る？」

　六花は首を横に振る。

「……ごめんなさい、杉田さん。あたしがいけなかったです。だから、ここにいさせてください」

「そう。じゃあやるべきことをして。どうするべき？」

「……勝手に音信不通になったりしません。詞も、明日あした中──ううん、朝までに提出します。約束します」

　陽香は、赤い唇くちびるをかすかにほころばせ、六花の色の薄うすい髪かみをなでた。頭をなでられる六花は、されるがままになっていた。いつも以上に従順で幼く見えた。

「今からもう、はじめてもいいですか」

「わかったわ。私も早く帰らないと。まだインタビューと打ち合わせが残ってるのよ。ギリギリだわ」

「バスで来たんですか」

「まさか。裏の空き地に、車を停とめさせてもらってるわ──」

　陽香が自分の腕うで時計を確かく認にんし、顔を上げる。今さらながら縁と目があって、こちらはぎくりとした。

「そこのボクは、六花のボーイフレンド？　駅の方まで戻るなら、乗せてあげるわ」

「いや、俺は──」

「乗りなさい」

　有う無むを言わさぬ口調だった。

　六花の方を見れば、彼女は無言で唇を動かした──ゼッタイニイワナイデ。

　ばれたくない。帰りたくない。ここを守りたい。それが六花の願いのようだった。







　──どうも縁としては、この手のゴリゴリなおばさんが苦手だ。母の夏なつ子こを思い出すから。

　マネージャー杉田陽香が乗ってきたのは、重厚感のある銀のレクサスだった。後部座席に縁を乗せて、すっかり日の落ちたバス通りを走っていく。

「そうなの。あくまでクラスメイトでつきあってはいないって言うのね」

「……そうですよ。単に、席が隣となりなだけです。今日はもう一人来るはずだったんですけど、直前で来れなくなったんです」

「ま、そうなんでしょうね。あの子の見る目が急に落ちたってことはないでしょうし」

　なんだか遠まわしに『悪あく趣しゆ味みな物件』と言われているような気がするが、気のせいだろうか。

「降ろす場所は、駅じゃなくて斎さい館かん学園の前でいいのね」

「はい。中の寮りように住んでるんで」

「寮ねえ……あの子も本当はそういうところの方が、だらけなくて良かったかしら」

「……うちの寮、けっこう審しん査さ厳きびしいらしいっすよ。住所が地元じゃまずムリだと思います」

「まあ、そこはそれよね。なんだってやりようはあるわ。住民票の移動とか」

　陽香は運転しながら、ひとり笑っている。この人なら本当にやってしまいそうな気がした。

「いくら親の監かん督とく下にあるって言ったって、櫛貴さんも男やもめでお忙いそがしいようだし。男親だけじゃ、どうしたって目が届かないわ。どうしたらいいかしら──」

　だんだん本気でむかついてくる自分がいた。

　六花に勝手にさぼるな、義務を果たせと責め立ててくれたが、双ふた子ごの片方だけをデビューさせて、残りに作詞のゴーストをやらせるのは恥ずかしくないのか？　胸を張っていい仕事だと言えるのか？

「ボク。私のこと、ひどい奴だって思ってる？」

　こちらの思いを見み透すかすように、陽香が言った。

　車のミラー越ごしに、彼女と目があった。青と白のアイシャドウに縁ふちどられた、意志の強い目がこちらを見ている。

「百式亜衣のステージは見たことある？　その調子じゃないわよね」

　そう言うと、カーナビの画面が、陽香の操作で切り替かわった。柿立市の地図から、『百式亜衣』のライブ映像へ。

　満員のアリーナ。茫ぼう漠ばくとした暗くら闇やみの中、銀河のように浮かび上がる客席のサイリウム。『アイアイ！』『アイアイ！』と沸わき上がるファンコール。

　すべてに応こたえるのは、たった一人の少女だ。

『みーんなあ、アイしてるようっ！』

　七色の光に照らされたステージの上で、小こ柄がらな少女が歌って踊おどる。ファンを自在に踊らせる。

　舞ぶ台たい上から届けるのは、甘い歌声と甘い笑え顔がお。まぶしくとろけるような、夢のひと時──。

「感想は？」

「アニメの方が好きっすね俺は」

「それも一つの意見よね。本当は、生で見るのが一番よ。『百式亜衣』を演じる愛は、天性の演技者。六花の作る世界観を、完かん璧ぺきに表現できるのはあの子だけ。私たちはそれをより磨みがきあげて発信する。どれが欠けても成立しない、本物のエンタメを提供しようとしてるの。チーム『百式亜衣』よ」

　そう言う声の誇ほこり高さときたら。

　逆に縁は、風に吹ふかれるように冷めてくるのだ。

「……でも、けっきょくはアイドルっすよね」

「ええそう。神のかわりに入れ込める像よ。簡単じゃないわ」

　縁が意味を受け取りあぐねていると、陽香は「idolアイドル」と、滑なめらかな英語発音で言い直した。

「日本語訳すれば、『偶ぐう像ぞう』。神仏のかわりに拝む像のことよ。手本、規き範はんとも言うわ」

　こちらがさらに黙だまり込んでいるのに気をよくしたのか、彼女はますます得意げに笑った。

「ちょっと意外すぎた？　日本人が使うアイドルの意味は、適当で軽すぎるわ。本来ならもっと高みを目指せるはずの言葉なのよ。明治の二ふた葉ば亭てい四し迷めいは『偶像』どころか『本尊』って表記していたぐらい」

「いえ……」

　こんなところにも、葉留の亜あ種しゆがいるのかと思っただけだ。

　そして同じ言葉のウンチクなのに、不快感が倍なのがすごかった。

　葉留はもっと大事に、宝物のように言葉を語る。自分が偉えらぶるために使ったりはしない。

「二人を引き離はなすようなことになったのは不本意だけど、これもより良いものを作るためには仕方ないわ。あの子にもその目的を忘れないでほしいのよ」

　──はじめに約束した通り、陽香の車は斎館学園の正門前までやってきて止まった。

　彼女はこれから高速に乗って、東京へ帰るらしい。

「ああ、そうそう。久坂君。くれぐれも百式亜衣と六花の関係は口外しないようにね」

「わかってますよ」

「お願いね。場合によっては、法的手段に出ることもあるから。よろしく」

　車を降りた縁に芝しば居いがかったウインクを一つして、陽香は車を発進させた。

　とりあえず、縁が言えることはただ一つだ。

「…………ババアがウインクとかやめろ」

「それはちょっと失礼じゃありませんか、久坂君」

　ぎょっとして振ふり返れば、正門の前に蒼井葉留が立っていた。

　日にち没ぼつ後で暗い上に、門柱の死角に入って気付かなかったらしい。恰かつ好こうが紺こん色いろのワンピースとニットのボレロという私服姿だったのも、迷めい彩さい化に拍はく車しやをかけているようだ。

「何してんだよ、こんなとこで」

「それはこちらのセリフですよ。今の綺き麗れいなお姉さまはどなたでしょうか」

　どなたと言われましても。

「……あれ、百式亜衣のマネージャーだよ」

「マネージャーさん……？」

　縁はため息をついた。

「そ。櫛貴の家にいたんだ。鉢はち合あわせして、しこたま櫛貴が𠮟しかられて、で、俺だけここに帰された」

「知りませんでした……」

「もーね、気まずいったらないぞ。密室に一対一。おまえも胃がきしむこと請うけ合いだ」

　葉留はまだレクサスが走り去っていた方角を見つめている。

「そう言う葉留はどうなんだよ。調べの方はついたのか？」

　縁が質問すると、彼女は、ゆっくりと振り返った。どこか悲しそうな表情にどきりとした。

「聞いてほしくて待っていたんですよ。久坂君を」

「……ってことは……当たりだったのか？」

「わかりません。うまくごまかされてしまった感じです。決定的なことは口になさらない感じで」

　当たった感かん触しよくとしては、どこまでも黒に近い灰色という塩あん梅ばいらしい。

「……シロじゃない、か」

「わたし……人を見る目が、ちょっと自信なくなってきています。だって話しているぶんにはとても普ふ通つうなんです。にこにこいい人で、お話もよく聞いてくれて……でも……」

　──なのに噓うそをついている。息を吐はくように真実と違ちがう言葉が吐ける。ショックだったろう。縁もそうだ。

「固有名詞を出さないで、これ以上の追つい及きゆうは無理かもしれません。お力になれなくてすみません」

「いや……いい。あとは、俺がやるよ……」

　しんしんと胃の底が冷えてくるのを感じながら、縁は言った。

　まさかこんな結果になるとは思わなかった。

　互たがいに無言のまま寮へ戻もどると、すでに夕食の締しめ切きりギリギリの時間帯だった。

「そういやおまえ、飯食ったのか？」

「いえ、まだです。まずは報告しなきゃと思いまして」

　──こいつ。森政と別れた後、ずっと表で待っていたのか。たった一人で。

　無む性しようにいじらしく思えてしまった。

「んじゃ、早く行こうぜ。くいっぱぐれるぞ」

「あ、待ってください久坂君」

　彼女の後ろ頭を軽くたたいて、玄げん関かんで靴くつを脱ぬぐ。ベティさんも籠かごの中で、お気に入りの餌ペレツトを食べていた。

　談話室の中では、円鹿と椿がソファでたまっていた。

「おー、ゆっかりん帰ってきた。まーじおかえりさーん」

　縁はむりやり頭を切り替え、明るく答えた。

「どうも。ただいまっす」

「ずいぶん遅おそかったのね、縁君。向こうでなんか食べてきたの？」

「いや、これからです」

　それどころではなかったのだ。

　テレビがついていて、画面ではちょうど音楽番組をやっているところのようだった。某ぼうバンドが、一曲演奏し終わって退場していく。

「あ、見て見て。つぎ百式亜衣だよー」

　どきりとした。円鹿の指し摘てきに、縁たちの目は画面へと釘くぎ付づけになる。

　ひな壇だんの一番前で、百式亜衣──正確には六花の姉、櫛貴愛がにっこり笑っている。

『どうしたのアイちゃん、今日はまたおいしくなっちゃって』

『えへへ。ボクの服をお食べー、みたいな？』

　ピンク色のミニドレスのあちこちに、フェルトのケーキやチョコレートがついている。髪かみ飾かざりのイチゴも合わせて、甘い歌のイメージからそのまま抜ぬけ出てきたかのようだった。

　今も司会者とのトークに、ボケ寸前の返しをし、客席の笑いを誘さそっている。

「ほんと不思議ちゃんだよねー、このひと。ちょっと宇宙人ぽい」

　不思議ちゃんというよりは……。




　──『百式亜衣』を演じる愛は、天性の演技者。六花の作る世界観を、完璧に表現できるのはあの子だけ。




　マネージャー、杉田陽香の声がよみがえった。この話を聞いてしまった今、果たしていったいどこまでが、愛自身の言葉なのだろうか。そんな風に思う自分がいる。そして仮面の下には、どんな顔がある？

「……セーメー先せん輩ぱい、呼んできた方がいいですかね」

「心配ご無用よ。たぶん部屋で録画しながら見てるだろうから」

　ああ、本当にあの隠かくれオタさんときたら。

　画面内のトークは続いている。

『ところでアイちゃん、小耳に挟はさんだんだけど、今度本を出すんだって？』

『はい、そーなんですよ！　なんとアイアイはじめての──ぱぱーん！　小説です！』

　えっと声を出しそうになった。

『へー、小説。やっぱりアイアイワールド全開なんだろうね』

『もっちろんです。歌の世界をもっともっと広げて、かわいーラブストーリーを書いちゃいました。みなさんぜひ読んでみてくださーい』

　愛の手元には、カラフルな装そう丁ていの単行本があった。カメラが表紙をズームで撮とる。タイトルは『空色ゼリービーンズ』とあり、著者は『百式亜衣』とあった。

「ねーねー。六花ちんさ、百式亜衣の歌詞は自分で書いてるって言ってたよね。これもたぶんそーなのかな」

「でしょうね」

「んなわけねえ……っ」

　思わず縁は声を荒あらげてしまった。

「久坂君？」

「……だってあいつ、小説だけは仕事抜きで書きたいって──」

　そのために、わざわざ柿立に戻ってきたのだ。マネージャーに罵ば倒とうされても耐たえ忍しのんでいたのだ。なのになんだこれは。どういうことだ？

　縁は、あらためて周囲を見回して言った。

「なあ、誰だれか櫛貴に連れん絡らくつけられる奴やついないか？　メールでも電話でもＬＩＮＥでもなんでもいいけど」

「いきなりどしたのよ。まじこわ」

「いるの。いないの。どっち」

「私は、交こう換かんしてるけど。いま連絡つけられないとダメなの？」

　救いの神が来た。椿が自分のスマホを持ち上げる。

「すみません。お願いします！」

「──わかったわ。勝手にＩＤは渡わたせないから、私の使って」

「助かります」

　椿は端たん末まつを操作して、縁に手渡してきた。どきどきしながらスピーカーの向こうに耳をすます。

『……もしもし』

　つながった！

「あの、俺だ久坂だ！」

『──なに？　恵え庭にわ先輩じゃないの？』

「その椿先輩からスマホ借りてかけてるんだよ。おまえの番号わかんねえから」

『久坂？　いきなりなんなのよ。こっちはいまむちゃくちゃ忙いそがしいんだけど』

「わかってるよ」

『ほんとに？　明日あしたの朝までに作詞の方仕上げなきゃいけないのよ』

「なんでもいいよ。なあ櫛貴、いまミュージック・キングダム見てるか？」

『Ｍキン？　見てないけど』

「百式亜衣が出てて、小説の宣伝してるんだけど。あれありなのか？」

　六花が息をのむのがわかった。

「やっぱり。許可取ってないんだよな」

『……タイトル……なんて言ってた』

「タイトルはたしか……『空色ゼリービーンズ』って言ってた」

　──ぶつりと通話が切れた。

「おい櫛貴？　櫛貴！」

「縁君？　ちょっと縁君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　椿が隣となりで呼びかけてくる中、縁はスマホから目を離はなしてテレビの画面を見やった。

　そこでは六花の歌を歌う『百式亜衣』が、可愛かわいらしい声とパフォーマンスを披ひ露ろうしていた。

　六花のスマホは、それから何度かけてもつながらなかった。




　　　　＊＊＊




　明け方の五時を回った頃ころ、なんとか満足できる詞ができた。

　六花はマネージャーのアドレスに内容を送信すると、力つきるように二段ベッドの下段へ倒たおれこんだ。

　とにかく疲つかれていて、机に向かってから、飲み物すらろくに口にしていない状じよう況きようだった。なんでもいいから、一秒でも早く眠ねむりたかった。

（……ダメ。目覚まし……かけないと……起きられない……）

　うつぶせから手だけのばして、目覚まし時計に触ふれようとするが、けっきょくやめた。

　明日──いや、今日はもう土曜日だ。いくら寝ねたところで、うるさく言う人間はいない。おとなしく眠らせてもらおう。

　夢の中で、六花は歌っていた。

　まだ小学校の低学年だった頃だ。双ふた子ごの姉の愛と一いつ緒しよに八はち幡まん様の本ほん殿でんに入り込み、さい銭箱の周りをステージにして歌い踊おどっていた。テレビに出てくるアイドルみたいになりたくて、歌を考えるのは六花。振ふり付けを決めるのは愛だった。

　今思えば不ふ謹きん慎しんきわまりない行こう為いだが、あの頃は楽しくて仕方なかったのだ。

　自分たちのステージを作るのがうれしくて、見えないスポットライトを浴びていた。実際に見てくれるのが、神社のリスぐらいでもかまわなかった。




　──すごいね。すごい上手！




　だけどある時、神社の神様は、本物のお客さんを届けてくれたのだ。

　その子はとても色が白くて、優やさしく華きや奢しやな感じの女の子だった。名前はルミちゃんと言ったっけ。一緒に歌おうと言えば尻しり込ごみしてしまうおとなしい子だったが、六花たちのステージに、目を輝かがやかせて拍はく手しゆしてくれた。よく一緒に歌や好きなアイドルの話をしたものだ。




　──ろっかちゃんたちなら、きっと本物のアイドルになれるよ。おうえんするから！




　こちらも安やす請うけ合いして、約束だよと指切りまでして。

　その子とは何回か一緒に遊んだけれど、いつの間にか音信不通になってしまった。あの神社の敷しき地ち以外で会うことはなく、ひょっとしたら人間ではなかったのかもとさえ思うぐらいだ。

　まだ大人にスカウトされることも、本格的にデビューを目指すことも、何も目の前になかった頃の話だ。

　きっと楽しく歌を聞いてくれた神社の神様が、特別に人の形を取ったのかもしれないね。そんなことを愛に漏もらしたら、「夢見すぎ」と鼻で笑われたことがあった。

　そう。櫛貴六花は今でも夢見がちな女子だ。空想するのは楽しくて、だからこそたどりつけた場所もあって、でも神社のルミちゃんと話していた希望とは、ずいぶん違ちがう場所にやってきてしまった気がする。

　あたしは何がしたいんだろう。どうしてこうなってしまったんだろう。わからないよ、ルミちゃん──。




　──ぴん・ぽーん。




　夢うつつに響ひびき渡る、高いインターホンの音。これは──夢じゃない。現実の音だ。

　たまらず六花は寝返りを打つ。勘かん弁べんしてほしかった。宅急便か勧かん誘ゆうかは知らないが、今は誰であろうと、起きる気はないのだ。




　──ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴぴぴぴぴぴぴぴぴん・ぽーん。

　──ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。ぴん・ぽーん。




　ちょっと。なんなのだいったい！

　インターホンが壊こわれるだろう！

「櫛貴さーん！　櫛貴さーん！　いらっしゃいますかー」

「だめだ出ねえわ。寝てんのかね」

「これだけ鳴らしてるのに？」

　この声は──。

「メーターは動いてるよ。待機電力レベルだけど」

「ま、まさか思いつめて良くないことを……」

「うえっ、じさつ！」

「円鹿、めったなこと言わないの」

「たたた、大変です大変です。とにかく確かく認にんしないと」

「ねえ、あそこ、櫛貴さんの部屋じゃないかな」

「へ、どれっすかセーメー先輩」

「ふっふっふ。ごく簡単な推理だよ君。ここに来る時に、ざっくりとこの家の外観を確認させてもらったけどね、離れの窓にだけ水玉模様のカーテンがかかってたんだ。黄色い水玉で、しかも地色はピンク。この家に住んでいるのは、今のところ父一人子一人なんだよね。父親が好むとは思えないから──残るは櫛貴六花ただ一人！」

　六花は恐おそろしくなって起き上がった。次の瞬しゆん間かん、問題の水玉カーテンの窓に、大量の人間が貼はりついた。縁に、葉留に、晴明に椿に、円鹿に──完全にホラーだった。六花は絹を裂さくような悲鳴をあげた。
















　──ああ怖こわかった。

　連絡を絶って音信不通になった六花を心配し、様子を見に行こうと主張したのは、葉留だという。

「あのあの、はじめはわたしだけで行こうと思ったんですが、みなさん一いつ緒しよに来てくださって」

「そう……なの……」

「あのな。放ほうっておけるわけないだろ。場所がどこかもわからん奴を」

　久坂縁の冷ややかな突つっ込こみに、葉留は「それはそれです」と、可愛らしく頰ほおをふくらませた。彼女は素す直なおでまっすぐで裏表もなく、姉の愛とは別方向に怖い子だと六花は思っている。

　居間の座ざ卓たくに買い置きのコーラとクッキーを置いて、六花は畳たたみに腰こしをおろした。

　時計の針は、午前十一時近い。部屋には鳩きゆう居きよ寮りようの寮生たちが、ずらりと勢ぞろいしている。一緒に暮らしている父親は、起きたらすでにいなかった。どうも出張から戻もどりはしたが、六花が起きる前に、ゴルフへ出かけたようだ。書き置きのメモだけが、台所に残されていた。

（それはいいとして）

　例の貼りつき人間たちを前にして、六花が取ったのは、内側からカーテンを閉め切るという防ぼう御ぎよ策だった。貼りつき人間たちは逆上し、あと一歩で窓を割られるところまで行ったが、着き替がえぐらいさせてと懇こん願がんして、今の六花の状態がある。

　よれよれの部屋着からましな私服に着替え、乱れた髪かみをシュシュでまとめ、なんとか人と会える体てい裁さいは整っていると思う──目の赤さだけは、どうにもごまかせなかったが。

「……勘弁してよ。べつにおかしなことはしてないから。徹てつ夜やで作詞してて寝ね坊ぼうしただけ」

「なーにが寝坊しただけだ」

　再び縁が言った。悪びれないオタク少年は、不服そうに眉まゆの根を寄せる。

「あのまま音信不通じゃ、気にしてくれって言ってるようなもんだろ。小説の件はどうなったんだよ。あれだけは誰だれにも邪じや魔まされないで書きたいとか言ってたくせに」

　余計なことを喋しやべりすぎたと、今いま頃ごろになって後こう悔かいしそうな自分がいる。

「先方に確認はしたの？」

　六花がだまりこんでいると、鳩居寮の寮長である椿が言った。

「しました。でも──無む駄だだったから」

「なんで！」

　寮生たちは憤いきどおる。いい人たちなのだろう。本当なら、六花とて同じ気持ちだったはずだ。だがもう六花は、そんな風には思えない。身にしみて知ってしまっているのだ。

「…………話を聞いてすぐ、杉田さんに連れん絡らくした。でも、向こうの返事はすごく簡単だった」

　電話越ごしに語られた杉田陽香の言葉を、六花は今でも思い出せる。




　──あのねえ、六花。私だって話せるものなら話したかったわ。でもあなたは私や愛から逃にげ回ってばかりで、まともに向き合おうとしなかったじゃない。

　──聞く耳を持たなかったのはあなたの方よ。時間切れで東京にトンボ返りせざるをえなかった私の身にもなってちょうだい。

　──なんで詞は良くて小説はダメなの？　論理的に説明できる？

　──あなたは自分の役割がわかってないわ。みんな『百式亜衣』の世界が知りたいのよ。これが出版されれば、大勢のファンが手に取るわ。

　──断言していいけど、あなた個人じゃぜったいに出せない部数よ。それはなぜ？　私たちで『百式亜衣』のイメージを高めてきた結果よ。誇ほこるべきでしょう。

　──もういいから、作詞の方に集中しなさい。がんばって。




　そうやって、一つ一つ反論の芽を潰つぶし、こんこんと諭さとされてしまった。

　あの自信に満ちた物言いに、言いたいことをいつも押しつぶされてきたのだ。最初に会った時からずっと、立ち位置は変わらない。むなしさのあまり、ちっぽけな自分の心なんて、なんの意味もないと思えてくるような──。

「……なんだかもう、ぐしゃぐしゃ文句を言ってるあたしの方が間ま違ちがってるのかなって……」

「そんなことないです！」

「そうだよふっざけんなよ！　そんなわけないだろが！」

　葉留と縁の声が重なった。

　六花はおどろき、目を見開いた。

　特に縁の怒いかりは激しく、今にも目の前の座卓をひっくり返しそうな勢いだった。

「間違ってるだって？　冗じよう談だんじゃないって。ひとが血ぃ吐はく思いで書いたもんをどうするかなんて、他人が決めていいわけないだろ！　おまえ麻ま痺ひしてんのか？　バカか？　アホか？　もっと怒おこったっていいんだよ！　くそ、たこ、Fuckin shit!　Son of a bitch!」

　最後の方は、なぜか外国語で罵ののしりはじめた。バカっぽい顔に似合わず、妙みように綺き麗れいな発音だった（そういえば帰国子女だと言っていたっけ）。

「おたんちーん！」

「そうですおたんちんです！」

「もう、いい加減にしなさいよ二人とも。一番悔くやしいのは六花ちゃんなのよ」

「でも先せん輩ぱい！」

　変な──感かん慨がいだった。

　そうか。怒ってよかったのか。

　こんな風に。これぐらい。

　他人がやっているところを見て、納なつ得とくするのもおかしいかもしれないけれど──。

（違うんです、恵庭椿先輩）

　あたしは、悔しくなんてなかった。ずっとずっと、怒る感情さえなくしてしまっていたのだ。今の今まで。久坂や蒼井さんに言われるまで。

「でも……変と言えば変よね。出版するにしても、どこから原げん稿こうを手に入れたの？　六花ちゃん自身は、告知されるまでぜんぜん知らなかったのよね？」

「あ。それは……たぶんですけどわかります」

　椿の疑問に、六花は小さく答えた。

「いま書いてるのと違って、『空色ゼリービーンズ』は、あたしが東京にいた時に書きあげていたものなんです。事務所名義のマンションを出る時に、荷物はぜんぶ持ち出したつもりだったんですけど、その前に一いつ緒しよに住んでた愛姉がコピーとかしてたらどうしようもありません」

「──犯罪よね、それ」

「杉田さんと愛姉は……なんていうか、あたしの書くものイコール百式亜衣なんだと思います。チームみんなで共有して勝ちに行くべきって思ってるみたい」

　縁がまた、「ふざけんな」と早口で悪態をついた。

　そうやって好きなものは好き、決して自分を曲げない縁が、今は少しうらやましい。

　周りが怒れば怒るほど、こちらは落ち着けるような気がするから変な話だった。

「でもさー、じっさい本屋さんに並んだら売れちゃうんだろーねー。どかーんて」

「ま、たぶんそうなるだろうね」

　住すみ友とも晴明が、梶かじ井い円鹿の言葉に同意した。彼は六花の父、いやお祖じ父いさん世代がかけていそうな、妙にクラシックな感じの眼鏡のブリッジを押し上げる。

「こうなると不本意な話だけど……ネットでも百式亜衣に関する書き込みは、昨日から小説一色だよ。ホットワードに『空色ゼリービーンズ』が上がってきてる」

「うわ、どんだけ」

「即そく日じつ重版とか行きそうだよこれは」

　──やはり、陽香の戦略は間違っていない。あの人はいつだって、売るために全力でいる人だ。そして愛は陽香に応こたえる。それ以上の全力で。

　どちらにもついて行けなくて、柿立へ逃げ込んだのが六花という人間だった。

「……こういうやり方は、あまりよくないですよね」

　葉留が正座したまま、思いつめたようにつぶやいた。

「は？　あまりどころじゃなくてものすごくだろ」

「そういう意味ではなくて。あの、それだけ反はん響きようがあったってことは、またストーカーさんの気持ちを逆なでしてしまうんじゃないかと思いまして」

　──みな一いつ瞬しゆん口ごもり、部屋の中が一気に静まり返った気がした。

「……い、いや、まさか」

「いくらなんでも」

　ありえない、と思いたかった。

　だが静まりかえった居間の座卓で、誰かのスマホが震ふるえはじめた。

　ぶー、ぶー、ぶーと、茶色い天板の上を、震えながら移動していく薄うすい機械。それが数回繰くり返されて、また沈ちん黙もくした。

「誰のスマホ……？」

「あたしんじゃないよー」

「僕のでもない」

「……あたしの、です」

　六花はみなの注目を浴びながら、自分のスマホを手に取った。メールの新着が、一気に四通来ていた。

（これって）

　もう嫌いやだ、見たくないという思いと、早く確かく認にんしないとという思いが交こう錯さくする。

　えいやと目をつぶってタップした。

　目を開ければ、受信トレイに新着の件名が並ぶ。




『件名　許せない』

『件名　君の犠ぎ牲せいでなりたつアイドルなんて』

『件名　どうなってもいいよね』

『件名　ジェップで血を流すのは　あいつの方だ』




「どしたの六花ちん。いきてるー？」

　これは──まずいんじゃないの。

　愛姉。杉田さん──。







　　　第四章　はじめに歌があった







　櫛くし貴き六ろつ花かが、蒼そう白はくな顔でメール画面を見せてきた。

　いつもと同じ、新規のフリーメール。おそらく件名だけで、中身はないだろう。非常に物ぶつ騒そうな文句が並んでいた。

「血を流すのはあいつだって……」

「きもっ、きもきもきも！　きもい──っ！」

「なんだよこれ。脅きよう迫はく状のつもりか？」

　円まど鹿かが一目見て絶ぜつ叫きようした。縁ゆかりが六花からスマホを引き寄せる横で、晴はる明あきが猛もう然ぜんと自分のスマホで検けん索さくをはじめる。

「セーメー先輩？　どうかしたんすか？」

「ちょっと待って。ジェップってジェップって……」

　しばらくして、「やっぱりそうだ」とうなずく。

「おおい。みんな、聞いてくれ。ジェップ秋葉原って、できたばっかりの大型ライブスペースだよ。アキバ名乗るにはちょっと距きよ離りあるけど……アイアイが今日そこでライブやるんだよ」

「げ」

　いよいよ物騒な話になってきたようだった。

「櫛貴さんっ、大だい丈じよう夫ぶですか？　しっかりしてください」

　葉は留るが六花の前で手を振ふっている。彼女が言う通り、六花は呆ぼう然ぜんとして誰だれの言葉も聞こえていない様子だった。肩かたをゆすられて、ようやく我にかえる。

「──れ、連れん絡らく。杉すぎ田たさんに連絡しないと。愛あい姉が危ないって」

「言うのか？」

　立ちあがる六花に、縁はとっさに聞いていた。服の裾すそをつかんだので、六花の動きも止まった。

　わかっているだろうか。ここで今までの事情をふくめてマネージャーに報告すれば、まず間違いなく六花は東京へ連れ戻もどされるだろう。沢たく山さんの人の監かん視しの中で、今まで以上に『百ひやく式しき亜あ衣い』のために書くマシーンになることを徹てつ底ていさせられるだろう。小説だって、すべて亜衣の名前で出版させられてしまうかもしれない。

　覚かく悟ごは、あるのか？

　だが、問われた櫛貴六花は、きっぱりと言った。

「そんなの関係ない。お姉ちゃんに何かある方が何倍も嫌いや。いいから離はなして！」

「ぶごっ」

　服の裾を振り払はらうついでに、顎あごまで打たれた。そのまま六花は、スマホを握にぎりしめて居間を飛び出していってしまう。

「久く坂さか君、久坂君、大丈夫ですか生きてますか！」

　ああ生きているぞ葉留。大丈夫生きているとも。

　扉とびらの陰かげで、懸けん命めいにコール音を聞き続ける六花の様子を、縁は畳たたみに転がりながらながめやった。

　おいこら、櫛貴六花。まったくおまえというやつは。こちらと同類かと思っていたけれど、さらに上を行くハイパーお人よしじゃないか。

　そんなに大事か。夢を一人で叶かなえてしまった姉ちゃんが。

　やがて──その六花が、居間に戻ってくる。

　彼女は、うかない顔で首をかたむけた。

「連絡ついたのか？」

「わかんない……かけても出ないから、留守電だけは入れておいたけど……」

　聞いてくれるかは不明、ということか。

「どうしよう……愛姉……」

　不安そうに唇くちびるを嚙かむ姿を、見ていられなかった。縁は、ままよとばかりに起き上がって彼女の肩を叩たたいた。

「よっしゃわかった、電話がだめなら乗り込みゃいいだろ！」

「久坂」

「セーメー先せん輩ぱい、ライブの開始って何時からっすか？」

「え、時間？　ち、ちちょっと待ってよ。えっと──五時開場の六時開演！」

「なら余よ裕ゆうで会える。今からアキバ行くぞ櫛貴！」

「ちょっと」

　悲鳴をあげる彼女の腕うでを取って、玄げん関かんへと向かう。

　後ろから、葉留がぱたぱたと追いかけてきた。

「待ってください久坂君、わたしも行きます！」

　目には強い意志があった。縁はうなずいた。

「なら──急げ！」

　玄関を出て、バス通りの方角を見ると、ちょうど畑の奥からオレンジ色のバスがやってくるところだった。「走るぞ」と号令をかけた。




　　　　＊＊＊




　真新しいステージは、はじめよそよそしいぶん、いくらでも自分の『色』に染められるから悪くない。櫛貴愛はそう思っている。

「Let's dance !」

　どこかノスタルジックなオルゴール音を、機械で何重にも加工して、沢山の人の声もサンプリングで取り込んで、背せ丈たけよりも大きなスピーカーで解放すれば、それはもういくら甘い音楽だろうと轟ごう音おんだ。耳の処しよ刑けいだ。

　そして自分は、その音を使って大勢の観客の耳を殺す処刑人だ。別名、アイドル。

「いつか、あったっしをー、だきしめて──ね！」

　櫛貴愛は踊おどり歌う。みなに愛される最強アイドル、百式亜衣として。

　轟音の中で最後のポーズを決める。どうだ萌もえ死ね──そう思いながら客席を見つめると、暴力的な大音おん響きようも一いつ緒しよに止まった。

　ステージと客席フロアが、ふたたび明るく照らし出される。

（やっぱ客が入んねーと盛り上がらねーなー）

　このジェップ秋葉原は、できたばかりのライブスペースだ。一階はオールスタンディング、二階の一部はプレス席として提供する予定だが、リハーサル中の今は、進行を見守る舞ぶ台たい監かん督とくとディレクターなどが、しかつめらしい顔つきで腰こしをおろしているのみ。非常につまらない。

　今年厄やく年どしの舞台監督は、眉み間けんにしわを寄せたままインカムに手をそえた。

「はい愛ちゃーん、おつかれです。愛ちゃんは問題ないです。先に休きゆう憩けい入ってください」

「ありがとうございまーす！」

　畏おそれ多くもこの『アイアイ』に問題がない、ということはだ。それ以外に問題があるということだろう。音響か照明か──藪やぶをつついて蛇へびを出す気はないので、早々に退散することにした。

（あっつ。暑すぎ。シネ）

　愛は着ていたＴシャツの裾で、汗あせだくの口元をぬぐう。

　リハーサルは軽装ですむが、本番はドレスにヒールに被かぶり物ありと、恐おそろしい恰かつ好こうになる。体力はできるだけ温存しないといけない。

　ステージ裏に引っ込むと、マネージャーの杉田陽はる香かが愛を出で迎むかえた。

「愛、おつかれさま。よかったわよ」

　返事をするのも億おつ劫くうだった。黙だまってタオルだけ受け取ると、用意された楽屋へ戻った。

　鏡の前の椅い子すに腰をおろし、テーブルに足を投げ出す。

「陽香ー。はらへった。なんかよこせよ」

「……愛。『はらへった』はないっていつも言ってるでしょう。『お腹なかがすいた』ぐらい言えないの。あと呼び捨てはやめなさい」

「うっざ。いいじゃないかよ休憩中ぐらい。説教禁止」

「まったくもう……あなたはアイドルなのよ」

「そうだよだから？」

　小言に毒づき返しながら、飲みかけだったミネラルウォーターのボトルキャップを、器用に片手で外し、ラッパ飲みする。

　自分はアイドルだ。自他共に認めるアイドル様だ。

「くはー。いきかえる」

　こぼれた水を手の甲こうで拭ふいたら、陽香は露ろ骨こつにため息をつき、けれど何も言わない。いちいち気にしてやる義理はないので、そのまま放ほうっておいた。

（こっちは六花とは違ちがうんだよ）

　あの吹ふけば飛ぶように繊せん細さいな妹は、愛では気にもならないようなことをチマチマ気にして右往左往する。あんなにか弱くては、ものの三日と生きていられないような気がするが、その繊細さが『百式亜衣』の世界観を作っているのだと言われれば、致いたし方かたない。

　生き馬の目を抜ぬく芸能界では暮らしづらいと、この春から六花だけ、ど田舎いなかの柿かき立だて市へ里帰りする道を選んでしまった。担当の作詞だけはきちんとやると言っていたが、案の定遅おくれ気味らしい。

「……なあ陽香ー。あいつ小説の件、なんて言ってた？　話しに戻ってたんだろ？」

　肝かん心じんのマネージャーは、スマートフォンの画面に夢中だった。このアイアイを無視するとはいい度胸である。

「おい陽香。聞いてんのか？　ババア。彼氏いない歴三年と三か月」

　向こうはハッとあわてて顔を上げる。

「──え、なに？　大丈夫よ心配しないで」

　本当に心ここにあらずの顔だこれは。

　こういう時は、たいてい何か隠かくしている。放置していてもろくなことがない。

「べつに、たいしたことないのよ。六花のメッセージが入ってたのよ」

「……へーえ。あいつが自分からコンタクト取ってくるって、ほとんどないだろ。しかも留守電にまで入れるって」

「気にしないの。ほら、また例によって弱よわ音ね吐はいてわがまま言ってたから。不安定になってるのよ。後で返事しておくから」

「貸して」

「あ、こらだめよ愛！」

　遅おそいのだ。

　愛は勢いよく立ち上がり、陽香からスマホを取り上げた。取り返そうと手をのばしてくるが、そうはいかない。巧たくみな足捌さばきで距離を取り、椅子の上に片足で立つと、メッセージを再生してみた。

「…………杉田陽香。彼氏いない歴三年と三か月と一週間」

「な、なによ。彼氏うんぬんは余計でしょ」

「おまえ、バカか？　これのどこが『たいしたことない』なわけ？」

　愛は陽香のスマホを耳にあてながら言った。吹き込まれていたのは、六花のＳＯＳ。あまりに愚おろかしい事態がはじまっているようで、もはや笑うしかないほどだ。

「ははっ。いい度胸じゃないかコイツ。止められるもんなら止めてみろ。こっちにも考えがあるからな」

　愛は可か憐れんな天使と称しようされる容よう貌ぼうを酷こく薄はくにゆがめ、次なる行動に移るべく床ゆかへ飛び降りたのだった。
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　ホームにはすでに、列車が到とう着ちやくしていた。縁は改札の手前でそれに気づき、「急げ！」と後ろのメンバーに発はつ破ぱをかけた。

「急げって」

「いいから足動かせ！」

　そうして発車ぎりぎりの列車に乗り込み、そろってシートになだれこんだ。

「……………………間に、合った」

「きっつ……」

「しんじゃいますよ久坂君……」

　すぐにベルが鳴り車体が動き出す。

「あー……久坂君。大変です。恵え庭にわ先せん輩ぱいからお怒いかりのメールが」

　葉留が横で言った。ぱかぱか畳たためる自分のガラケーを見つめている。

「なに、椿つばき先輩とな？　うらやましいな」

「お怒りって言ったはずなんですけど……まあいいです。ええっと読みますよ。『出ていくのはいいけど、私たちはどうすればいいの。鍵かぎがないから家から出られないんだけど』、とのことです」

　それはまずい。勢いにまかせて出てきてしまったが、今も上級生組は六花の家にいて、戸と締じまりもできず身動きが取れないのか。

「おい櫛貴。櫛貴。おまえん家ちの鍵ってどこにあるんだ」

「え、鍵……？」

　葉留の向こうにいる六花に呼びかける。疲ひ労ろうでぐったりしていたらしい六花は、あわてて自分の服のポケットに手をやった。

「……ごめん。あたしのは持ってきちゃってる。父のは父が持ってるし……予備は他ほかにないから……」

「葉留。鍵はナイと返せ」

「わかりました。ちょっとお待ちください。かぎはなし、と」

「あの、普ふ通つうに出ちゃってかまわないから！　ごめんなさい迷めい惑わくかけて！」

　三十秒後、『そんなのムリ。危ないし』と返信があった。

「……留守番してるからテレビ見てていい？　とのことです」

「冷蔵庫のものもなんでも食べてくださってけっこうです……」

「わかりました。れいぞうこのものたべろ、ですね……」

　おぼつかない手つきでぽっちぽっちとボタンを押している。六花は恥はずかしそうにうなだれた。

　柿立駅は各駅停車の駅なので、途と中ちゆうで急行が停とまる駅で乗り換かえ、そこから上野まで一時間と少しだろうか。さらに電車を乗り換えて、秋葉原まで二駅。しばらくは窓の景色を見ながら座っていられるはずだ。

　電車は一定のリズムを刻みながら、畑や林の間を抜けていく。

　そしてあと一駅で急行に乗り換える頃ころ、「久坂君」と葉留が呟つぶやいた。

「見てください。櫛貴さん、寝ねちゃってます」

　ぎりぎり聞き取れるぐらいの小声だった。

　傍かたわらに座る六花を見ながら、目を細めている。六花は葉留にもたれて、小さく寝息をたてている。

「疲つかれてらっしゃるんでしょうね」

「……ああ」

　寝ている場合かとは、決して言えなかった。ずっと気を張り詰つめてきたに違いないのだ。昨日から──いや、入学から今の今まで。

「──どちらにかけてらっしゃるんですか？　久坂君。さっきから」

　さりげない葉留の質問に、縁はどきりとした。

　ずっとこちらがスマホをいじり続けていたことに、気づいていたのだ。

「……あいつのとこ……」

　もじゃ政まさ。根ね津づ森もり政まさのところにだ。

「連れん絡らく先さき、ご存じだったんですか」

「あたりまえだろ」

　何を言っているんだ。ずっと話してきたのだから。

　一番初日の教室で、一番はじめに声をかけた、一番最初の友人だったのだ。ドッグタグとピンバッジを見せ合って、話が合うとわかった時はうれしくてならなかった。

　縁は、うつむき唇くちびるを嚙かんだ。

「でも出ないんだよ。メッセージも見てないみたいだ」

「久坂君……」

　認めたくない。それでも間ま違ちがいであってほしい。嫌いやだ嫌だ嫌だ。そんな思いが今になって強くなってくる。

　思い惑まどう間も、電車はレールの上を走り、乗り換えの駅にまでやってきた。

　縁は、まだ舟ふねをこいでいる六花を、急いで起こした。

「おい、行くぞ櫛貴」

「……っ、あ、う、うん」

　そうして三人そろってホームに降りると、隣となりのホームめがけて歩きだす。

　──と、ジーンズの尻しりポケットが震ふるえだした。

「久坂？　どうかしたの」

　ちょっと待てと仕草で制止し、スマートフォンを取り出した。かけてきたのは──根津森政。

（きた）

　ごくりとつばを飲み込み、葉留を見る。彼女も相手が誰だれか悟さとったようだ。真しん剣けんな顔でうなずいたので、動どう悸きをおさえながら電話に出た。

「もしもし？」

『あー、縁？　どーかした？　なんかやたら着信入りまくってたんだけど』

　森政だ。あの聞きなれた、とぼけて明るい声だった。いっそ能天気に聞こえるほど。

「……あのさ、いまお前、どこにいる？」

『どこー？　って言われてもさー』

　喉のどがひどくかわく。何も知らない六花が、不ふ審しんげにこちらを見ているのがわかる。

『まーどーせ、非リアの暇ひま人じんですからボクは。せこせこ自転車こいで、そのへんぶらついてますよ。レンタル屋とか文ぶん峰ぽう堂どうとか古本屋とか』

　──一番線、電車が参ります。危ないですから、黄色い線の内側まで下がってお待ちください。

　喋しやべる森政の声にかぶさるように、耳元でホームアナウンスが響ひびいた。

「文峰堂……」

『そーそー。新刊あるかと思ったけどダメだったわ。せめて発売日に置いとけっていうんだよ。あははは』

　後ろを見ても、まだ電車は、どのホームも来ていない。

　電話から──森政の背後で鳴っているのだ。

「そっか……今からそっち行ってもいいか？」

『えっ、今ぁ？　やー、でももう帰るよボク。レンタルでいろいろ借りちゃったから』

　──二番線、快速磯いそ子ご行き、人身事故のためダイヤが乱れております。到着まで今しばらくお待ちください。

　──エスカレーターをご利用の際は──。

　──秋葉原。秋葉原。ご利用ありがとうございました。

　──発車します。閉まるドアにご注意ください。

　駅員のしゃがれた声。停車駅のアナウンス。人のざわめき。発車メロディ。今いる地方駅の何倍もの雑音が、スマホのスピーカー越ごしに届く。

「……そっか。わかった。ムリいって悪かったな」

『あっ、そうそう。月曜になったらリーディングのレポート頼たのむなー』

　縁は、スマートフォンの通話を切った。

「久坂君。どうでしたか？」

　喋ろうとしても、喉の奥から苦いものがこみ上げてきて苦しくなる。それでもむりやり、声を出した。

「アキバにいた」

「えっ」

「本人は地元にいるって言ってたけど。後ろでアナウンスしてた。ってか、こんな時に噓うそつく必要って……」

　やっぱりそうなのか。どういうことだよ、もじゃ政。お前──！

　今すぐ襟えり首くびをつかんでゆさぶってやりたくて、けれどその当人はこの場にいないのだ。

「──とにかく急ぎましょう、久坂君」

「ああ、わかった」

「なんなの二人とも」

　縁は、もどかしげな六花に言った。

「……おまえのストーカーが誰か、わかったかもしれない」

　六花が息をのむ。今は、一刻も早く現場に到着するのが先だった。







　じりじりと車内で足あし踏ぶみしたい気持ちで電車に揺ゆられ続け、夕方近くになって秋葉原に到着した。

　ホームの下りのエスカレーターに乗りながら、六花にたずねる。

「マネージャーに連絡ついたか？」

「ううん。まだ……」

「直接ライブ会場まで乗り込んだ方がはやそうだなこりゃ」

　舌打ちし、地上の改札を出た。

「ねえ、けっきょく誰なのよ久坂！　教えてくれたっていいじゃない」

「おまえがよく知ってるやつだよ。クラスでいつも会ってる。見ればすぐわかる！　いたら教えてくれ！」

　週末の人ごみは、コンコースを出た時から相当なものだった。

　いわゆるアキバは、縁が海外から一時帰国するたびに通いつめ、東京にいた時は週末ごとに散財を繰くり返していた『聖地』だ。

　縦長のペンシルビルが密集し、雑多な色しき彩さいと電でん飾しよくに息が詰まりそうになる電気街。ビルの壁へき面めんに堂々と掲かかげられる、ライトノベルやゲームの看板。巨きよ大だいな電光掲けい示じ板ばんにはアニメの番組宣伝。歩道を歩いていても、方々からアニメのテーマソングや声優の曲が聞こえてくる。

　いつもなら真っ先に突つっ込こむはずの、専門書店やアニメショップの前を素通りし、その先にあるはずのライブ会場を目指す。

（もじゃ政。おまえ本気で百式亜衣をどうにかするつもりなのか？）

　あの笑え顔がおの裏で何を考えていた？　葉留のことを褒ほめていたあの言葉はすべて噓か？

　俺のことも全部──噓っぱちだったってことか──。

　明治通りを駆かけ抜ぬけ、住所が外そと神かん田だになったあたりで、目的の建物が見えた。できたばかりの真新しい四角いビル。

　会場前の敷しき地ちには、すでに大勢のファンがたむろしているようだった。

「こっち来て。関係者の入り口があるから」

　六花がファンの群を横目に、ビルの裏側へと先導をはじめた──その時だった。

「久坂君、見てください。あれ」

　葉留が横で縁の袖そでを引き、道路の前方を指差した。問題の人物が、こちらに向かって歩いてくるのだ。

　縁の血管はぶちキレた。

「──もっ、もじゃ政ぁぁぁぁぁ！」

　縁は走った。両手に専門店のビニール袋ぶくろをさげ、いかにも周囲の風景に溶とけ込みまくっている少年めがけて、全力で。

「あれ、うそ、縁？　なんでここに」

「このバカ野や郎ろう──っ！」

　そのまま勢いに任せてつかみかかった。相手は簡単に路上に倒たおれた。

「おまえってやつは。おまえってやつは。見み損そこなったぞこんちくしょう！」

「はあ？　何いってんだよキミは。くるし」

「とぼけんじゃねえって！」

「痛い、痛いって──あああもう、なあにが、とぼけんなだ！　意味わかんないよ！」

　下にいる森政が、反はん撃げきに出た。袋ごと振ふり回した右手が、縁のこめかみにヒットした。

「なんでもかんでもキミに言わなきゃいけないのか!?　ボクのものをボクがどうしようとボクの勝手だろ!?　言わないのがやさしさってわかんないのかな！」

「おまえのもんじゃねえだろが！」

「なんだよそりゃ。キミがそこまでゴーマンなやつだとは思わなかったよ！」

「どっちがだ！」




「いーかげんにしてください！」




　ぱこーんと。

　縁の後頭部に、衝しよう撃げきが走った。

　森政を押し倒したままふり仰あおげば、葉留がはいてきたバレエシューズを握にぎって目を吊つり上げている。右足は靴くつ下したのままだ。

「……それで人の頭をぶったのか」

「なんでもいいです。もうもう、何をしてるんですか久坂君。こんなところで感動の友情ごっこですか!?　遊ぶのは後にしてください！」

　葉留が焦じれたように叫さけんだ。

（いや、だって、俺は犯人を捕つかまえようとして）

　現にこうしてほら。森政を確保したじゃないか。

「もういいです。わたしが行きます。逃にげられちゃいますよ」

「おい葉留」

　葉留が、脱ぬいだ靴を履はきなおして駆けだしていく。そして、現場から立ち去ろうとしていた人ひと影かげの背中に、後ろから飛びついた。

「──待ってください、瑠る璃り井い君！」
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（え）

（なに）

（る──瑠璃井？）

　葉留の高い声が、雑ざつ踏とうに響いた。

　なんでその名前がここに出てくる？

「瑠璃井君、やめましょう。そんなことしてもなんにもならないって言ったじゃないですか」

　彼女が小さな体でしがみついているのは、確かに瑠璃井祐ゆう吾ごだった。

　灰色のウィンドブレーカーに黒のジーンズ。目ま深ぶかにかぶった黒のキャップ。

　クラスの中心人物で、誰だれが見ても太たい鼓こ判ばんを押す美形にしては地味な服装だが、だからこそ顔を見み間ま違ちがえることはない。彼は祐吾だ。

「は、葉留。どういうことだ？　つか、なんで瑠璃井がアキバにいるんだ？」

「なんでって──久坂君が自分で言ったんじゃないですか。いま秋葉原にいるって」

「それはおま、もじゃ政のことだよ」

「どういうことですか？　どうしてそこでもじゃ政さんが出てくるんですか？」

　なにかが根本的に食い違っているような気がする。

「もう離はなせ！」

　祐吾が、強ごう引いんに葉留の腕うでを振り払はらった。

「きゃあ！」

　葉留はよろめいてしりもちをついた。

　ウィンドブレーカーのポケットから、一いつ緒しよに金属製の小物がこぼれ落ちた。カン！　と高い音が響く。

　そばで拾い上げたのは、後から追いついてきた櫛貴六花だった。彼女はもち手が鞘さやになる、折りたたみ式のナイフを手の中で確かく認にんし──。

「きゃああああああ！」

　六花の悲鳴にはじかれるように、祐吾が駆け出した。

（こいつ！）

　余計なことを考えている暇ひまはなかった。縁は一目散に後を追った。







　信号が点てん滅めつをはじめた明めい治じ通りの横断歩道を、祐吾が猛もうスピードで駆け抜けていく。

　縁も後を追いかけるが、車が発進をはじめてクラクションの怒ど号ごうにまきこまれた。

「おい、瑠璃井待て！」

　かまわず反対側へ渡わたりきると、今度はチラシ配りの地下アイドルを突き飛ばしそうになり、へどもどと謝っているうちにまた距きよ離りを離された。

「瑠璃井！」

　思えば現げん役えきバスケ部員と帰宅部ラノベ書きの体力を比べれば、軍配が上がるのはどう考えてもあちらだ。それでも必死に走っているが、不利は不利。心臓は破は裂れつしそうで、体中の血が沸ふつ騰とうしそうで、けれど歩みを止めることはできない。

　三つ先の角を、祐吾が曲がる。遅おくれて後を追うと、さらに引き離された人ごみの向こうにキャップとウィンドブレーカーのフードが見えた。

　なけなしの力を振り絞しぼり、距離をつめようと全力で駆けるが、相手のスピードは上がる一方だった。

（そういやあいつ、ランニングでも平然と走ってやがったな！）

　このままでは完全にまかれる。

　どうにかしろ。考えろ。

「すいません、ちょっとこれ借ります！」

「ちょっ」

　縁は、今まさに同人ショップを出て、路ろ駐ちゆうしていた自転車にまたがろうとしていた青年の車体を、横からかすめ取った。

「せっとーはああああああん！」

「信号の手前で置いときますんで──っ！」

　とにかく直線距離だけでも詰つめさせてほしいのだ。

　人のあふれる歩道を避さけて、平へい坦たんな車道を一気に走る。ペダルを踏ふみ込んで踏み込んで踏み込みまくる。

　祐吾の真横にまで追いついて、

「待てよ！」

　自転車の上で叫ぶと、向こうもぎょっとしたようだった。あわてて路地へと飛びこんだ。逃がすかよと、縁もそこで自転車を乗り捨て、ガードレールを乗り越こえ祐吾を追った。

「瑠璃井！」

「来るな！」

　このまま追いつき捕まえるつもりだった。

　だが──縁のかすむ視界の向こうで、瑠璃井祐吾が突とつ如じよとして止まった。路地の進行方向に、誰かが立ちふさがっているようだった。

（──誰？）

　Ｔシャツにショートパンツの、春先とはいえかなりの軽装。さらに言うなら、むきだしの脚あしがひどく白く綺き麗れいなのに目が行ってしまうのは、どうしようもない。

　その少女は、細い腰こしに手をあて、すこぶる偉えらそうに仁に王おう立だちしている。びっくりするほど小顔で、甘く可愛かわいらしい顔の持ち主だった。

（え）

　この顔──まさか──百式亜衣──？

　縁が戸と惑まどう以上に、縁とアイドルに退路を断たたれた形になった祐吾は、何度もこちらとあちらを振り返り、完全に身動きが取れなくなっているようだった。

「……おいこら、このドグサレ変態野郎。よくもうちの六花に粘ねん着ちやくしてくれたな」

　なにこれ、吹ふき替かえ？

　テレビの中と同じような声をしているのに、言っている内容が強きよう烈れつすぎる。

　だがここは、モニターの中ではなく現実だ。

　祐吾が、一歩後ずさる。

「……違う。俺はただ、彼女のために動いてあげようとしただけだ。一方的に搾さく取しゆされるばかりの彼女のかわりに行動するんだ。あんただってそうだろう。事務所の連中にこきつかわれて」

「あーそうかよ。はっ、なあんにもわかっちゃいねえなおまえ」

　少女は唇くちびるを曲げ一いつ笑しように付ふす。

「あたしは誰かに『使われた』なんて一度も考えちゃいねえよ。このメガ宇宙級美少女のあたしが、みんなを使ってやってるんだ。いいか、六花のやつは肝きもっ玉たまの小さいお人よし。あたしがうまく使ってやらないと壊こわれちまうだろ。六花の作った歌詞を使ってんのも、小説を使ってんのもあたしだくそったれ。使いこなそうと決めた櫛貴愛様の意思だ。だからあたしをどうにかするのは勝手だが──」

　少女は軽くステップを踏んで反動をつけると、大きく体を回転させ。

「うちの妹に手ぇ出すやつだけは許さねえぞこのタコ野や郎ろう！」

　渾こん身しんの回し蹴げりで祐吾を吹っ飛ばしたのだった。

　その後も愛は、さんざん祐吾を挑ちよう発はつし続けていたが、倒たおれた祐吾はもはや起き上がる意思自体を喪そう失しつしたようだった。

「おらおらさあ来い。どうしたもう動けないのか？」

「愛！　いくらなんでもやりすぎよ」

「──あ、陽香」

　そして彼女の後ろから現れた大人たちが、ヤンキー真っ青の罵ば倒とうを繰くり返す愛を引き取り、さらには倒れた祐吾の身み柄がらも、一緒に連行していく。

　縁はその一部始終を見ていたわけだが──。

　百式亜衣こと櫛貴愛は、最後に思い出したとばかりに振ふり返って、

「あ、あんたも来て。会場まで」

　やだよこえーよとは言えなかった。







　そのまま縁と祐吾は、マネージャーが乗ってきた銀のレクサスに乗り込むことになった。

　祐吾は蹴られどころが悪かったのか、後部座席でウィンドブレーカーのポケットに両手を突つっ込こみ、ぐったりとうつむいていた。縁が横にいても、一言も発さなかった。

　こちらもなんと言っていいかわからない。どうして森政でなく瑠璃井祐吾なのだ？　葉留はどうして祐吾だと思った？　疑問ばかりが頭を回る。

「時間だいじょうぶか？」

「まだ余よ裕ゆうはあるわ。すぐに準備にかかってもらうけど」

　運転席と助手席で、陽香と愛だけが喋しやべっている。

　目の前に、スタート地点のライブ会場が見えてきた。縁があらためて祐吾を見ると、祐吾はポケットから両手を引き抜ぬき、大きくため息をついた。

「需じゆ要ようはタオル売る所に、か」

「は？　タオル？」

「いや、べつに」

　笑った──のかもしれない。

　そのまま縁たちは、建物の中へと、人目を避けるように移動したのだ。
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『彼』を前にして、一番動どう揺ようしたのは、櫛貴六花だった。

「……る、瑠璃井君。なんで……？」

　ライブ会場のステージ上では、百式亜衣が飛んで跳はねて歌っている。

　ついさっきまで、路地裏で回し蹴りをしていたとは思えない元気さだ。その激しい振しん動どうや、ファンの声せい援えんを壁かべ越ごしに聞きながら、縁は狭せまい控ひかえ室の中にいた。

　一緒にやってきた瑠璃井祐吾や合流した葉留らとともに、ひとところに押し込められていると言っていい。

　パイプ椅い子すに座る祐吾の前には、櫛貴六花がいる。

　六花はまだ、捕つかまったのが祐吾であることを、信じきれていないようだった。自分で凶きよう器きのナイフを発見し、祐吾が愛に蹴られてあちこちすりむいていても、それでもだ。

　おどろき顔色をなくしている六花を見て、むしろ祐吾の方が尋たずね返す。

「……わからない？」

「わかんないよ。どうしてあたしなの？　ねえ。あたしなんてデビューもできないで落ちこぼれた人間なんだから。あたしの何を知ってるの瑠璃井君は」

「知ってるよ。よく知ってる。知ってるからやったんだ」

　確信に満ちた祐吾の声は、こんな場所でもよく通る。

「たとえば君たち二人で歌う歌を考えるのは、君の役目だった。振り付けはお姉さんの役目。舞ぶ台たいは八はち幡まん様の本ほん殿でんだった」

　六花が、二の句を継つげず息をのんだ。

「一番はじめのファンだったよ。息が合っててすごくきらきらしてた」

「まさか……あの時の……」

「思い出してもらった？」

「……女の子じゃなかったの……ルミちゃんって……」

　祐吾は苦笑した。

「あれ、あだ名じゃなくて本気で呼んでたの？」

「呼んでたよ。ぜったい女の子だと思ってたから……」

「ひどいな。そりゃああの頃ころの俺は、ろくに出歩けないぐらい病弱だったけどさ」

「あの時の子が、瑠璃井君なの？」

　祐吾はうなずいた。

　どうも小学生の一時期、彼らは面識があったらしい。

「あそこの近くに市立病院があるよね。そこにさ、けっこうな期間入院してたんだよ。退院してからも、経過観察だなんだでよく通かよったよ。八はち幡まん宮ぐうはバスの待ち時間で暇ひまをつぶすのにちょうどいい場所だった」

　当時は時間が来るまで、よく神社の階段をのぼって中をのぞいていたと祐吾は言った。そして六花たち姉妹しまいに会ったのだ。六花たちの家は、あの神社のすぐ近くだったから。

「そうそう。ほんとにね、あのあたりの記き憶おくを思い出すと、勝手に体が重くなるよ。体は言うこときかないし、勉強はどんどん遅おくれる一方だし、もう神かみ頼だのみでもしたい気持ちでいたら、君たちが歌って遊んでるのが見えたんだ。二人だけで、楽しそうに」

　まるで神様が降臨しているのかと思った。そんな風に祐吾は振り返った。

　病弱だった少年にとって、六花と愛は、文字通り神のかわりに入れ込む『偶像アイドル』だったのだ。

　だから今も、祐吾が六花を見る目は、ここにいない女め神がみを見るようですらある。

「本当は俺さ、君たちより年上なんだよ。病気で一年だぶったせいで同学年だけど」

「……知らなかった……」

「そうだろうね。そうなるように努力してきたんだ。今日までずっと」

　縁は、森政が中学以前の祐吾の記き憶おくがないと言った理由が、わかった気がした。

　いくら同じ学校でも、学年が違ちがえばほとんど接点はないだろう。しかも相手は、長期にわたって入退院を繰り返していたのだ。

「俺は俺で、がんばろうって思ったよ。君たちが約束してくれたから。柿立を出て東京に行くって噂うわさに聞いて、さびしかったけど嬉うれしかった。都内の病院に行く時は、ときどき様子を見に行ったりしたんだよ。二人とも一いつ生しよう懸けん命めいレッスンしてた」

　祐吾は熱に浮うかされたように語り続ける。

「でも……櫛貴。なんでデビューするのは一人だけなんだ？　姉の方だけっておかしいだろ。しかも歌はどう見ても君の詞じゃないか」

　記憶は、デビュー前の憧どう憬けいから、その後の憤いきどおりへと変わっていく。

　穏おだやかだった目が、徐じよ々じよに険けわしく鋭するどくなっていく。

「……瑠璃井君。あたしは」

「俺は君を応おう援えんするって約束した。君の無念は晴らされるべきだ。そうだろ。俺自身はどうなってもいいんだ。ちゃんと舞ぶ踏とう会に行って見み初そめられるべきなんだよ。だから俺は！」

「ちがいますよ瑠璃井君！」

　耐たえきれないとばかりに、葉留の声が割って入った。

　ずっと話を聞いていた側だった。両手をぎゅっと握にぎりしめ、激げき昂こうし立ち上がろうとした祐吾を見つめ返している。

「……わたしと二人でお話ししたはずですよね。忘れてしまったんですか？」

「……話？」

「そうです。納なつ得とくしてらっしゃったと思ったのに……」

　今にも泣きそうな葉留の顔を見て、祐吾の方が戸と惑まどいはじめた。

　縁は、少し嫌いやな予感がして祐吾に尋ねた。

「あの、お前ら、なんの話したんだ？　昨日の放課後の話だよな」

「なんのって……よくわからないよ。彼女の方で、辞書は諦あきらめないとか、なんかそういう話をしてはいたけど……」

「は、辞書？」

「ただの辞書じゃないです。広こう辞じ苑えんです」

　葉留は生き真ま面じ目めに訂てい正せいした。

　余計にわからなくなっただけだった。縁は復唱した。

「広辞苑は……」

「諦めないんです」

　なんの標語だ。

「いいですか、久坂君。かの広辞苑の前身である『辞苑』という辞書が出版されたのが、昭和十年。一九三五年のことです。すぐに改かい訂てい版の執しつ筆ぴつがはじまりましたが、実際に増補改訂版である『広辞苑』の初版が出版されたのが、昭和三十年。一九五五年のことです。なんと足かけ二十年もかかってるんです」

「やる気ねーにもほどがあるな……」

「とんでもない！　それどころか、何度も消しよう滅めつの危機にあっては復活してるんです。不死鳥のフェニックスです。『辞苑』を発行した出版社ともめ、ようやく新しい出版社から再出発が決まったと思ったら第二次世界大戦です。編集部は空くう襲しゆうの中であちこちさまよい続け、末期は出版社の社長さんのお屋や敷しきを間借りして編集作業を行っていたそうです。中でも最大のピンチは、印刷用紙を保管していた倉庫と数千ページ分の活かつ版ぱんを保管していた印刷所が、戦災で焼け出されてしまった時です！　さすがにもう無理かと思いましたが、万が一の時にそなえて版はん下したの清きよ刷ずりを主要メンバーのお宅に預けておいたおかげで、首の皮一枚つながったと言われ、これが戦後の岩波『広辞苑』出版へと進展し」

「ちょっと待った待った。つまりそういう広辞苑誕生物語を、とくとくと語ったと？　瑠璃井の前で……」

「そうです。一冊の辞書を作るということは、長期の『戦争』ですから。広辞苑にかぎらず大変なエピソードが多いんです。瑠璃井君、いい話だ、すごい参考になったって笑ってくださったじゃないですか」

「ああ、ごめん。わからない時はとりあえず話を合わせて笑うようにしてるから……」

「あああ……」

　葉留はしょんぼりきわまりない顔をしているが、今は祐吾の外そと面づらの良さを責められなかった。

　この日本語マニアの辞書バカときたら。さりげなく話を聞き出すという重要場面で、どういうネタふりをしてくれたのだ。世間話のつもりだったのか？　これが世間様に通用する話なのか？

　むしろあまりに突とつ飛ぴすぎて、祐吾もそれが探さぐりになっているなど思いようがなかったのかもしれないが──。

「けっきょくおまえは、それで何を伝えたかったんだ」

「えっとつまりですね……何かを成し遂とげる時に不可欠なのは、その人のやり通すんだっていう強い意志だと思うんです。二十年かかっても広辞苑の完成をあきらめなかった岡おか茂しげ雄おや新しん村むら親子みたいに」

　葉留は律りち儀ぎにそう返してきた。

「強い、意志……」

「はい。もちろん、意志だけで物を動かすことはできませんけど。でも、なければ何もできません。櫛貴さんの場合だって同じじゃないでしょうか。周りでそうあるべきだ、そうあってほしいって思っても、ご本人の気持ちがなければどうにもなりません」

「うん。そう……なんだよ……」

　葉留の言葉の後を、ぽつりとつぐ声がした。

　六花である。

「あたしもね、歌いたかったよ。ステージの上で、愛姉と一いつ緒しよに踊おどりたかった。でも、愛姉みたいに前に出てがんばる自信もなかった。大人にこの先はサポートに回れって言われて、悔くやしかったけどほっともしていたの。久坂たちが本気で怒おこったの見た時、わかったの。あたしは、そこまで自分に賭かけてなかったって。何があっても、自分で怒らなかっただけ。あたしは、あたしの意志でここにいるの」

　そう言って、瑠璃井祐吾と目を合わせるのだ。

　かつての幼おさな馴な染じみに向かって。

「ごめんね、瑠璃井……ううん、ルミちゃん。あなたの応援に、あたしは応こたえられない。約束、守れなかった。ごめんね、ごめんね」

　縁は、六花のその告白を聞いた時、何かが終わったのを感じた。

　壁かべの向こうでは、いくつもの念を込こめ、丹たん精せいこめて作り上げた本物のidol──百式亜衣の歌声が、たくさんの歓かん声せいとともに響ひびき渡わたる。

　瑠璃井祐吾だけの女神は、狭せまい控ひかえ室の片かた隅すみで、「ごめんね」とつぶやき続ける。

　少年のまなざしは、まさしく神の託たく宣せんを聞くようだった。嚙かみしめるように目をとじ、うなだれたのだ。

「葉留、ちょっとそこどけ」

「え、でも、杉田さんにここにいてくれって」

「少しぐらいいいだろ。開けるぞ」

　縁が葉留の後ろのステージに続くドアを十センチほど開けると、ますます歌声が大きく響いてきた。




　子供の頃の夢　そのままじゃいられない

　もっと大きくなったあたしを見て　今のあたし　精せい一いつ杯ぱいのリアル

　届くかな　あなたがいたからあたしはここにいる

　赤い鳥居の向こうのあたしとあなたに──心から言えるよ

　ア・リ・ガ・ト・ウ！




　六花の作った歌だ。

　なんだか無む性しように聞いてもらいたかったのだ。

　なんの意味もないかもしれないけれど。無む駄だかもしれないけれど。

　そこには彼女の詞コトバがあるから。

　マネージャーの杉田が飛んでくるまで、縁はそうやって、余計なおせっかいを焼き続けたのだ。




　──レクサスの中で『彼』が笑った理由を、その時はまだ、はっきりと気づくこともなかった。
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　秋葉原のライブ終しゆう了りようから、一週間が過ぎようとしていた。

　今日も縁は、学校の売店で買ったおにぎりをかじりながら、友人とオタトークをする日々だ。

「──『アイドリング＋マスター』って言えばさあ」

　森政が言った。

「昨日のも見たよね縁。どう思った？」

「どうって……見たぞもちろん」

　感想をと言われ、縁はうなる。

「あれは、ちっと改編厳きびしくなかったか？　原作見てないやつは置いてきぼりくらうんじゃないですかね」

「いやあ？　もうそういうもんだと思って見てるから。詳くわしいとこは縁に聞きゃいいと思ってさ。もうさっぱりわかんないんだよ。で、けっきょくどういう話なの？　かいつまんで教えて。あとこのあとの展開もざっくりと。オチまで言っちゃっていいから」

「……そーいう奴やつだよおまえは……」

「キミとは楽しみ方が違ちがうってだけだよ」

　例の襲しゆう撃げき未み遂すい事件で──もじゃ政こと根津森政が秋葉原にいた理由は、あらためて聞けば脱だつ力りよくするものだった。

　いわゆる縁も森政も気に入っている声優の、ファンイベントが開かい催さいされたかららしい。手に入れた整理券が一枚しかないので、縁に恨うらまれぬために、こそこそ一人でアキバ行きを果たしたというのだから、紛まぎらわしいことこの上ない。

　何も隠かくすことはないだろうと言えば言ったで、

『えー、だってさ。ぜったい文句言うよね。必ず文句言うよね。十中八九文句言うよね。言わないって言うのは後付けだよね』

　そう言って頑かたくなに主張を譲ゆずらぬ森政に、これ以上追つい及きゆうするのも馬ば鹿からしかった。実際、抜ぬけ駆がけしやがってこの野や郎ろうという気持ちがないわけではない。が、イベントでもらったという限定グッズを分けてくれたので、手打ちにしてやっている。

　自分もたいがい現金なやつなのだ。

「──あ、そうだ縁。連休になったらまた美容院行こうと思うんだよ。今度こそまともな髪かみ型がたにしようと思って。どんなんがいいかな」

「いや……ムダ金は使わん方がいんじゃね？」

「なんで！」

「もうもじゃ政以外のもじゃは想像できないもじゃっつーか」

「もじゃもじゃ言うなよ！　ほらさ、たとえば瑠璃井みたいな感じにすれば、もうちょっとリア充じゆうっぽくなれるんじゃないかな」

　なにげない『瑠璃井』という単語に、縁はかすかだが反応した。

　こうして体育館近くの階段に座っていると、館内のバスケ部員の掛かけ声がよく聞こえてくる。瑠璃井祐吾──彼は今もバスケ部の活動にいそしんでいるだろう。まるで何事もなかったように学生生活を送っているのだから。

「あ、噂うわさをすれば当人だよ」

　その祐吾が、体育館ではなく、中庭の方からやって来るのが見えた。服装も、ユニフォームではなく、縁たちと同じ学生服姿だ。

「久坂。遅おくれてごめん。そろそろ行こうか」

「ああ、待ってたぞ。今からでいいのか」

「え、なに。どういう関係？」

　驚おどろいたのは森政で、「え？　え？　え？」と、混乱しきってつぶやいている。

　どういう関係かと言われれば微び妙みようだが、聞かねばならないことがいろいろあるのだ。

「悪いもじゃ政。そういうわけで教室で会おうや」

「ああ、うん……」

　縁は森政に断りを入れ、階段から離はなれた。

　そのまま祐吾と二人でやって来たのは、体育館と校舎をつなぐ渡り廊ろう下かだった。

　あたりに人ひと気けは少なく、『話し合い』にはもってこいの場だろう。

「部活はいいのか？」

「昼練だけパスさせてもらった。放課後は出るよ」

「ふうん……すっかり元通りって感じだな」

　祐吾は苦く笑しようした。

「不満があるのはわかるけどさ、何かあるたびにそう睨にらまれると居い心地ごこち悪いよ」

「そこまで人間できてないものですから。なんのお咎とがめもなしに無罪放ほう免めんなんてできすぎじゃないですか」

　百式亜衣のライブが終わった後、事務所の人間にこってり油を搾しぼられたらしいが、警察に通報されることもなく、学校ではいつも通りの人気者で通っているのだ。腑ふに落ちないというものだろう。

　口では『居心地悪い』と言うものの、祐吾は相変わらず泰たい然ぜんとしている。こちらがちくちく睨むぐらい、なんてことないのだろう。

「そんなに変かな。だって考えてみてよ、『百式亜衣』そのものに実害はほとんどなかったじゃないか。最後の件だって未遂だろ？　事を荒あら立だてたくないって気持ちになってもおかしくないんじゃないかな」

「自分で言うなよ。櫛貴六花のストーカーの件はどうなんだ」

「彼女はいい子だよ。本当にいい子なんだ。俺なんかに同情して、訴うつたえるような真ま似ねはしたくないってね」

　けっ、と縁は吐はき捨てる。祐吾は笑う──こんな時でもイケメンはイケメン様で、おかげでどちらが間違っているのか見失いそうになるぐらいだ。

「ふられたくせに」

「それでも想おもいは消えないよ」

　ぞわぞわと鳥とり肌はだが立つ。言語中ちゆう枢すうからして激しく修正してやりたくなる。

　あの時、変な情けなどかけなければよかったのだろうか。

「じゃあ、そろそろいいかな。次の時間は移動教室だったよ。早めに出ないと」

「いや──まだですよ。瑠璃井祐吾クン。本番はこれからだ」

　縁は、背を向ける祐吾の肩かたをつかまえた。このために今日は来たと言って良かった。

　あの時。連行されるレクサスの中で、目の前にいるこの男が笑った理由。

　ここまでいっさい動どう揺ようせず泰然としていられるのも、ただ後先を考えない変態だからというだけではあるまい。いくらでも反はん撃げきに出られる──この先も相手を揺ゆさぶれる材料を持っているからに違いないのだ。

「何か」

「何かじゃねえですよ。車の中でおまえ、なんか言ったよな。『需じゆ要ようはタオル売る所に』って」

　久坂君。それは放置しない方がいいと思います。

　意味がわからず呟つぶやいた縁の声を聞いて、葉留は顔色を変えた。そして正しい綴つづりと意味を縁に教えてくれた。

「タオルじゃなくて、『受ず領りようは倒たおるる所に土を摑つかめ』──これが正式な文句らしいな。難しい日本語使いやがって入試トップ。ことわざの意味としては、『転んでもただでは起きない』と一いつ緒しよ。失敗しても何かしらつかみ取る貪どん欲よくな姿勢を言うそうな」

　さらに力を入れて一歩踏ふみ出すと、向こうの顔からは血の気が引いた。

「そうだ。お前はただじゃ起きなかった。とにかく、そのポケットに入れてる気味悪いもんをよこせ。ぜったいにだ」

「いや、これはそのさ」

「出すんだ。いい子だから」

「ちょっ、やめろ！　誰だれか！」

「往おう生じよう際ぎわが悪い！」

　──激しいもみ合いの末、目的を達成するのにずいぶんかかってしまった。







「……つーわけでですね、とにかく瑠璃井に会って話きいてきたんだわ」

　そして放課後。今度は六花を呼び出して、屋上にやって来ていた。

　吹ふき付ける風は温ぬるく、直射日光の下で、櫛貴六花の色の薄うすい髪かみは、茶色を通り越こして金色に光っている。

「それで五時間目いなかったの……」

「昼休みですむかと思ったけど、ちょっと時間かかっちまったな」

　六花は眉まゆをひそめた。

「そんな顔すんなよ。こっちにはなんにも情報入ってこないからさ。いろいろ確かめたかったんだわ」

「悪かったわ……迷めい惑わくかけて。ていうか、瑠璃井の処しよ遇ぐうに納なつ得とくできないなら、あたしに聞いてくれればいいのに。あたしはちゃんと納得してるんだから」

　だから、そういうことが言いたいわけではないのだ。

「櫛貴。いい加減おまえもお人よしだよな。瑠璃井の件もそうだけど、本の方も差し止めとかしないんだろ」

「それは……うん。あんまり大おお騒さわぎして、ここにいられなくなる方が嫌いやだし……それにね、小説に関しては、ちょっといいことがあったのよ。それで考え方が変わったっていうか」

「いいこと？」

「これ、見てみて」

　六花が差し出したのは、一枚の紙だった。

「メアリアン小説大賞、評価シート……？」

「去年の暮れに出してたやつ。やっと結果出たの」

　縁にはあまりなじみのない新人賞名だと思ったら、少女向けの小説レーベルで募ぼ集しゆうしている賞らしい。

「うお、すげーな、ちゃんと投とう稿こうしてるのかよ……って、え、評価Ｄ？」

「そうなの。見て見て、文章力Ｃ、ストーリーＥ、キャラクターＤ……全体に拙つたなく未熟。もっと読み手のことを意識して……ってもうさんざん」

「な、なんで喜んでんだよおまえ……マゾか？」

「わからない？　だってこれでいくら『空色ゼリービーンズ』が売れたところで、あたしの実力！　なんて思わなくてすむもの。痛くもかゆくもないからすっごい楽」

　思いがけない言葉に、声を失った。

　六花は、そんな呆ぼう然ぜんとする縁の目を見てうなずく。静かだが、確かな意志をこめて。

「卑ひ屈くつになりたいわけじゃないの。それは誤解しないで。今のあたしは、正しよう真しん正しよう銘めい、へたくその未熟者だって知りたかっただけ。ここからいくらでも上達すればいいの。そう考えるのに、どうしても必要な儀ぎ式しきだったってこと」

　語る言葉に、噓うそはないように見えた。

　一周まわっての新しい視界なのかもしれない。

　自分が望んでいたものとは違う形で評価された六花と、まだ何も果たしたことのない縁では、重なることもない境地だった。

「……そっか。うん。べつにいいんじゃねーの？　それで前向きになれるんならさ。俺と同じ一ワナビで精しよう進じんしようぜ」

「あ、でもそこまで落ちるつもりはないから。腐くさっても一応、作詞じゃ結果出してるし」

「おまえなああああ！」

　せっかく励はげましてやろうと思ったのに。怒おこる縁に、六花はいたずらっぽく笑った。

「どーせ可愛かわいいのは似合わないですから」

「ほんとおまえ……そういうこと言うやつにはやらねえぞ。せっかく苦労して手に入れてやったのに」

　縁は、ポケットから小型のＩＣレコーダーを取り出した。

「なにこれ……レコーダー？」

「再生してみろよ。そこのボタン押して」

「これ？」

　手て渡わたした機械を、六花が再生する。




　──瑠璃井！

　──来るな！




「きゃあ！」

「でけえでけえ、ボリュームでかい！　落とせ！」

　想像以上の大音量にレコーダーを取り落としそうになっていた。あわててボリュームを下げている。

「これ……」

「あの時、瑠璃井が服のポケットに入れてたＩＣレコーダーだよ。後になってスイッチ入ってたことに気がついたんだとさ。たぶん、葉留ともみ合った時だと思うけど」

「カメラのデータは全部削さく除じよしてもらったけど……音声まであったの……？」

「速そつ攻こう消してもいいけど、最後まで聞いてみろよ。すげえの入ってるから」

　ぶつかった時に妙みような感かん触しよくがしたと、葉留が言っていたことも、決め手の一つになった。

　レコーダーから、さらにあの日の音が再生される。




　──あーそうかよ。はっ、なあんにもわかっちゃいねえなおまえ。

　──あたしは誰かに『使われた』なんて一度も考えちゃいねえよ。このメガ宇宙級美少女のあたしが、みんなを使ってやってるんだ。いいか、六花のやつは肝きもっ玉たまの小さいお人よし。あたしがうまく使ってやらないと壊こわれちまうだろ。

　──六花の作った歌詞を使ってんのも、小説を使ってんのもあたしだくそったれ。使いこなそうと決めた櫛貴愛様の意思だ。だからあたしをどうにかするのは勝手だが──。

　──うちの妹に手ぇ出すやつだけは許さねえぞこのタコ野や郎ろう！




　ゴッと鈍にぶい音が響ひびき、録音はそこで終わっていた。

「……これ、愛姉ちゃんの……」

「がっつり入ってるだろ。たぶん、このデータ握にぎって脅おどすつもりだったんじゃないか？　櫛貴たちのこと」

　瑠璃井祐吾は、この切り札があったからこそ安心していたのだ。取り返さなければ大変なことになったかもしれない。

「……愛姉ちゃんも……無茶ばっかり言っちゃって……」

「櫛貴が持ってれば、この先無茶言われても釘くぎ刺さす役にはたつんじゃないか？」

　なにせ六花が百式亜衣のゴーストをやっていることを、愛の口から告白している貴重な音源だ。

　しかし──思い出しても強きよう烈れつな姉上であった。あれぐらいでないと、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする芸能界では暮らしていけないのだろうか。

　自分自身に誇ほこるものがあり、なおかつ人を利用することをためらわず、かつ使う対象に対して愛情がまったくないわけではないのが困り者だ。それどころか非常に──愛情深い方かもしれない。

　すべてを聞きおえた六花は、少し涙なみだ目めになっていた。双ふた子ごの姉の愛の飛び蹴げりに感動して震ふるえているのか。あるいは──。

「手に入れるの、大変だったでしょ」

「まあそこそこ？」

「噓。苦労したって言ったくせに」

　まあ多少、もみ合いで手が出たり出されたりといった展開になったりはしたかもしれない。途と中ちゆうで先生に見つかってしまい、一方的に縁の方が𠮟しかられてしまったかもしれない。だがまあ、ただしイケメンにかぎるなんていうのは今さらのことなのだ。差別されやすいオタク少年は、このぐらいの扱あつかいには慣れているのだ。

　だからおまえが気にする必要はないのだ、櫛貴六花。

　六花はレコーダーを握って、あらためてこちらを見上げる。

「ありがとう久坂。お守りにする」

　──まいった。素す直なおになられすぎるのも考えものだ。どう反応していいかわからないから。

　なんだか泣き笑いの顔を直視しづらくて、縁はそっぽを向いた。

「作詞の仕事の方は、順調か？」

「うん。今日も一つ作って送った」




　　　　＊＊＊





　ブレイクスルー　作詞　AI HYAKUSHIKI




教室では　いつも左が向けない　あいつがいるから

目があえば　ケンカばかり

かわいくないね　だれが？　あたし




そういうものだとおもってた　これが　あたし　かわらない　あたし

ぶつかってこわしてくれた　痛くて　涙　こぼれそうでも

あたらしいあたしは　もうちょっと　すきになれそうだよ



















そしてあなたのことも




教室のなかで　そっとつぶやく　ブレイクスルー






「……どう？　六花が作った新しい詞よ。これで行こうと思うんだけど」

　東京では櫛貴愛が、マネージャーから受け取った用紙を、楽屋の片かた隅すみで眺ながめている。大きなリボンのカチューシャが似合う、甘く可か憐れんなルックスが売りのアイドルは、両足を机の上に載のせ、今だけ不ふ機き嫌げん顔を全開にしていた。

「……気に入らねー」

「なんで。悪くない出来じゃない。どこが嫌いや？　百式亜衣らしいし、あなたも歌いやすいんじゃないの？」

「だからに決まってるだろ」

「え？」

「これからは歌うたんびにアノ小こ僧ぞうの顔思い浮うかべなきゃいけねーのかよ。冗じよう談だんじゃねえよ」

　小さく呟つぶやいたら、何事かと陽香が振ふり返った。愛は悔くやしいので何も言わない。

　アノ小僧とは、瑠璃井祐吾を追ってきた男子高校生だ。汗あせだくになりながら、六花のために骨を折っていた。

　まったく由ゆ々ゆしき事態だ。これだから相方を外に出すのは怖こわかったのだ。

　別れて暮らすというのは、違ちがうものを見て生きるということだ。幼い頃ころを一いつ緒しよに過ごした柿立の故郷で、妹は新しい道を歩みだしているようだ。おっかなびっくり、でも確かな自分の足で。

「しゃーねえ。せいぜいふられんなよ六花」

「百式さーん。そろそろスタンバイお願いします！」

「──はあい、いまいきまあす！」

　とびっきりの甘い声をスタッフに振りまき、愛は立ち上がった。この身に本物のアイドル、百式亜衣を顕けん現げんさせるめに。




　　　　＊＊＊




　櫛貴六花とは、校舎の前で別れた。

「このまま帰るのか？」

「うん、そのつもり。あんたは寮りように帰るの？」

「だな。風ふ呂ろとトイレ掃そう除じが待ってるからな」

　真ま面じ目めに言ったら変な顔をしていた。

「寮暮らしって、けっこう大変なのね……」

「本当にねー」

　だが、これは少々特とく殊しゆな事情があるのだから仕方ない。縁は頭をかきながら鳩きゆう居きよ寮へ向かった。

　古びた玄げん関かんには、蒼あお井い葉留が新にい妻づまよろしく正座をしてスタンバイしていた。

（おおう）

　あらためて見るとすごい光景だ。

「おかえりなさい、久坂君」

「早いな、おい……」

「はい、こちらスポンジと洗せん剤ざい一式が入ったバケツです。デッキブラシはお風呂場に。それともおトイレ掃除の方を先にしますか？」

「待ってくれ。鞄かばんぐらい置かせてくれ……」

「早くしましょうね。日が暮れちゃいますよ」

　葉留は学校指定のジャージにエプロンを着けていた。こちらは罰ばつ掃除と言われても、あまりダメージは受けていないようだ。のどかな葉留の表情とは裏腹に、縁のテンションは下がる一方だった。

　隣となりの部屋の晴明が、ドアを開けて出てきた。

「いやあ、二人とも精が出るね。感心感心。がんばってくれたまえ」

「……おもしろがってるでしょうセーメー先せん輩ぱい」

「まさか。せいぜい筋肉痛にのたうちまわれと思ってるよ」

　昭和眼鏡の少年は、くつくつと邪じや悪あくに笑った。彼が敬愛する名探たん偵ていではなく、完全に小悪党の顔になっているぞと指し摘てきしてやりたい。

　この底意地の悪さは、縁たちが彼らを六花の家に置いて来てしまったことに起因する。

　例のライブ終しゆう了りよう後ご、夜よる遅おそくに柿立の櫛貴家に帰き還かんすると、なんと椿や晴明たちがまだ居間にいたのだ。

　恐おそろしいことに、六花のお父上まで同じ部屋にいた。

『……もう、最悪としか言いようがなかったわ』

　というのが椿の談である。

　縁たちが戻もどるまで帰るに帰れず、冷蔵庫に入っていたコーラやオレンジジュース、菓か子し類をあらかた片付けた頃に、六花・父はゴルフから帰宅したらしい。

　荒あれ果はてた茶の間に転がる見知らぬ高校生を見て、お父上は大層おどろいたそうだ。そして言い訳もろくにできない晴明や椿たちは、大層気まずかったそうだ。

　善良なお父上は、入学したばかりの娘むすめにできた友人のため、わざわざ寿す司しまで取ってくれ、ほろ酔よい加減でゴルフコンペの武勇伝を語り、聞きながら食べる晴明たちは、味などろくにわからなかったそうだ。

　あれ以来、縁と葉留は寮内での地位が著いちじるしく低くなっている。

　気まずい思いをさせた詫わびとして、当番制で回すはずだった水回りの掃除を、葉留と縁の二人で一か月回すことになったのだ。

「後でチェックしに行くからね」

　小悪党じゃない。小こ姑じゆうとだ。

　縁は鞄を置いて動きやすい私服に着き替がえて、あらためて風呂場に行く。

　風呂場は旧式のタイル張りだが、洗い場も風呂桶おけも一度に三人は使えそうなほど広い。縁は頭にタオルを巻いて袖そでをまくる。

「……んじゃ、ちゃっちゃとやるか」

「ええ、その通りです」

　葉留が洗い場をデッキブラシでこすり、縁が風呂桶をスポンジで磨みがく。

（シンデレラは床ゆか磨きってね）

　床というより風呂桶の底だが。

「あー、そーだ葉留。瑠璃井の件だけどな、ちゃんと櫛貴に引き渡わたしといたぞ」

「ほんとですか？　良かったです」

　葉留がほっとしたように相そう好ごうを崩くずす。

「危ない橋だとは思ったんですけど、どうしても気になってしまって」

「なあ」

「はい、なんでしょうか」

「おまえ、なんであの時、犯人が瑠璃井だってわかったんだ？」

　森政ではなく。

　──ずっと聞きたくて、聞きそびれていたことだった。

　同じものを見ていたはずなのに、どうしてこうも着地点が違ってしまったのだろう。自分と葉留は何が違うのだろう。

「なんでって……普ふ通つうに考えただけですけど……」

「それがわかんなかったんだよ俺は」

「そうですか？　タイトルに瑠璃井君の名前が入っているじゃないですか」

「タイトル？」

「はい、そうです。問題になったのは、『ガラス色のラブソング』でしょう？　ガラスの古こ称しようは、『ぎやまん』、『びいどろ』、あと他ほかに『破璃』や『瑠璃』とも言いますよね。だから瑠璃井君が頭に浮かんだんですけど」

　縁は、泡あわつきのスポンジを持ったまま突つっ伏ぷしたくなった。そんな──そんなアホのように単純な発想だったのか！

「たとえば奈な良らの正しよう倉そう院いんにおさめられた、『白瑠璃椀』なんてわかりやすいですよね。現物を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん、ちっとも瑠璃色じゃなくて、透とう明めいなガラス製のお椀ですから。ブルーのガラスは『紺こん瑠璃』、緑色のガラスは『緑りよく瑠璃』って区別されてます。どれもペルシアからシルクロードを渡ってきたってロマンチックですよね……って、久坂君？」

「……………………変な方向に考えすぎなんだ俺は。歌詞の中身がシンデレラのネズミ視点だったから根津森政だって……」

　頭でっかちな文字書きの先入観で、他の可能性を考えなかった。歌の内容ばかりに気を取られて、言葉のありのままをとらえる葉留のような発想が持てなかった。今回は、完全に縁の負けだ。

　すると葉留は、きょとんと目を丸くしてから、「違いますよ！」と首を横に振りまくった。

「それはたぶん、久坂君が物知りなだけです。あの詞って、シンデレラを表してるんですか？」

「へ？」

「読んでも歌詞にそんなことぜんぜん書いてなかったですから、わたしじゃわかりませんでした。どうして久坂君はそう思ったんでしょう」

「いや、だって、床磨きとか舞ぶ踏とう会とかキーワードが」

「しかも視点がネズミなんですか？　ますますびっくりです。シンデレラって、お姫ひめ様の話なんですよね。動物も出てくる話なんですか」

　縁は、半ばあっけにとられつつも、葉留に、『シンデレラ』なる話の流れを教えてやった。

「いや、だからな、まず継まま母ははにいじめられてるシンデレラっていう美人のお嬢じようさんがいてな……」

　葉留は「ふんふん」と真しん剣けんに相あい槌づちを打つ。

「……で、部屋に転がってたかぼちゃは馬車になって、ネズミは御ぎよ者しやになって、無事に舞踏会へ行けるようになるんだ」

「へえ、とってもいいお話ですね！」

「まだ続きはあるぞ？」

「本当ですか？」

　縁はだんだん不安になってきてしまった。

（シンデレラ……知らないって……ありえるのか？）

　あれだけ辞書とお友達で、日本語に関することは博覧強記。そして女の子らしいことに興味がないわけでもないようなのに。シンデレラの絵本なりアニメなりに触ふれたことすらないということか？　子供の頃から一度も？

　──どういう育ち方をすれば、そんな人間ができあがるんだ。この現代日本で。

　信しん頼らいを寄せる子犬のような笑え顔がおを見ていると、得体のしれない感情が胸をついた。

　蒼井葉留。おまえは──いったいなんなんだ？

「葉留？」

「はい、なんでしょう！」

「……とりあえず掃除するか。いつまでたっても終わらんし」

「ええっ、それはないですよ久坂君。続きはどうなるんですか」

「全部終わってから話してやるから」

「もう──約束ですよ」

「はいさぼってないで手ぇ動かす」

「いじわる」

　強い疑問がわきあがってくるけれど、今はそれはそれ。深くつっこむことはするまい。それをする意味はたぶんない。

　縁に言われ、しぶしぶ小さな体を使い、デッキブラシをタイルにこすりつけはじめる──そんな葉留を、構えることなく相手にした方がいい。

「……いきはよいよい、かえりはこわいってね……」

　うっかり深みにはまれば、戻れなくなりそうなのは縁の方かもしれないから。







　　　終章　睡ねむれる花







　蒼あお井い葉は留るが、夜の鳩きゆう居きよ寮りようを歩いている。サイズの大きなスリッパを鳴らし、ぺたぺた、ぺたぺた、古い板張りの廊ろう下かを歩いている。

「……あら、葉留ちゃん。いまお風ふ呂ろ？」

「はい、いいお湯でした！」

　時計の針は、午後九時を過ぎた頃ころだった。

　すれ違ちがった寮長の椿つばきに挨あい拶さつをすると、自分の部屋である【一○五】号室に入る。

　大量の本が、葉留のことを出で迎むかえた。

　作り付けの本ほん棚だなには、蔵書のすべてがおさまりきらず、床ゆかの上にも積みあがってしまっている。早く片付けなければならないと思っているが、半分はもうお手上げだった。

（……仕方ないですよね。元の部屋よりずっと狭せまいところに持ち込んだんですから）

　理想はすべてがおさまる本棚付きの書しよ斎さいだが、道のりは遠い。だがあきらめるまい。

　机の上に風呂セット一式を置くと、窓を開けて風を入れる。

　ほてった体に、夜風が気持ちよかった。

　思い返せば今日もよく勉強し、おいしいものを食べ、いい一日だったと思う。放課後には縁ゆかりと一いつ緒しよに、寮の掃そう除じもした。シンデレラという素す敵てきな話を教えてくれた。

　彼は時々いじわるだけれど、とても優やさしくてかっこいい人だ。

　しばらくそのまま風に髪かみをなびかせていると、一つ気付いたことがあった。

　この学校に植えられた庭木は、ほとんどが桜のソメイヨシノだと思っていた。だが、花が散り若葉の緑に染まったこの時期に、一本だけ薄うす紅べにの花が咲さき誇ほこっているものがあるのだ。

（あの木……桜じゃないです……花はな海かい棠どうですね……！）

　心の中に、ぱっと明かりが灯ともった気持ちだった。

　大好きだった、蜂はちヶが谷やのお屋や敷しきにあった木だ。こんなところでまた会えるなんて。

　葉留はそわそわしながら窓から離はなれ、ベッドに飛び乗る。そして愛用している広こう辞じ苑えんのページをめくっていく。

「そうですそうです。海棠はバラ科の落葉小高木なんです。原産地は中国！　高さ約五メートル。こちらはそんなに大きくないですね。若葉は帯たい赤せき色。春の末、淡たん紅こう色しよくの五弁花を房ふさ状じようにつけ下垂──してますしてます！　咲いてます！　黄赤色の小果を結ぶ。楽しみですよね。ふむふむふむ……楊よう貴き妃ひの故事から、『睡れる花』とも言う……」

　辞書は、好きだ。言葉のなりたち、そのものの形、ちょっとしたいい話まで教えてくれる。そういう風に教えてもらった。

　目を閉じると、今でも思い浮うかぶ風景がある。

　雨に濡ぬれる、花海棠のピンク色。振ふり返れば揺ゆり椅い子すの上で、うつらうつらと眠ねむっていた美しい人。わたしの手元には魔ま法ほうの辞書。

　あのあとすぐに葬そう儀ぎがはじまってしまったから、穏おだやかな記き憶おくはもうここにしか残っていない。

　葉留は広辞苑のページを閉じて、小口の目次を順番になでていく。

「あ、か、さ、た、な。は、ま、や、ら、わ。を、ん」

　辞書の中に閉じ込められた、たくさんの言葉に触れた気になるおまじないだ。

　あの時使っていた版は、確か三版か四版だった。今はさらに進んで六版を使っている。『広辞苑』という外そと枠わくは同じでも、中身は変わり、時は確実に流れている。

　葉留はあらためて黒と銀の表紙を見ると、愛いとおしさを抑おさえきれずに、使い込んだ装そう丁ていを抱だきしめた。

「聞いてくれますか……きょうもとっても楽しかったんですよ……凜り花かさん……」
















　わたしのウィリアム・チェスター・マイナー。

　あなたがわたしのすべてを憎にくみ疎うとんじても、それでもわたしはあなたを愛します。あなたが遺のこした夢と、たくさんの言葉とともに。





ＥＮＤ









　　　あとがき







　鍋なべでわらび粉を煮に詰つめて、抹まつ茶ちやわらび餅もちを作ってみました。作り方の「冷蔵庫で冷やすと味が落ちるので常温で」という記述に驚きよう愕がくです。コンビニの冷蔵庫コーナーにあるわらび餅……あれはヤバイもんだったのか……？

　いろいろ脳内の思い込みが覆くつがえされる今日この頃ごろですが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。

　今回はようやっと新学期編スタートです。

　寮りよう内ないだけの一巻に比べて、教室組も出てきてにぎやかです。縁ゆかりにはオタ友が。葉は留るも新たなエサ……いえ、お友達ができました。

　六ろつ花かは縁と同じ、「創作の痛みも楽しみもわかる」タイプの子が欲ほしいと思って作りました。葉留とは違ちがう立ち位置の子ですね。で、どうせ葉留の餌え食じきになるなら、ラノベじゃなくて歌がいいなと、アイドルの作詞家です。

　作中の歌詞もいろいろ作ってみたのですが、いやはや作詞ってムズカシイです。漫まん画が家かに似顔絵描えがかせちゃダメとはよく言いますが、作家にポエムも似たようなもんじゃないでしょうか。小説書くのとは、使う筋肉がぜんぜん違います。今回はもう必要にかられ、歴代のアイドルの歌詞をずらっと並べて、「考えるな感じるんだ！」と制作いたしました。ちょっとでも雰ふん囲い気き出てるといいのですが。







　さてさて。続きは……と言いたいところなのですが、続きが出せるかはこの巻の売り上げ次し第だいなのだそうです。なんとかなるといいんですがねえ。むむ。

　ひとまずはこの巻での締しめが必要でしょうか。

　竹たけ岡おか葉は月づきでした！










蒼あお井い葉は留るの正ただしい日に本ほん語ご２







竹たけ岡おか葉は月づき
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